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プロローグ




　そこでは世界の命運をかけた、人類と魔物の頂上決戦が行われていた。

　あらゆる生物を拒む瘴気に満ちた大地にて魔物を支配する怪物――魔王に相対するのは、彼を倒すために同じく人外の領域へと足を踏み入れた四人の戦士達。

「ゴッズディスペア！」

　魔王の放つ、神すらも消失させる一撃に、短く切り揃えた黒髪を持つ少女は真っ向から相対する。

「ホーリーディヴィジョン！」

　少女が手に持っているのは見るもの全てを魅了するほどの神々しさを放つ盾だった。

　その聖なる盾――聖盾から飛び出す防壁は、魔王の一撃すらその場にくい止めてみせる。

　薄く七色に光る防御壁の隙間を縫うように飛び出したのは、全身を金属鎧に身を包んだ女騎士だ。

　彼女は両手に持つ純白の槍を勢いよく突き出す。

「ディヴァインショット！」

　彼女の放つ突きは見事命中。

　本来であれば聖剣でしかダメージを与えることができぬはずの魔王の腹に大穴が開く。

　彼女が操る槍は聖槍――かつて滅んだ古代文明の技術によって生み出された聖性を持つ槍であった。

「ぐぬううう……まだだっ！」

　衝撃を食らい後方に吹っ飛ぶ魔王だったが、与えられた一撃によるダメージは致命傷にはほど遠いものだった。

「これで終わりだ――ケイオスホール！」

　魔王は己が放つことのできる最大の一撃を発動させる。

　極小のマイクロブラックホールが、相手をその存在ごと異空間へと飛ばす絶対の一撃。

　本来であれば存在がかき消えるほどの一撃を目の前にしても尚、一人の少女は前に出る。

　金髪を靡なびかせる彼女の名はリアム。

　世界でたった一人、魔王を倒すことのできる勇者だ。

　彼女の手に握られた魔を滅する正義の剣、聖剣クラウソラスは――見事魔王の心臓に突き立った。

「我が……我がこんなところでえええええええ……!!」

　断末魔の叫び声を上げる魔王が、パタリと倒れる。

　そして黒い煙が噴いたかと思うと、この場に彼がいた証拠は、転がった黒い光を放つ魔石と、彼が使っていた一本の剣だけになった。

「これで……全て、終わったのですね……」

　荒い息を吐きながら地面に倒れ込む戦士達を、唯一後方で待機していたプリーストが癒やしていく。その手に握られている聖杖を使えば、仲間達の傷は瞬時に癒えていく。

　圧倒的な体力を持つ魔王と戦っても前衛が崩壊しなかったのは、ひとえに彼女のその回復能力のなせる技だった。

「ああ、僕達――五人の勝利だ！」

　勇者リアムは、高く拳を掲かかげる。

　勇者、聖騎士、聖戦士、聖女。

　ここにいるのは四人だったが、彼女達の脳裏にはもう一人、かけがえのない仲間がいた。

　女四人のパーティーにサポートメンバーである彼を加えた五人で、彼女達は様々な艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えてきた。

　その人物の名は、本人たっての願いにより、世間にはほとんど知られてはいない。

　一体誰が信じることができるだろう。

　彼女達が魔王に勝利するために最大限の貢献をなしたのが、名も知れぬ一人の鍛冶師であることを。

　――壊れた聖剣を修復し、そこから古代文明の神聖文字を解読し、魔王へ届きうるいくつもの聖武具を現代に再現してみせた男がいるなどと。

　そしてその男が実は、

「ふぅ……そろそろ、潮時かもしれないな……」

　雑事に煩わずらわされる都会生活を捨て、一人で隠居生活を目論もくろんでいるなどと……。










第一章　ラックという男




　俺の父さんは、直情径行な性格の人間が多く、現場で鉄拳制裁もまま起こる鍛冶師の中では珍しいくらい、難しいことを言う人だった。

『人のために生きることこそ、鍛冶師の本懐ほんがいだ』

　そう口酸っぱく言っていたくせに、またある時は、

『自分のために生きることこそが、鍛冶を何より色づけてくれる』

　とも口にしていた。

「わあぁ……」

　当時の俺は難しいことはわからなかったが、とにかく父さんが鍛冶をしている姿を見るのは好きだった。

　噴き出す玉のような汗、力強い槌つちの動きに、魔力文字をマイクロ単位で動かしエンチャントを行う繊細な鍛冶魔法。

　父さんが生み出した魔道具や武器・防具はその無骨な手から生み出されたとは思えないほどに美しく、そして何よりも実用的だった。

　そんな父親の仕事っぷりを言葉を覚えるよりも前からずっと見ていれば、自分も鍛冶師になりたいと思うのは当然のことだ。

　俺は十五で成人してからすぐ、父さんから鍛冶師としてのイロハを叩き込まれた。

　いつかは父さんを超える鍛冶師になる。それは俺の夢だった。

　けれどその願いは終ついぞ叶うことはなかった。

　――俺に免許皆伝を言い渡した父さんは、まるで俺が一人前になるのを待っていたかのように、俺が十七になった時にぽっくりと死んでしまったからだ。

　畜生、勝ち逃げなんてズルいぜ、父さん……。

　当然ながら見習いを卒業したての俺に、鍛冶師としての実績なんかあるわけがない。

　けれど今更どこかの工房に入って徒弟から始める気にはなれなかった。

　だから最初は有り金をはたいて、店主が死んだ鍛冶屋を間借りさせてもらうところから始めた。

　それから一年は……まぁいろいろなことがあった。

　今となってはいい思い出だが、苦い経験も楽しい思い出も、ぎゅっと凝縮した歳月だったように思う。

　世の中というのはなかなか思い通りにはいかないもので、鍛冶屋はいいものを作れば人気者になれるというわけではなかった。

　大口の仕事は巨大資本の鍛冶屋とそこからのれん分けをした屋号持ちに振り分けられ、俺のような小さな鍛冶屋には街で暮らす人達が日々使う金物の整備くらいしか仕事がこなかったのだ。

　腕には自信があったが、コネも実績もない俺ではそれを振るう場所がなかった。

　誰か有名なやつが使ってくれれば話は違うと思うんだが、どちらかと言うと見た目より性能重視な俺の武器は誰からも見向きもされない。

　父さんは誰より優れた鍛冶師だったが、世渡りが下手な人間だった。

　そしてなんとも残念なことに、その部分に関して俺は確実に父さんの血を受け継いでいたのだ。

　技術の向上も望めず、日々汲々きゅうきゅうとする生活。

　誰より優れた鍛冶師になりたいという俺の思いは日に日に募った。

　これじゃあ俺が憧れた鍛冶師になれるのは一体いつの日になるか……そんな焦燥に駆られる日々が終わったのは、とある出会いのおかげだった。

　リアム率いる四人組パーティー、『仮初めの英雄インスタントヒーロー』。

　彼女達との邂かい逅こうは、俺の運命を変えた。

　魔法剣士のリアム、タンクのミラ、ランサーのフェイ、ヒーラーのナージャ。

　今では世界を救った英雄である彼女達も、最初はちっぽけなそこらにいる四人組の女冒険者パーティーだった。

「ここに腕の良くて偏見のない鍛冶師がいると聞いてきたんだけど……もしよければ、僕達の装備を揃えてくれない？」

　最初に声をかけられた時にはビビったもんだ。何せ四人全員が、とんでもない美人揃いだからな。

　彼女達は女だけで組んだパーティーということもあり、男所帯の鍛冶屋から舐められて門前払いを食らい続けていたらしい。そしたら街の外れで細々と商売をしている俺の話を聞きつけ、ここまでやって来たのだという。

　彼女達からしても、ダメ元のつもりだったのだろう。その顔を見れば、俺の返答に期待していないのは明らかだった。

　だから俺は言ってやったのさ。

「いいぜ、作ってやるよ」

　ってな。

　俺は武器を、防具を、魔道具を作る鍛冶師だ。

　そこには性別も種族も、貴き賤せんも関係ない。

『人のために生きることこそ、鍛冶師の本懐だ』

　父さんが言っていたことは、ずっと俺の心の芯に在った。

　誰かのために役に立つものを作ることこそ、鍛冶師の本懐だ。

　彼女達はまずは武器を一式買っていき、今度は防具を仕立ててほしいと魔物の素材を持ってきた。

　俺は鍛冶師なんだが……と思ったが、だからといって断るのなら彼女達を門前払いした鍛冶師共と同類になるような気がしたから、俺は彼女達の要望に応えてオーダーメイドで防具を仕立ててやった。

　当然ながらきっちり寸法を測る必要もあったが、そこは仕事だからな。

　セクハラにならないよう細心の注意を払いながら、プロとして仕事をさせてもらったよ。

　そんなことを繰り返すうちに、気付けばリアム達は俺の店の上客になっており。

　彼女達の名が売れるにつれて、俺は細かい金物以外の武具を仕立てることができるようになった。

「ラック、もしよければ……私達の、専属鍛冶師になってくれないか？」

「ああ、もちろんだ」

　どうやら彼女達も比較検討のためにいろいろと見て回ったらしいが、結果的に色眼鏡で見たり好色な目で見るようなこともなく、かつ腕が良い俺を選びたいということになったらしい。

　とてもではないが他の武器屋や鍛冶屋では、下着姿など晒せないんだと。

　まぁ無理もないとは思うが、そこをしっかりするのもプロの仕事だろうに。

　とまぁ、そんなわけで俺はリアム達『仮初めの英雄』の専属鍛冶師になったわけだ。

　俺とリアム達は職人と客でしかなかったが、その関係は次第に変わっていくことになる。

　武器と防具というのは最前線で戦い続ける冒険者にとって、何より大切なものだ。

　命の次に大切なそれを預かるパートナーとして、なまなかな仕事などできるわけがない。

　俺は彼女達と共に歩み、己を磨いていった。

『自分のために生きることこそが、鍛冶を何より色づけてくれる』

　父さんの言葉は、やはり何も間違ってはいなかった。

　俺は彼女達を利用するような形で、己の理想の鍛冶師を目指すためにその腕を磨き続けた。

　だがそれはまた彼女達とて同じ。

　俺達はお互いを利用し合う関係であり、お互いの腕を信じ合う仲間であり、そして同時に切磋琢磨し合うライバルでもあった。

　俺が〝技〟を磨けば、彼女達は〝武〟を磨く。

　俺が強力な武具を作り出してみせれば、彼女達はそれを使ってそれを超える武具を作れるだけの素材を揃えてみせる。

　そして二人三脚（正確には五人六脚だが）でハック＆スラッシュを続けていくうち……気付けば俺と彼女達の見る景色は今までとは違ったものになっていた。

　彼女達を死なせないよう死ぬ気で頑張り続けたおかげで俺の鍛冶の腕はメキメキと上達し、当時はすぐに魔力切れで大して使うこともできなかったエンチャントも、既に鼻歌交じりに使うことができるようになっていた。

　当初は剣や槍の穂先しか打てなかった俺は、既にあらゆる武器を自作できるようになっていたし、エンチャントが達者になったおかげで今では魔道具だろうがなんだろうが大抵のものはクラフトで作ることができるようになっていた。

　だがリアム達も負けてはいない。彼女達『仮初めの英雄』は世界でも五指に満たないＳランク冒険者パーティーへと成長しており、とうとう国から正式に勇者として遇されるようになった。

　ただ彼女達が勇者になろうが、俺と彼女達の関係は何一つ変わらない。

　俺達は変わらぬライバルであり、終生の友でもあった。

　彼女達は王から正式に魔王討伐を命じられ、そのために必要なあるものを探すため古代遺跡へと向かった。

「ラック、これなんだが……直せるかい？」

　そうしてリアムに手渡されたのは、芯から朽ちていてほぼ全壊していると言っても過言ではない、一本の剣だった。

　その剣の名は聖剣クラウソラス――かつて滅ぼされたという超大国の建国王が使っていた、魔を誅ちゅうするための剣だ。

　唯一魔王への攻撃を可能とするという伝承のある、由緒正しき聖剣だった。

　詳細な説明は技術的な話になるので、結果だけ伝えよう。

　俺はその剣を、修復することができた。

　そして直すにあたって必要だったため、古代文明で使われていた魔力文字である神聖文字を扱うことができるようになり、聖剣と同じ技術を流用する形でミラやフェイ、ナージャのための聖武具を作ることもできるようになった。

　彼女達は俺の武具を身に着けて魔王の元へ向かい……そして魔王は無事倒された。

　夜も安心して眠れぬ脅威は過ぎ去り、世界は平和に包まれたわけだ。

　それが悪いことだって話じゃない。

　いやむしろ、平和になったのはいいことだろう。

　ただ俺の胸にやって来たのは……虚しさだった。

　魔王を討伐するために作った聖剣。あれを超える作品を作るには、とてつもない研けん鑽さんが必要になるはずだ。

　けれど俺の存在は良くも悪くも有名になってしまった。

　リアム達に頼んでいるおかげで流れの鍛冶師ラックの名を知っている者はほとんどいない。

　だがそれでも最近は、リアム達を経由する形で俺に大量の鍛冶仕事が降ってくるようになった。

　それに……実はここ最近俺の頭を悩ませている、喫きっ緊きんの問題があった。

　――既に俺の技術の向上が、頭打ちになってきていたのだ。

　だが聖剣に記された神聖文字を解読し、魔力情報を読み取ることができるようになったことで新たな可能性が開けた。

　今日もまたこいつを研究して、なんとかして文字を圧縮した古代文明ばりの魔道具を作りたいところだ。

「仕事を終えてからじゃないと手を出せないのがしんどいんだよな……いっそのこと今後一切、仕事は断るか」

　たしかに勇者の側で技術を鍛えたから自分の腕には自信があるが、俺はそれでも流れの鍛冶師にすぎない。

　俺より腕のいい鍛冶師なんか探せばいくらでもいる。

　それに魔物の被害は今後減っていくだろうから、わざわざ俺が必死こいて頑張る必要はもうないだろう。

「ふぅ、これでさっさと……来客か」

　オーダーメイドのエンチャントを付与した剣をいくつか作ってから自分の仕事に打ち込もうとしていると、店のドアベルが鳴った。

　俺の店は店自体に高度な隠いん蔽ぺいをかけてあり、そこに鍛冶屋があるとしっかり認識できている人間でなければ見つけることができない。

　誰かと思い店に戻ると、そこには店と同じく隠蔽のかかっているローブを身に纏っている女性の姿があった。

　数日ぶりに見る彼女の姿に、先ほどまで感じていた不満など一瞬で吹っ飛んでいってしまう。

　見るのは数日ぶりのはずなのに、まるで何ヶ月も会っていないかのように感じてしまうのは、彼女がやってのけた功績を前に、少し気後れしているからだろうか。

「久しぶりだね――ラック」

　短く切り揃えた金の髪に、意志の強そうな赤の瞳。

　その凜々しさから王都にファンクラブができていると噂の彼女こそ、魔王を倒しこの世界に平和をもたらした勇者リアムだ。

「おう、巷じゃすっかり偉人扱いだろ。俺も敬語とか使った方がいいか？」

「そんなのやめてよ、ラックはラックのままでいて！　僕の方こそ、来るの遅くなっちゃってごめんね、いろいろと話さなくちゃいけない相手がいてさ……もう疲れちゃったよ」

　リアムは勝手知ったるといった様子で中へ入ると、椅子に座ったままぐでーっと机の上に倒れ込む。

　世の中の彼女を知っている人が見れば驚きょう愕がくすると思うが、こいつは案外こんなやつだ。

　がさつだし、ボーイッシュというより男勝りという表現が正しく、女の子らしさというものを母さんの腹の中に忘れてしまったようなやつだ。

　まぁ女の子女の子した子と比べると付き合いやすいから、俺は助かってるんだけどさ。

「いろいろ大変だっただろ……」

「うん、過去形にはできないよねぇ……現在進行形で大変だし、多分一ヶ月後くらいまでは毎日パーティーや巡礼でおおわらわだよ」

　見ればリアムは、最後に見た時より明らかに元気がない。心なしかげっそりしているような気もする。

　慣れていない王族や大貴族達との気疲れするやりとりの毎日で、だいぶ心がすり減っているらしかった。

「勇者ってのも楽じゃないんだな……ほれ」

　店の裏から取ってきたポテトチップスを差し出すと、リアムはフードを脱ぎ捨ててからぽりぽりと食べ始める。

　ちなみにこれは自作だ。誰とも話さず長時間過ごすことも多いため一通りの家事はこなせるんだ。

「他人事だなぁ……本当ならラックも僕らと一緒に来るべきなんだからね？」

「趣味じゃないんだよ、目立つの」

　俺はリアム達に、俺の名前を出すことのないようお願いしている。

　おかげで勇者パーティーの専属鍛冶師にしては、世俗的な柵しがらみも少ない方だと思う。

　俺は金や地位、名誉といった世間的に必要とされるものをほとんど必要としていない。

　衣食住なんか最低限生きていければいいし、女を作る暇があるならその間に剣の一本でも作っていたい。

　これは俺の持論だが、鍛冶師にとって世の中の柵は基本的には邪魔にしかならない。

　リアム達が有力者達のため断り切れないものを選別し、こちらに回す仕事を最小限にしてくれていることはわかってはいるのだが、俺視点からするとこれでもまだ多い方だ。

　リアム達からの報酬で、あらゆる素材を私費で調達できるようになった今、正直あまり自分の技術研鑽に繋がらないような仕事は受けたくないと思っている。

　彼女達が最高の素材とオーダーを回し続けてくれるから、我慢してきたわけだけど。

　実際のところ、金にはまったく困っていない。というかそもそもの話、かかる経費以外では金に興味がない。

　途中からは、ただ鍛冶仕事をして技術の限界を目指し続けていけば自然と貯まっていったため、最近では自分の金庫にどれくらいの金が入っているか、自分でもほとんど理解していない。

　そういえばかつて古代文明の遺物である聖剣を修復したことで、王家から報酬も出ていたっけ……中身を見ずに袋ごと金庫行きになったため額は知らないが。

「僕らも難儀してるんだよ……腕がいいのにこれだもの」

「お前ほどの剣士に腕がいいと言われると、さすがに照れるな」

「前半の言葉、全然聞き取ってなくない!?　難聴系主人公でももうちょっと音拾うよ!?」

　もう……と言うことを聞かない子供を甘やかすお母さんのような顔つきで、彼女は背中に手をかける。

　そしてごとりと机の上に一本の剣を載せた。

　思わずごくりと喉が動き、生唾を飲み込んでしまった。

　鞘に入っていてもわかるこの圧倒的な存在感。

　そして迸ほとばしる魔力と、隠しきれない禍々まがまがしさ……。

　俺が目を向ければ、リアムはこくりと頷いてみせる。

「そう、これが歴代の魔王が使ってきたという魔剣……禍か剣けんセフィラだよ」

「ありがとうな、無理を聞いてもらって」

「もう、ホントだよ！　これを借りてくるのに、めちゃくちゃ骨を折ったんだからね！」

　聖剣の修復依頼に関して、俺はリアム達から報酬を受け取らなかった。

　その代わりに彼女達に、俺は一つの交換条件を出したのだ。

　それは――歴代の魔王が使ってきたという魔剣、禍剣セフィラを俺に貸たい与よしてくれること。

　もし魔王の討伐ができれば彼女達のものになるんだから簡単に借りられるとばかり思っていたが……どうやらこいつが魔王の討伐を証明するものということもあり、持ち出しには相当に難儀したらしい。

　ここ最近の疲れのうちの何割かはこいつを持ち出すためのものと言われれば、俺としても頭を下げることしかできない。

「とりあえずかなりヤバめな呪いが書かれてるみたいだから、気をつけてね」

「ああ、こいつに記されてるのは恐らく聖剣に記されていた神聖文字と同年代のもの……気合いを入れて、楽しませてもらうよ」

「僕はラックの身を案じて言ってるんだけどなぁ……とりあえず僕はそろそろ行くね。この後も予定がぎっしりなんだよ……誰かさんと違ってね！」

「おう、また後でな。この禍剣の分析と研究に区切りがついたら、俺の方から尋ねて行くよ」

「フェイ達もラックに会いたがってたから、そう遠くないうちに来ると思うよ！」

「そうか、それなら楽しみにしておくよ」

　べーっと舌を出しながらかわいらしい嫌みを言って、リアムはそのまま店を出ていった。

　おしゃべりが好きな彼女がこんなにあっさりと引き下がるところを見ると、どうやら相も変わらずかなり忙しいらしい。

　俺にはごめんだな。

「さってと……」

　俺は剣の柄に触れながら、にやりと笑う。

　鏡を見なくてもわかる。

　きっと今の俺の瞳は、おもちゃを与えられた子供のようにキラキラと輝いていることだろう。

　こりゃあしばらくは、徹夜かな。

「――構造分析アナライズ」




　リアムが鍛冶屋にやって来てから二ヶ月後。

　一通りの研究と準備を終えた俺は、彼女が与えられた王都の邸宅にやって来ていた。

「ふふん、どうですか勇爵様のお屋敷は！　金に飽あかせて調度品から何から全部一級品で揃えたからね！　自慢じゃないけど、なかなかのものだよ！」

「家を誇るのはいいんだが、そのやり方に品性がなさすぎる……」

　リアムは魔王討伐の功により、貴族に叙されることになった。

　ただ本来なら国王でもできないような難事をやってのけたのだから、授ける爵位はどれにするのがいいだろうという話になり。

　公爵位を授けたいが公爵は王と血縁関係がなくてはならないため、新たに勇爵と呼ばれる唯一にして無二の爵位を与える形でなんとか乗り切ったらしい。

「で……どうだった？」

「ああ、悪くない……いや、実に得がたい経験だった」

　俺は腰に提げている二振りの剣を取り出しながらそう口にする。

「禍剣セフィラは俺が想像していた通り、神聖文字とはまた異なる古代文字によって作られていた。新たな知見が広がるどころの話じゃない。この二つを極めれば、俺は鍛冶師として更なる高みに行けるだろう」

　禍剣セフィラに記されている魔力文字は、神聖文字とは別のものだった。といっても源流が似ているから解読にさほど時間はかからなかった（ちなみに俺は、これを便宜上古代魔族文字と呼ぶことにしている）。

　大変だったのはむしろその後と言っていい。

　神聖文字を真っ直ぐな天使とすれば、この古代魔族文字は一癖も二癖もある悪魔といえた。

　こいつを使って剣を打つと、ちょっとでも文法を間違えたり込める魔力量を間違えたりするだけで爆発したり、炎に包まれたりしてしまう。

　おかげで副産物も手に入ったわけだが……総括すると、なかなかな難物だったといえる。

「……どうして、剣が二本あるの？」

　たしかにそれは当然の疑問だろう。

　ポケットの中に入れたら二つに増えるビスケットでもないんだから、剣がいきなり分裂するはずもない。

「ふふ、それはだな……」

　俺は何日もの間仮眠しか取らず、若干ハイになっている脳みそをフルで回転させ、早口で説明をすることにした。

　神聖文字と古代魔族文字。

　この二つの新たな魔力文字の解読に成功した俺の脳裏に、一つの閃ひらめきが走った。

　聖剣クラウソラスと禍剣セフィラは、間違いなく同格の強さを誇る存在だ。

　そして二つは同年代に生み出されたものと推定され、そのため二つの魔力文字にはいくつもの共通項がある。

　――で、あれば。

　それら二つの魔力文字を組み合わせれば……二つの剣の特徴を併せ持った、最強の剣が作れるのではないか？

　鍛冶の神髄を突き詰めようとする信徒である俺にとって、その疑問を抱くのは至極当然のことであった。

「そうして紆余曲折の末にできたのが……こいつだ」

　俺は禍剣セフィラの隣にある剣を鞘から抜き出す。

　右半分の刀身が白、そして残る左半分が黒。

　神聖文字と古代魔族文字はとにかく互いに反発する性質を持っており、同じ刃にエンチャントを施そうとしても爆発してしまうだけだった。

　その問題をなんとかするためには、まず剣を作るにあたって必要な魔力情報を一度全て書き起こし、両者の共通項を接合する部分に集め、その上で一度別々に刀身を作ってから交互にエンチャントをかけてかけ合わせることで、なんとか反発する性質をそのまま魔法効果に落とし込むことに成功した。
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　こうして俺が生み出した剣こそが――。

「聖魔剣カオティックレイ……間違いなく今の俺が作れる、最高傑作だ」

「聖、魔剣……」

　リアムは信じられないようなものを見る目で剣を見たかと思うと、同じような顔をこちらにも向けてきた。

「多分だが純粋な耐久性と攻撃力だけなら、リアムが使っている聖剣以上になるだろう」

「な、なんてものを作っちゃうのさ!?」

「作れる技術があるのなら、作らずにはいられない……鍛冶師っつうのはそういう生き物なんだよ」

「か、カッコいいこと言って誤魔化そうとしても騙されないからね！」

　なぜか顔を赤らめながらそんなことを言われる。

　別に誤魔化しているわけじゃないんだが……病気だろうか？

　勇爵としてのめまぐるしいほどの忙しさに、熱でも出したのかもしれない。

　遊びに来た時のフェイ達も全員死んだ目をしていた。

　勇者パーティーは四人とも、とてつもなく忙しいらしいからな。

（というかリアムは褒めてくれているけど……俺自身としてはまだまだこの聖魔剣の出来に満足はいっていないんだよな）

　この短い時間では、そもそも最適な魔力文字を見つけることができなかった。

　理論上より効率的なエンチャントを施せるくらいに情報が圧縮できるようになれば、その他にもいろいろな性能が足せるはずなのだ。

　純粋な強化効率がエグくなる聖魔剣であれば、もっともっと俺の創作意欲を満たせるような作品が作れるはずなんだが……いかんせん、俺の努力不足だ。

　少なくとも今よりも神聖文字と古代魔族文字を使ったエンチャントに熟達しないと、これ以上の作品を作るのは難しいと言わざるを得ない。

「この剣は習作だ。とりあえずリアムに渡しておくから、もしも聖剣が壊れた時は使ってくれ」

「聖剣が壊れることなんてそうそうないと思うんだけど……？　魔王との戦いの時だって傷一つ付いてなかったし」

「別に聖剣自体の耐久度はそこまで高いわけじゃないから、そこは純粋にリアムの腕だと思うがな……あ、そうだ。実は今日、リアムに一つ言っておくことがあるんだ」

「え……何、どうしたのさ急にそんな真面目な顔をして。も、もしかして……（ドキドキ）」

　いかんいかん、ここに来たもう一つの目的を完全に忘れるところだった。

　俺はなんでもないような態度のまま、気軽に告げることにした。

「俺……リアム達の専属鍛冶師辞めるわ」

「…………え？」

　ギギギと油の切れた人形のように、リアムがこちらを向く。

　パクパクと口を開いたり閉じたりしながら、目を見開いている。

「え……えええええええええええええぇぇっ!?　どどど、どうして急に!?」

「店が吹っ飛んだから……というのが表向きの理由だな」

「――ええっ!?　店、なくなっちゃったの!?」

　絶えず襲ってくる新たな情報にパニックになっているようで、リアムはグルグルと目を回していた。

「ああ。二つの魔力文字の相性を試すために何振りか作ったら、更地になった」

「更地っ!?」

　そう、この二ヶ月で既に俺の店は完全に更地になってしまっていた。

　まさかちょっと出力をミスったせいであれだけの衝撃波に襲われるとはな……おかげで途中からは完全防備で作業をすることになり、熱中しているうちに俺がやっている店どころか、中にあった炉から備品から全てが跡形もなく吹っ飛んでしまった。

　聖魔剣を作る時には鍛冶作業が終わり、あとはエンチャントをするだけで良かったので問題なく仕上げることができたわけだが……更地の鍛冶屋では今後の作業に明らかに支障が出る。

　ただ、吹っ飛んだなら新しいものを建てれば済む話。

　つまりこれはいわゆる建前というやつで、本音は別のところにある。

「ぶっちゃけた話……これ以上俗世の依頼を受けたら俺の方がパンクして、まともに自分のしたい鍛冶ができなくなる。それに……平和になった世の中じゃあ、リアム達も剣を振るう場所がないだろ？」

「うぐ、それはたしかにそうだね。最近身体は鈍ってしかたないし……お腹だって、ちょっとぷにってきてるし」

　少し薄情な気もするが、俺がリアムの専属鍛冶師になったのはそうするのが一番、自分のしたい鍛冶ができたからだ。

『仮初めの英雄』と共に歩んできた日々が、間違いだったとは思わない。

　けれどあれはあくまでも、ギブアンドテイクの関係が成り立つからこそ続いていたもので。きっと今が、俺と彼女達の道が分かれるタイミングなのだと思う。

　今後、リアム達は強力な武具を必要とする機会はどんどん減っていくことだろう。

　平和な世界で必要になるのは一本の名剣ではなく、十の鋤すきや鍬くわなのだから。

『人のために生きることこそ、鍛冶師の本懐だ』

　父さんの言葉が頭をよぎる。

　鍛冶屋は誰かの役に立たなければいけないとは、俺も常々思ってきた。

　けど自分で言うのもあれだが、その……俺は十分に、世の中というものに対して貢献をしてきたように思う。

　それに何も一切の鍛冶をしなくなるわけじゃない。

　技術を研鑽していけばきっとその先には、今よりもっとたくさんの人に役立つものが作れる気がするのだ。

　それもあるからこそ……俺は、わがままになろうと決めた。

『自分のために生きることこそが、鍛冶を何より色づけてくれる』

　ここから先は――俺の好きなように、生きるのだ。

　自分の腕を磨いて磨いて磨き続けて……鍛冶師の頂いただきを、この目で見てみたい。

　かねてから抱いていた情熱は、ことここに至っても一切消えることはなく。むしろ以前にも倍するほどの勢いで、煌々こうこうと燃え続けていた。

　俺はそんな自分の気持ちを、真っ直ぐにぶつけた。

　最初は不満そうな顔をしていたリアムも、俺が思いの丈を告げていくうちに表情が変わっていく。

　怒りから戸惑い、そして諦め……良い変化なのか悪い変化なのかはわからないが、彼女は最終的にはため息をこぼしながらも頷いてくれた。

「そう……だね。それがラックのしたいこと……なんだもんね」

「勘違いしてほしくないんだが……」

　俺にとって、『仮初めの英雄』との日々は、何よりもかけがえのない、とても大切なものだよ。

　そう告げると、リアムははにかんだ。

　それにつられて、俺も笑う。

　俺はあの研鑽の日々を、生涯忘れることはないだろう。

　だからこれはしばしの別れだ。

　もちろん、今生の別れでもなんでもない。

　全力で生き抜いていれば、道は再び交差するはずだ。きっと……いや、絶対に。

「ミラ達に挨拶はしていかないの？」

「もちろんしていくさ。今日の午前中の予定は、屋敷巡り」

「そっか……ラック、ちょっと待っててもらっていい？」

「ああ、構わないぞ」

　俺が待っていると、リアムはめちゃくちゃ仕事ができそうな家宰の人間と話し合い始め、そして数分もしないうちにこちらに戻ってきた。

「出立、明日でも大丈夫？　今日休みもらってきたからさ、皆でラックの送別会をしようと思って」

「……ああ、一日ズレたくらいで問題は起こらないさ」

　こうして俺は久しぶりに、リアム達と一緒に昼間っから酒を飲むことにした。

　店が吹っ飛んだ俺と大貴族の彼女達。

　立場は変わったものの、お互いの関係性は何も変わらない。

「ラックがいなくなったら困る！　私の聖槍が壊れたらどうすればいいんだ！」

「大丈夫だ、こんなこともあろうかと自動修復オートメンディングをかけている。壊れても次の日には直るようになってるさ」

「なんだと!?　たしかにヒビが入っても次の日にはなくなってたから、変だとは思ってたんだ！」

「逆になんでそれで気付かなかったんだよ」

　フェイは相変わらずキリッとした見た目のくせにどこか抜けていて。

「まぁ俺くらいの鍛冶師ならいくらでもいるだろうし、達者でやってくれ」

「ラックさんレベルの鍛冶師がいるわけないじゃないですか!?」

　ナージャにはなぜか呆れられ、怒られてしまった。

　俺は流れの鍛冶師なので他のやつの腕をほとんど知らないが、まぁ俺クラスの鍛冶師ならいくらでもいるはずだ。

　お世辞だとわかっていても、ナージャに認められたようで嬉しい気分になる。

「また遊ぼうね、ラック！　あなたはマブダチだからな」

「おう」

　ミラとは拳を打ち付け合い、また会う約束を交わした。

　そして次の日、俺は二日酔いに悩まされながらも馬車に乗り込んでいく。

　向かう先は――この二ヶ月のうちに目星をつけて買った、辺境にある名もなき山だ。

　誰にも邪魔されることなく、鍛冶に打ち込める環境。

　それを求めた結果どうしても人のいない場所を選ばざるを得ず、結果としてかなりの秘境になってしまったが……こればかりは致し方あるまい。

　こうして店を吹っ飛ばした俺は、鍛冶師としてのセカンドライフを始めるため、王都を後にするのだった――。




　俺が購入した山は、かなりの僻地にある。

　人間の領域では最南端と言っていい場所で、ぎりぎり王国領に入っているという人間の住処というより魔物の生息地帯と言った方が正しそうな場所だ。

　なんでも凶悪な魔物が出るような場所らしく、おかげで値段は二束三文だった。

　魔物が出る僻地で、一人で暮らしていけるのかと尋ねられれば、俺はこう答えよう。

　ぶっちゃけた話、一人で生きていくだけならどうとでもなる……と。

　エンチャントを使えば衣食住どれも問題なく揃えることはできるし、古代魔族文字のおかげで自衛するには過剰なくらいの戦闘能力も身に付けることができた。

　とりあえずしばらくは、一人でじっくりと鍛冶に打ち込める環境が欲しい。

　人が来られないくらい厳しい環境なら、誰かに邪魔されることもなくしっかりと鍛冶に集中することができるだろう。

　リアム達が忙しく動いている中で一人ゆっくりしに行くのに少々罪悪感がないではないが……魔王に届くだけの武器を作ってみせたのだから、しばらく己の研究に打ち込むくらいのことを望んでも罰は当たるまい。

　まぁ長々と説明をしたが、俺にとっては人目につかないというのが何より大切なわけだ。

　ただ当然ながら王都から辺境伯領へ向かうためには、人里を通っていく必要がある。

　さすがに補給やぐっすり眠れる宿なしで、目的地への最短距離を突っ走れるほど身体が強いわけじゃないからな。

　王都を抜けてから半月ほど、およそ半分ほどの行程が済んだところで、俺は問題に直面していた。その問題というのが――。

「盗賊、ですか……」

「ええ、どうも傭兵上がりでなかなか強敵らしく……辺境伯家の騎士団が来るまでは南の街道は封鎖されておりまして」

　現在俺がいるのは、辺境伯領の真ん中辺りにあるレルドーンという街だ。

　ここから更に南下してアルリリという街へ向かおうとしているんだが、現在暴れ回っている盗賊団の根城がその辺りにあるらしく、街道封鎖が実施されてしまっていたのである。

　事情を聞くため、冒険者ギルドで受付嬢から詳しい話を教えてもらっていたのだ。

　なんでも頭かし目らがかなり強いらしく、レルドーンに在留していた騎士団相手に対等以上に渡り合ったという。ランクでいうと、Ｂ程度の強さはあるということだった。

　魔王が倒されたとはいえ、世界から悪人が消えたわけではない……ってことか。

「援軍がやって来る前に襲われる可能性もあるのではないですか？」

「ええ、ですので現在街には厳戒態勢が敷かれております。また、冒険者達による討伐隊を組織しておりまして、こちらは準備でき次第出発する予定です」

　こちらに攻め込んでこないのは……戦闘力が高いのが頭目だけだからだろうか？

　もちろん情報が少ないので、判断するのは軽率だが……。

「今日やって来たばかりのラック様に対して強制力はないのですが……もしよければ盗賊の討伐依頼を受けてはもらえないでしょうか？」

　俺は一応、冒険者ライセンスを持っている。

　ランクはＣ。

　Ｓまで上がっているリアム達と比べると大したことはないが、一応自分の身を守れるくらいの強さは持っている。

　しっかし、盗賊討伐か……本気で剣を数本も打てば盗賊程度ならどうとでもなるとは思うんだが……ここで下手に目立って釘付けになるのは避けたい。

　もちろん街の人達の命が危ないとなれば、全力で武器を放出してなんとかするつもりだが……どうにかならないものだろうか。

「『雷剣』のジュリアの得物さえ壊れていなければ、盗賊共なんかに遅れは取らなかったのでしょうけど……」

　……なぬ？




「私が『雷剣』のジュリアだ。なんでも私に話があるということだったが……」

　俺は冒険者ギルドの中の会議室を貸してもらい、一人の女性と向かい合っていた。

　真っ赤に燃える炎を思わせる、意志の強そうな女性だ。

　タッパもかなりあり、俺よりも大きい。年齢は二十代後半くらいだろうか。

　彼女は現在レルドーンにいる唯一のＡランク冒険者、『雷剣』のジュリア。

　本来であれば盗賊など瞬殺できる彼女だが、折り悪く彼女の二つ名にもなっている、雷の魔剣は壊れてしまっている。

　彼女の強さは己の肉体を賦ふ活かつし、相手に一方的に麻痺を与えるその魔剣がなければ、その戦力は半減してしまう。

「あまり時間があるわけではないので、早く目的を言ってくれると助かるんだが」

「その前に一つ質問をさせてください。『雷剣』を直せば、盗賊を倒すことはできますか？」

「――無論だ。ただ魔剣がない状態で挑めば、勝率が下がる。なので冒険者達を纏めて組織的に討伐に出ようという話になっているわけだ」

「だったら俺が魔剣を直します。急いでいるし代金はロハで……ただし、魔剣を直した人物を秘密にすることと、魔剣を使う様子を近くで見せてもらうこと。この二つを条件とさせてください」

「――馬鹿を言うのも大概にしろ。何人もの名工に頼んでもダメだったのだ。いくらなんでも……」

　明らかに気分を害して怒っている様子のジュリアさんに、俺は一本の剣を差し出した。

　護身用にと思い持ってきた一本の短剣は、リアムに渡す前に作っていた聖魔剣のプロトタイプだ。

　剣を見たジュリアさんが、顔色を変える。

　この剣を見てそんな反応をするということは、彼女が魔力の感知や検知に際して一ひと廉かどの才能があることを示していた。

「こ、これは……」

「俺が打った剣です」

　剣士同士が一合刀を交わせば相手の力量を測れるように、優れた剣士は一目見ればその剣に宿る術理を理解することができる。

「誰も直せなかったというのなら、俺に任せてくれませんか？」

「……ああ」

　その場の雰囲気に飲まれてか、彼女は抵抗せずにスッと背負っている剣を差し出してきた。

　鞘から剣を抜いてみる。

　刃は見るからにガタガタになっている。かなり硬い相手に何度も剣を当てたのだろう。

　状態は中破ってところだろうか……これなら素材さえあれば、問題なく直すことができそうだ。

　頼んだ名工ってのが潜りだったのかもしれない。これくらいなら、そこまで難しいものじゃないはずだ。

「雷龍の牙、轟ごう雷らいウナギの肝、セリエクト鉱石……修理用に溜め込んでいるはずですね？　今すぐ持ってこれますか」

「な、なぜわかったのだ……？　構造解析アナライズも使っていないというのに……」

「前に似たような剣を仕立てたことがあるので……で、いかがでしょう？　俺の力を認めてもらえましたか？」

　ジュリアさんが複雑そうな顔をする。パッといきなり現れた鍛冶師のことを信じられないのは当然のことだ。

「……いや、信じる。どうせこのままでは壊れたままなのだ、この剣を直せる可能性があるというのなら、私は手間も苦労も惜しまない」

　というわけでジュリアさんに素材を持ってきてもらう間に、俺は宿を借り、解体などに使われる作業場を貸し切らせてもらった。

　あの破損具合なら、魔力情報を修正すれば間違いなく直すことができる。

　鍛造をして魔力容量を確保する必要もないため、そこまで大がかりな設備は必要ない。

「はあっ、はあっ、持ってきたぞ、ラック殿……」

　聖魔剣を見てから妙に態度が軟化したジュリアさんから素材を受け取る。

「もし良ければ、作業を遠目に見ていてもいいだろうか……もちろん、邪魔だというのなら席を外させてもらうが」

「いえ、大丈夫ですよ。愛剣がどうなるかをこの目で見たいという気持ちはよくわかりますから」

　好奇心旺盛なリアムなんかは、新しい剣を作る度にそれをじいっと観察することも多かった。おかげで誰かに見られながらの作業には慣れている。

　それにこの魔剣の魔力文字は、ごく一般的なものだ。

　古代魔族文字のように暴発する可能性は著しく低いため、距離を取ってくれるのなら問題はないだろう。

　俺は素材を持ってやって来たジュリアさんに見守られながら、鍛冶を始めていくことにした。

　一応道中も魔力文字は毎日弄るようにしていたため、ブランクはないが、油断せずにいこう。

　意識を集中させ、雷の魔剣に触れる。

「構造解析アナライズ」

　構造解析は、鍛冶師としてやっていくためには必要不可欠な魔法の一つだ。

　これは簡単に言うと、物体の構造を解析する魔法だ。

　その構造というのは、物体を構成する要素や使われている材料だけでなく、そこに記されている魔力文字も含まれる。

　魔力文字というのは、簡単に言えば魔法的な効果の籠ったクラフトの際に使われる、専用言語のようなものだ。

「ほう……『切れ味強化』・『斬撃強化』・『神経強化』・『俊敏』・『肉体活性』に『雷魔法』、それにこれは……『雷化』か？　これを鍛えた鍛冶師は、かなり腕がいいみたいだな」

　構造解析を極めれば、一発でどのような素材でできていてどのような魔力文字を書けばいいかがわかる。つまり簡単に言えば、トレースのようにまったく同じものを作ることができるようになるのだ。

　俺はまだその領域にまでは至っていない。

　俺にできるのはおおよその組成を把握し、記されている魔力文字をざっくりと解読することくらいなものだ。

　それは無理矢理翻訳した直訳のようなもので、意味が完全に理解できるほど完璧なものではない。

　この魔剣をより深く知るためには、もう一つの鍛冶魔法が必要となってくる。

「――情報展開インフォーム」

　情報展開もまた、鍛冶師としては必須技能の一つだ。

　構造解析が基礎設計を確認するためのものだとすれば、これはその中で魔力文字にのみ焦点を当て、より詳細な読み取りを行うことができるようになる魔法だ。

　この世界においては、魔力文字が唯一魔道具を作る方法だ。

　そして魔力文字を規則的に羅列し構成していくことで魔法的効果を生み出すことを、エンチャントと呼ぶ。

「魔力の流れは……セノト式に近い。ただちょっと文意がわかりづらいな……少なくとも現代の魔力文字じゃない」

　宙に浮かび上がって見える魔力文字を高速で解読していく。

　これはある種慣れのようなものがあり、見たことのある並び方をしていれば共通項を抜き出して理解までの時間を短縮することができる。

　使われている文字は現代の鍛冶師が使っている魔力文字だけでは文意の通らない部分が多々ある。

　恐らくは中期文明と呼ばれる、古代文明と現代文明の間の時代に作られた剣なのだろう。

　神聖文字と古代魔族文字を理解しているため、さほど時間をかけることなく文字を理解することができる。

「なんて流れるような解読だ……ラック、君は、一体……？」

　遠くからささやくような声が聞こえてくるが、完全にゾーンに入っている俺にはそれは音の羅列以上の意味を持たなかった。

「くくっ、面白いな……この文字列は初めて見た。多分切れ味強化だろうが文字数が二文字も省略できるのか……後でしっかりメモしておかないと……」

　魔力文字を解読していると、思わず笑みがこぼれてくる。

　わからない部分、意味の通っていないと思われる部分がいくつもある。類推はできるが確証はない部分も多かった。

　ハンマーで頭を殴られたような気分だ。

　どうやら俺は現代と古代の魔力文字を操れるようになり、少しばかり調子に乗っていた。

　まだまだ研鑽すべき点はあるというのに、聖魔剣が作れたからと少しばかり調子に乗りすぎていたかもしれない。

　自分の知らない知識に触れることができる機会は貴重だ。

　それもあって俺はこの魔力文字の情報の読み取り作業が、決して嫌いではない。

　魔力文字によってそのものがどのように作られ、どのような意図を持って作られたかという作成者の意図まで読み取ることができるからだ。

　更に言うと魔力文字というのは、人の癖や個性が反映されることが多い。

　一人称が僕と俺で違うように、エンチャントの構成を見ていればなんとなく人となりのようなものが見えてくるのだ。

「穴だらけな部分も多いが、そこは俺の腕の見せ所だな……」

　魔力文字、およびそれによって作られる文脈としての魔力情報は当然ながら道具自体に記されている。

　剣は刀身が欠け、中の芯が見えているわけだから、そこに記されている魔力情報は当然ながら虫食いのようになっている。

　現代の鍛冶では理解しにくい前文明の文脈と虫食いだらけの魔力情報……たしかにこれは普通の鍛冶師なら匙さじを投げる。

　俺も古代文字を習得していなければ、無理だと諦めていたかもしれない。

（技術には流れがある。今の俺なら、こいつを問題なく直せる）

　この剣のエンチャントを完全に修復するためには、中期の魔力文字によって魔力情報を記す必要がある。

　現代の魔力文字と古代の魔力文字を比べ合わせ適宜索引する形を採れば、問題なく穴を埋めることはできるはずだ。

「……」

　高速で魔力情報を展開しながら、手持ちのノートに魔力文字を書き記しては消していく。

　魔法効果を成り立たせている魔力文字を読み取り続けること、およそ二十分。

　自分なりに仮説を立て、文意に筋が通るところまでいった。

　訳としては少々硬いが、安全係数は十分に取ってある。

　あとは修繕用の素材を使いながら継ぎ足ししていけば、問題なく直せるだろう。

「少々強い光が出るので、気をつけてください」

　俺は作業用のゴーグルを取り出し、カチャリとかける。

　魔力情報にパスが発生し、ラインが通る度に発生する光は、使う魔力文字や鍛冶魔法の腕によって光度が変わる。今の俺の場合、閃光弾クラスの光が出るので普通に殺人兵器だ。

　遠くにいるジュリアさんが手で目め庇ひさしを作るのを確認してから、締めの作業に入ることにした。

「魔力素描ディスクライブ」

　こいつはぶつ切りになっている魔力情報に新たな魔力文字を書き込んでいく鍛冶魔法だ。

　俺の魔力文字が、新たな文脈を生み出していく。

　文意の通っていなかった場所に意味が通り、虫食いになっていた魔力情報が本来の力を取り戻していく。

　バチバチバチッ！

　高速で打ち込んでいく魔力文字に反応して、強烈な光が噴き出してくる。

　いくつものエンチャントの効果が発動し、更に強烈な色とりどりの光が飛び出しては、吸い込まれるように魔力情報の中へと消えていく。

「綺麗……」

　ただ刀身が壊れている状態ではやはり限界がある。それにこの剣自体のリソースも切れかけていた。

　ジュリアさんから渡されていた素材を剣の上に置き、再び鍛冶魔法を使わせてもらう。

「接合コネクティング」

　剣と素材を重ね合わせ、魔力文字によって繋いでいく。

　光が収まった時、そこには己の怪我を新たな素材を使って修繕したかのように、少々いびつながらも欠けの消えた魔剣がそこにあった。

「私は一体……何を見ているのだ……？」

　感嘆のため息をＢＧＭにしながら、淡々と作業を続けていく。

　打ち込む魔力文字を間違えれば、その分だけ剣の出来も悪くなる。

　後からやり直すこともできるが、その場合は修正のためにリソースを使わなければならないため、一発で完璧に仕上げるのが理想なのだ。

　幸い最難関といえる古代魔族文字に何百回と触れてきたおかげで、一度のミスをすることもなく魔力文字の打ち込みが終わった。

　次が、最後の仕上げだ。

「調整チューニング」

　発揮されているエンチャントがしっかり百パーセントの効果を出せるようにするために、残っている不必要な魔力を取り出し、省略できる魔力文字を削り、多少無理に接合した素材と魔剣をしっかりと馴染ませていく。

　最後に余ったリソースを全てエンチャントの効果向上の部分に振ってやれば、これで完成だ。

　完全に光が収まった時、そこには一本の剣があった。

　俺はそこに、雷の虎を見た気がした。

　バチバチと雷を弾けさせながら、己の牙で獲物を食い破るのを待ち望んでいる飢えた虎だ。手に取ってみると先ほどまで鳴っていた雷は一瞬のうちに消え、美しい紫の刀身が、キラリと俺の姿を鏡のように映し出す。

「雷剣『独虎』、と呼んでいただけたら」

「……」

　俺が剣を差し出すと、ジュリアさんは何も言わずにそれを受け取った。

　剣をためつすがめつ眺めてから、こくりと頷く。

「古代文字を使ったので少々ピーキーにはなっているかもしれませんが……少なくとも前より弱いということはないはずです」

「ラック殿、あなたは、一体……？」

　ジュリアさんの問いに、俺は自分の唇を人差し指で押さえることで答えとした。

　約束を思い出したのか、彼女は口を噤つぐんでへの字に曲げる。

「どうでしょう、これを使えば盗賊は倒せるでしょうか？」

　軽く剣を振り、調子をたしかめてから……彼女は笑った。

「――ああ、鎧がい袖しゅう一いっ触しょくだよ」




　それは一陣の風――いや、荒れ狂う一筋の雷風だった。

「ぐおっ!?」

「なんだ、この化け物はっ!?」

「畜生、こんなんがいるなんて聞いてねぇぞ！」

　現在俺はジュリアさんと一緒に、盗賊のアジトまでやって来ている。

　彼女が高速で移動すれば、アジトを見つけるのは実に簡単なことだった。

（しっかし……すごいな……さすがはＡランク冒険者だ）

　以前は使用感がわかるよう前線に出て武器を観察することもあったが、リアム達が戦う敵が強くなりすぎてからは、こうして最前線で自分の武器が使われている様子を見る機会はとんとなくなった。

　なのでとても新鮮で、そしてためになる。

「「「ぐああああああっっ!!」」」

　俺の目の前で、大量の盗賊達が目にもつかないほどの速度で倒されていく。

　しかもきちんと手加減もしており、誰一人として殺してはいない。

　ジュリアさんは雷をしっかりと使いこなしており、盗賊達は皆感電しながら気絶している。

「すごい……すごいぞラック殿！　正直、以前とは比べるのもおこがましいくらいだ」

「ありがとうございます」

　古代魔族文字を使ったので少々出力は上がっただろうが、それほどの違いはないはずだ。

　大げさだなぁと思いながらも、しっかりとお礼を受けておく。

　長いこと使えていなかった魔剣が使えるようになったんだから、テンションが高くなるのもしょうがないだろうしね。

　盗賊を蹴散らしながら奥へと進んでいく。

　一番奥までたどり着くと、そこには簡素ながらも扉が付いている小屋があった。

　恐らくは頭目が住んでいる場所なのだろう。

　ギィ……と軋きしみながらドアが開くと、中から一人の男が現れる。

「てめぇ……よくもやってくれやがったなぁ」

　筋骨隆々の男は、たしかに騎士団を蹴散らしたと言われても頷けるほどの迫力があった。

　けれどそんな男の前でも、ジュリアさんの様子は何一つ変わらない。

　彼女は至って自然体な様子で、

「お前が『首狩り』ザルーグだな。捕縛して、連れて行かせてもらうぞ」

「へっ、ぬかせ！　俺は同じことを言うやつを、既に十人以上殺してるっつうの！」

　瞬間、二人の姿が消える。

　そして遅れて聞こえてくる剣けん戟げきの音。

　見れば二人は超高速で移動しながら、互いに攻撃と防御を繰り返していた。

　ただどちらが優勢なのかは、戦いの専門家でない俺にも、見て明らかだった。

「ぐうぅっ……なんで、なんで俺の攻撃が通らねぇっ！」

「……なんだ、この程度か」

　実力者であるはずのザルーグが完全に防戦一方になっている。

　このままでは勝てないと判断したのだろう、彼は戦いを観察している俺を見ると一目散にこちらに駆けてきた。

　恐らくは人質に取るつもりなのだろう。

　その様子を見とがめたジュリアさんが、腰を下げ前傾姿勢になる。

　そして彼女は次の瞬間――大気を裂く、雷そのものになった。

「――『雷化』！」

「ぐああああああっっ!!」

　追いつけないと思い無防備に背中を晒していたザルーグが、モロに一撃を食らう。

「ちくしょう、一生、遊んで暮らすはずだったってのに……」

　ブツブツと言いながら気絶した彼を、ロープでグルグルにして捕縛する。

　同じく盗賊達も全員後ろ手に縛ると、ジュリアさんはこちらを見て笑った。

「やっぱりすごいな、この『雷化』の力は！　ラック殿のおかげで、私はまた一歩強くなることができたぞ！」

　俺が直すまでの雷の魔剣には、組み込まれているが使用できていない機能が一つだけあった。

　それが『雷化』――使用者そのものを雷へと変じさせる力だ。

　恐らくリソースの都合上使えなかったであろうその能力を、俺は古代魔族文字を使って情報圧縮をすることで問題なく使用できるようにしてみせた。

　この力を使ったジュリアさんは正しく敵なしだ。

　恐らく今後、彼女の名は更に有名になっていくに違いない。

　なんにせよ、これで盗賊退治は終わった。

　これで心置きなく山に……。

「……っ……っ」

　何か、音が聞こえてくる気がした。

　ジュリアさんと顔を合わせる。二人でそっと部屋の中へ入るとそこには……。

「くぅん……」

　檻の中に捕われている、一匹の狼の姿があった。

　体色は光沢のある銀色。全身が銀や鉄でできているんじゃないかと思ってしまうほどにぬるりと輝いている。

　牙は人間を噛み砕けるくらいに長いが、こちらを見つめる視線に剣呑さはなかった。

　それどころか、その深緑の瞳には知性を感じる。

　全てを見透かすかのように、その澄んだ瞳でこちらを見つめていた。

「ジュリアさん、多分だけど……こいつ魔物ですよね？」

「ああ、恐らくはそうだろうな。しかし、これほど見事な狼型魔物は、私でも見たことがないな……」

　体長は明らかに俺より大きい。

　思い切りダイブしても受け止めてくれそうなでかもふだ。

「お前……怪我してるのか？」

　傷でも負っているのか、前足に包帯が巻かれていた。

　ただ盗賊達の巻き方が雑だったのか、傷が外気に晒されるようになっている。

　その痛そうな様子を見た俺は、ポーチに入れていたポーションを取り出し患部にかける。

　俺が旅の道中暇で作ったポーションを使うと、みるみるうちに傷は小さくなり、数秒もしないうちに消えた。

「嘘だろう、まさかそれは……伝説のエリクサー……？」

「いえいえ、まさか。俺が手て慰なぐさみに作ったハイポーションです。いやぁ傷が治ってくれて助かりました」

「その回復具合がハイポーションなわけがないだろう!?　……はぁ、もう驚くのにも疲れてきたぞ……」

　なぜか戦った直後よりぐったりとした様子のジュリアさんは放っておき、次は檻に手をかける。

「後ろに下がっててくれ」

　言葉が通じるかと思い一応言ってみると、狼は何も言わず檻の端の方で身をすぼめた。

　どうやら人間の言葉が理解できるくらいには高い知性を持っているらしい。

「情報展開、からの……魔力素描」

　この世界に存在しているものは、大小の差異こそあれど必ず魔力を持っている。

　つまりそれは、全ての物体が魔力情報を持っているということだ。

　この檻も魔道具ではないが、そこには魔力文字を書き込む余地がある。

　俺はそこに、でたらめな魔力文字を書き込んでいった。

　エンチャントは、何もプラスの魔法効果を生み出すだけのものではない。

　ぐちゃぐちゃな魔力文字を書き込めば、当然ながらマイナスの効果を発揮する。

　そこに出力が高い古代魔族文字を使えば……バギンッ！

　魔力文字の負荷に耐えきれず、檻を構成する鉄柱が真ん中のあたりからへし折れる。

「ほら、おいで」

　こっちの言葉を理解している狼は、鳴き声を上げることもなくするすると器用に檻から出た。

　そして……ぺろっ。

　まるで感謝の意を示すかのように、俺の頬をぺろりと舐めた。

　狼はそのまま頭をこちらに擦りつけると、体重を預けてくる。

　かなりの巨体なので、思いっきり踏ん張らないとすぐにでも倒れてしまいそうだった。

「なんというか……あんまり魔物っぽくないな」

「……ええ、そうですね」

「わふっ！」

　頭を撫でてやると、狼は満足そうに目を細める。

　もっともっととせがまれたので、そのまま手を下げて綺麗な毛並みを撫でてやることにした。

　指先は絡まることもなく、するすると通り抜けていく。

　ずっと触っていたくなるような撫で心地だ。

　つるつるとしていて、高級なビロードに触れているようだった。

「くぅん……」

　気持ち良さそうにしている狼を見ていると、なんだか気が抜けてしまった。

　警戒していた自分が馬鹿みたいだ。

　ひとしきり撫でて満足させてから、ジュリアさんと一緒にアジトを出る。

　数珠つなぎにした盗賊達を引っ張りながら街へ戻ろうとした時のことだ。

「わふっ！」

　さっき別れを告げたはずの狼が、なぜか後ろからついてきた。

「……一緒に来たいのか？」

「きゃんっ！」
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　ブンブンと尻尾を振っている狼は、明らかについてくる気満々だった。

　どうやら怪我を治して檻から出してやったせいで、ずいぶんと懐かれてしまったらしい。

　ついてきたいというのなら、別に断る理由もない。

　知性も高いだろうから、言うことも聞いてくれるだろうし。

「人を食べちゃダメだからな……こいつら以外」

「ガルルッ！」

　狼がその鋭い犬歯を覗かせると、盗賊達がひいっと情けない声を上げる。

　こうして俺はなぜか懐かれた狼と一緒に、街へと戻るのだった……。




　盗賊を引き連れてやって来た時に、レルドーンの街は騒然となった。

　一応上層部の人間に話は伝えてあったので、特に問題もなく通される。

　騎士達と事情聴取をし、縛り上げられている人間がきっちりと指名手配犯である『首狩り』ザルーグであることを確認した上で、報奨金をもらうことになった。

「今回の報奨金は、全て君が受け取ってくれ」

「いえ、悪いですよ」

「悪いものか！　こんなもので恩を返せたと考えるほど、私は恩知らずではないぞ」

　俺としては今まであまり触れてこなかった中期文明の魔力情報に触れることができたのでむしろ実りしかなかったのだが……ジュリアさんは頑なだった。

　一流の冒険者というのは、こんな風に一度こうと決めたら曲げない人が非常に多い。

「ありがとう、この恩は絶対に忘れない！」

「街道が封鎖されていると俺も困りましたので、お互い様ですよ」

「絶対に返しに行くからな！」

「勘弁してください……」

　ジュリアさんに見守られながら、街道封鎖の解かれた道を歩いていく。

「くぅん……」

　俺の隣には、街に入ってからしっかりとお行儀良く動いていた狼の姿があった。

　どうやら俺についてくるつもりは変わらないらしく、それならということで冒険者ギルドで俺の従魔として登録することにした。

　登録の際には名前が必要だったため、俺が名付けをすることになった。

「行くぞ、ジル」

「わふっ！」

　こうして俺の旅は、新たな旅のお供である狼の魔物のジルを引き連れて続くことになった。このまま何事もなく山にたどり着けることを、祈るばかりである。










第二章　山に到着！




　俺が購入したのは、アレルドゥリア山脈という山岳地帯の端の方にある、小さめの山だ。

　ちなみに一応名前はついていたが、忘れてしまった。

　もちろん、小さいと言ってもあくまで普通の山と比べてという話であり、人一人が過ごすには十分すぎるほどに土地は広い。

　俺がこの場所を選んだ理由は、大きく分けて二つある。

　まず一つ目が、この山がめちゃくちゃ僻地にあるということ。

　俺が所属しているアレクサンドリア王国で南部に位置している、エンポルド子爵領。その中でも最南端に位置しているため、とにかく人がいないのだ。

　というか、ぶっちゃけ僻地すぎて住民らしい住民もいない。

　まともに開拓もなされておらず、そのためここら一帯の山岳地帯には結構な量の魔物が棲み着いてしまっている。

　辺境伯もここの開拓や魔物の駆除に関しては完全に匙を投げているため、ほとんど人が手つかずの土地と言っていい。

　ちなみに更に南部に行くとエルフやドワーフ達の暮らす領域へと出ると言われているが……まぁそれは今はいいだろう。

　そして二つ目の理由は、実はかつてその山にはとある偏屈な鍛冶師が住んでいたらしいということ。

　どうやらなんらかのエンチャントがしてあるらしく、小屋自体は今も存在しているようで、山を買うと当然その小屋の所有権もついてくる。

　一応山の中にある小屋には、鍛冶に使える一通りの設備も揃っているということだった。

　そんな小屋付きの山だというのに、値段はめちゃくちゃ安かった。

　もっともそんなところに家がぽつんとあっても誰も買う人間もいないから、当然のことではあるんだが。

　長いこと不良在庫として抱えていた不動産屋も二束三文だったが、買い取ってもらえて喜んでいたくらいだからな。

　しっかし……あの盗賊退治の一件以後も、思っていたよりもハプニング続きだった。

　ジルを捕獲しようとするハンター達を返り討ちにしてやったり、つい手慰みで剣を直してしまったせいで正体に気付かれかけたり……我ながら波瀾万丈だった。

　いろいろと寄り道をしたせいで、思っていたよりずいぶんと時間がかかってしまった。

　リアム達と送別会をしてから、既に一ヶ月半ほどが経っている。

　けどこの間の旅路というのは、案外悪いものではなかった。

　店に詰めている時と比べると鍛冶をしている時間はずいぶんと減ったが、不思議なものだ。

　今までほとんど休みなんて取ってこなかったから、いろいろなハプニングが図らずも良いリフレッシュになってくれたのかもしれない。

「おっ、あれじゃないか？」

「わふっ！」

　しばらく進んでいくうちに、ようやくアレルドゥリア山脈らしきそびえ立つ山々が見えてきた。

　ちなみに今の俺はジルにまたがっている。

　馬車を使おうとすると馬がジルに怯えて動かなくなってしまうため、ここ最近はもっぱらジルに乗りながら移動するようにしているのだ。

「よし、ちょっとペース上げられるか？」

「きゃんっ！」

　ただでさえ速かったジルの速度が更に上がる。

　急速にかかるＧに、思わず鞍を掴む手に力が籠った。

　何もない状態ではさすがに安定しないため、振り落とされないよう持ち手のついた特製の鞍を付けている。

　狼は騎乗に向いていないらしく激しく上下に揺さぶられるが、事前に作っていた酔い止めを飲んでいるおかげで昼飯を戻すようなこともない。

　ジルはなかなかの健脚で、必死にしがみ付いているとあっという間に視界が切り替わっていく。

　そこから更に進んでいくと、日が沈む前にようやく俺が購入した山らしき場所にたどり着くことができた。

　山が多すぎるせいで、どれが俺が買ったものなのかわかりづらく少々不安だったが……。

「お、あった。あれだな」

　目印として事前に教えられていた、赤の旗が見えてきたのでその不安も解消される。

　ジルから降りてぐぐっと背筋を伸ばす。

「王都を出てから結構時間がかかったからか……なんか感慨深いな」

　目的の山にようやく到着できたことに、ホッと胸をなで下ろす。

　俺が購入した山には一応、最果ての鍛冶山という名前がついている。

　ただ自分が住む場所にわざわざ最果てという名前もないだろうから、これは改名するつもりだ。そうだな……とりあえずしばらくの間は、ベルト山とでも呼ぶことにしよう。

　ちなみにベルトというのは、王国で端っこという意味だ。隅にあるちっちゃい山だし、なかなかいい名前だと自画自賛しておこうかな。

　ベルト山へやって来てから、説明にあった鍛冶師の小屋を探すことにする。

　歩いていくことしばし、麓ふもとからさほど距離のないところにぽつねんと建つ小屋があった。

　もう長いこと人は住んでいないらしいが、ほとんど傷んでいる様子はない。

　魔物に荒らされた様子もないのは、恐らくなんらかのエンチャントが施されているからだろう。つまりこの家自体が、一種の魔道具になっているということだ。

　俺はそっと家に触れ、魔法を発動させる。

「構造解析アナライズ」

　構造解析を使い、家の構造とそこに使われている魔力文字を解析していく。

「ほう……『浄化』・『魔物避け』・『頑健』に『軽量化』……ずいぶんと腕のいい鍛冶師だったみたいだな」

　どうやらこの家には四つもの魔法効果がかけられているらしい。

　使われている材質が上質なトレント材とはいえ、一つの魔道具に対し四つの効果をつけるのはなかなかできることではない。

「それなら次は情報展開インフォームっと……どうやらここの主は、かなり堅物だったみたいだ」

　エンチャントを成り立たせている魔力文字は古めかしく、そしてかなり堅苦しかった。

　ただあくまで現代の魔力文字が使われていることから、建てられてから何百年と経っているようなものではないだろう。

　恐らく職人気質な世捨て人が造った家なんだろう。

　罠の類たぐいがないことを確認してから、中へ入る。

　するとそこには、まるで毎日掃除をされているかのように手入れの行き届いたリビングが広がっていた。

『浄化』の効果がかかっていることで、埃を始めとしたゴミが綺麗にされているのだろう。

　間取りを確認するため探索してみると、リビングの隣には小規模ながらもたしかに炉があった。

　俺が以前使っていたものと比べるといくらか劣るが、エンチャントを使って弄ればなんとかなる範囲だ。

『浄化』の機能が付いたトイレもあり、薪もかなりの量が残っている。

　それに一人で入るには十分な大きさの風呂まで付いている。

　一つ一つが一人暮らしに適したサイズのため、家は広すぎるということもない。

「いい家だな……」

　ぐるりと軽く回ってみただけだが、俺はこの家をかなり気に入っていた。

　二束三文でたたき売りされていたのが信じられないような機能的な家だ。

　ここが魔物の出る最果てではなく王都の一等地だったのなら、恐らく金貨何百枚もするようなとてつもない値段になっていたに違いない。

　外を見れば既に日が落ちようとしていた。

「眠くなってきたな……」

　夕飯を済ませると、ひと月近い旅疲れのせいか、驚くほどまぶたが重くなった。

　俺はぐっすりと眠った……。

　次の日。

　とりあえず俺は清掃を始めることにした。

　もちろん『浄化』の効果があるので大部分のところは綺麗になっているが、隅の方までまったく埃がないというわけではない。

　また、まだここに住んでいた鍛冶師が使っていた頃の生活用品なんかも残っている。

　さすがに歯ブラシや靴なんかは使わないので、どんどんしまっていくことにした。

「しっかしこいつがあると、片付けが捗はかどるな……」

　俺は右の脇に抱えている背はい嚢のうに、次々と先住者の物品を入れていく。

　このバッグは、旅の道中暇だったので作った魔道具だ。

『独虎』を弄った時の感覚を忘れないよう、神聖文字・古代魔族文字と一緒に中期文明の魔力文字も使って作り出したこのバッグは『空間拡張』の効果を持っている。ちなみに名前はそのままマジックバッグ。きちんと製作したら、もうちょっといい名前をつけようと思っている。

　簡単に言うとこのバッグには、見た目以上に大量のものが入るようになっている。

　実は原案自体は前からあったんだが、今までは魔道具の素材と触媒の魔力容量的になかなか作ることができなかったからな。

　これもまた、俺がいくつかの魔力文字を使えるようになったから生み出すことができた物品というわけだ。

　手に抱えることのできる背嚢の中には、おおよそこの小屋がまるっと入るくらいのものが入れられる。

　ただまだ作品としては未完成な試作品なので、いろいろと荒削りな部分も多い。

　きちんと中身をソートしたいし、少なくとも手を中に突っ込んだら望んだものを取り出せるくらいにはしておきたいところだ。

　あ、あと今は中に魔道具が入らないようになっているから、いずれはそこらへんの問題も解決してマジックバッグの中にマジックバッグを入れてその中に更に……という感じで無限マジックバッグとかもしてみたい。

「ふぅ……片付け終わりっと」

　昼になる前におおよそ先住者のものは片付け終え、次に生活必需品を取り出していく。

　といっても持ってきているのは最低限のものだ。

　ここから人里まではかなり距離があるため、基本的になんでも自給自足をしながら作っていくつもりだ。

　一通りの準備が終わると、時刻は既に午後二時になっていた。

　手を当ててみると、待ってましたと言わんばかりに腹がぐぅ～と鳴る。

　集中していたので気付かなかったが、かなり空腹のようだ。

　もちろん食料もある程度用意はしてきているが、恐らく使う必要はないだろう。

　ドアを開き小屋の外へ出てみると、一気に血なまぐさい臭いが漂ってきた。

　見ればそこには、ジルが倒してきたのだろう魔物達がずらりと並んでいる。

　中には既にジルが食べてしまい、皮や角だけ残っているものもある。

「ユニコーンの角にデビルオーガの皮、それにこれは……ミノタウロスの肉か？　内臓だけ綺麗に食べられてるな……」

　実はジルは、盗賊団に捕らえられていたとは思えないほどに強い魔物だった。

　Ｃランクのミノタウロスをこんな風に軽々と倒せているのだから、恐らくＢランク程度の実力はあるだろう。

　どうやら足を怪我したのをかばいながら動き、疲れて眠っていたところを捕らえられてしまったらしい。

　ただ俊敏なだけではなく風の魔法も使えるので、本気を出すと目で追えないくらいものすごい速度を出せる。

　ちなみに本気で走られると俺はもれなく戻してしまうため、乗る時はかなり手加減してもらっている。

　検分した素材達を先ほどのものとは別のマジックバッグに入れていると、背中にイノシシを乗せているジルが帰ってきた。

「わふっ！」

『見て見て！』とばかりに尻尾を振りながら駆け寄ってくる。

　上手いこと乗せていたイノシシを落とすと、ドスンと大きな音がした。

「これは……ファイアボアーか」

　ファイアボアーは炎を吐き出す魔物で、強さはＣランクだったはずだ。

　ただこんなにゴロゴロと強い魔物が出てくるとなると……かなり危険度も高いみたいだ。

「よくやってくれたな」

　頭を撫でてやると、ジルが犬歯をむき出しにして笑う。

　食べ散らかした肉がこびりついていてちょっとホラーだったので、布を使って綺麗に拭ぬぐってやることにした。

「とりあえず、遅めの昼にするか」

　これだけ大量の魔物の死体があっても魔物がこの家に近付いて来ないのには当然理わ由けがある。

　――確実に必要になるだろうと思い、あらかじめ作っておいた『魔物避け』の魔道具を使っているのだ。

　道中でジルが倒してくれたワイバーンの心筋を惜しみなく使って作ったこいつがあれば、かなり広範囲にわたって強力な効果を発揮することができる。

　家に元からついているものも悪くはないが、性能的には俺が作ったものの方がいいからな。

　ただ思っていたより魔物が多そうだから、念のために家の『魔物避け』の方も少し弄っておいた方がいいかもしれない。

　俺は食事のために火を焚きながら、まず何から手をつけるべきかと頭を悩ませるのだった……。




「炉を強化しよう」

　大して悩むこともなく、肉を食べ始めてからすぐにやることは決まった。

　そもそもの目的をはき違えてはいけない。

　俺はここに、雑音なく鍛冶を極めるためにやって来ているのだ。

　だとしたらまず必要なのは、強力であったり凶悪であったりする魔道具や刀剣類を作ったとしても壊れることのない頑丈な炉だ。

　前回と同じ轍を踏まないよう、出力がバグって衝撃波が出ても壊れないような頑丈な炉を作る必要がある。

「ジルはまだ魔物を狩りに行くか？」

「わふっ！」

　ジルは俺が調理をするようになってから、生肉よりも焼いた肉を好むようになった。

　ちなみに焼き加減は表面を軽く炙あぶっただけのレア（というかほぼ生肉）が一番好きなようだ。

　塩なんかで味付けをするのも嫌いではないらしいが、ジル的には味あじ変へんくらいの感覚らしい。

「がるっ！」

　ジルが風魔法を使い、布の上にぶつ切りになって置かれているブロック肉を器用に切り分ける。

　そして俺が焚いた火に近づけて、器用に軽く炙ってから口に含んだ。

　――そう、ジルは火さえあれば既に自分で肉を調理できるのだ。

　お利口というレベルじゃない気がする。

　ゴブリンなんかの人型のやつら以外で、火を利用する魔物なんか聞いたことがない。

「しっかしイノシシ肉も案外いけるな……豚肉に慣れると少々獣臭い気もするけど、なかなか悪くない」

　軽くハーブ塩を振ったグレイトボアーの肉串を頬張ると、豚肉より噛み応えのある肉の脂が口の中で弾けた。

　とりあえずジルがいれば、食料に困ることはなさそうだ。

　ただ肉ばかりだと栄養バランスが偏るから、ゆくゆくは山の中を探索して野草なりフルーツなりを探しに行った方がいいだろうな。

　まぁそれも、炉を改造してからの話だけど。

「それじゃあな、あんまり狩りすぎて森から魔物を絶滅させないように気をつけるんだぞ」

「わふっ！」

　狩人の目をして再び森の中へと分け入っていったジルを見送ってから、炉へやって来る。

　ちなみにその背中には、俺がさっき持たせたマジックバッグが背負われている。

　毎回家と森を往復するのは面倒だろうし、何より家の前が血の臭いでとんでもないことになるからな。

「できれば魔物素材も無駄にしたくないから、ちゃっちゃかいかせてもらおう」

　マジックバッグから、金に飽かせて集めた高い耐熱性を持つ素材の数々を取り出していく。

　中にはかなりスペースを取るものも多いため、小部屋があっという間に素材でいっぱいになった。

「しっかし、我ながら買い込んだもんだな……」

　フェニックスの卵の殻に、レッドドラゴンの鱗、サラマンダーの顎あご髭ひげにレッドジャイアントの腱……どれが相性がいいかをいちいち試す余裕はなかったので、とりあえず大量に買い込んできている。金に糸目はつけずに買ったため、以前店に置いていたものより上等な素材もたくさんある。

　これだけたくさんの素材があれば、店で使っていたものよりもいい炉が作れるだろう。

　まずは構造解析を使い、この炉の成分を分析する。

　耐火レンガに使われているのは……ファイアリザードの皮膜とワイバーンの火炎袋か。

　これならドラゴン系をメインにした方が良さそうだ。

　魔力文字、魔力情報、魔力容量にはそれぞれ密接な関係がある。

　まず最初に重要になってくるのは魔力容量だ。

　これは文字通り、一つの魔道具の中にどれだけ魔力情報を込めることができるかという容量を示すものだ。

　魔力容量がデカければデカいだけ、大量の魔力文字を書き込むことができるようになる。

　そして大量の魔力文字を使うことができれば、それだけ大量の魔力情報を生み出すことができるようになる。それによってエンチャントが発動し、魔法効果を発動させることができるのだ。

　つまり極論を言えば、魔力容量が大きければ大きいだけ魔道具は強力になる。

　ちなみに魔力容量を超えても魔力文字を書き込み続けると、ものが限界を超えて壊れる。

　ジルを捕らえていた檻を壊したのは、この原理を応用して鉄檻の魔力容量を超える形で魔力素描を続けたからだ。

　そしてそんな魔力容量を増やすために必要なのが、接合コネクティングの魔法だ。

「接合」

　当然ながらこの魔法は、無制限に使えるものではない。

　そんなことが可能なら、大量に素材を接合しまくればいくらでも強力な魔道具が作れることになってしまうから。

　魔道具には『飽和』と呼ばれる状態が存在する。

　簡単に言えば、それ以上素材を接合することができなくなる状態だ。

　いかに『飽和』を防ぎながら魔力容量を増やし、魔力文字を書き込んでいけるかどうかが、鍛冶師としての腕の見せ所になるわけだ。

　ちなみに鍛冶をしまくっているとある日、俺はかなり正確に『飽和』に至るまでの許容量を把握することができるようになった。

　鍛冶用語に適切なものがないため、俺はこれを心の中で『飽和量』と呼ばせてもらっている。

　俺は炉の上に小さく分割した素材を入れ、それぞれを接合させる。

　そして一つ一つを炉と混ぜ合わせた際に増える魔力容量を確認していく。

　やはりドラゴン系の素材と相性が良く、フェニックス系の素材とはいささか相性が悪かった。

　意外なのはジャイアント系の素材は、魔力容量はそれほど増えないが、『飽和量』への圧迫が少なかったことだ。

　この調子だと多少は時間がかかっても、まずはジャイアント系の素材から接合していくべきかもしれない。

　接合には繊細な魔力操作が必要だ。

　細心の注意を払いながらジャイアント系の素材を炉と融合させていく。

　元は暗赤色だった炉の色が徐々に明るくなっていき、更にそこにドラゴン系の素材を掛け合わせ終えると染め物のように綺麗な紅色へと変わっていった。

　このように接合には魔力容量を上げるだけではなく、素材を掛け合わせることによって発揮されるクラフト効果や、魔剣を直した際のようにものを修繕する効果もある。

　わずかにあった煤すすや、いくつかのレンガにあった欠けは完全に消え、新品同然の状態になっていた。

「もうちょいいけそうだな……せっかくの炉だ、最後まで妥協せずにいこう」

　ただドラゴン系の素材を使い切ってもまだ『飽和』にはわずかに余裕があったので、そのままフェニックス系の素材を入れると、わずかに抵抗を感じるほどになった。

『飽和』まで近づけすぎると魔力が暴発する可能性が上がるため、安全係数を考えてこのあたりでやめておいた方がいいだろう。

「情報展開……ふむふむ、こっちはへブラ式なのか……これなら古代魔族文字だけに絞った方が良さそうだな」

　これは複数の時代の魔力文字を扱うようになってからわかったことなのだが、魔力文字と魔力情報の間には、明確に相性のようなものが存在している。

　炉に使われているヘブラ式は、どちらかと言えば古代魔族文字に近い文脈で構成されている。下手に神聖文字を入れれば互いの効果を打ち消し合うことになりかねない。

　古代魔族文字を魔力素描する時は、いつにも増して集中しなくちゃいけない。

　こいつはかなりのじゃじゃ馬で、文字を書き込む際には常に一つ一つの文脈や全体の文意に気をつけなければならない。

　たとえば魔力情報の最小の構成単位で文意が通っていても、全体で見て齟そ齬ごが出た場合には暴発してしまうのだ。

　しかも古代魔族文字は一文字一文字の情報量が多いため、検算のように何度もたしかめてから行う必要がある。

　メモ帳に書き込んで問題がないことを確認してから魔力文字を書く。

　またメモ帳を見てから書く。

　ここは古代魔族文字だと出力が上がりすぎる……ヘブラ式とのつながりも意識して、中期文明の魔力文字を繋ぎに書いていくか……。

「――ふぅ、こんなもんだろ」

　長時間の格闘の末、俺はようやく炉の魔力素描を終える。

　瞬間的な加熱や冷却だけでなく、魔力を流すことで中で合金を作ることができる魔法効果を持つ炉が出来上がった。







[image: ]







　耐熱性、耐衝撃性をかなり十分に取り、『自動修復』もつけさせてもらった。

　これで加熱中に多少ぽしゃったとしても、衝撃と熱を内側で留め、消化してくれるはずだ。

　本来ならこのまま作業場作りに移りたいんだが……腹が減ったな。

　窓から外の景色を見ると、既に完全に夜になっていた。

　時計を見て驚愕したが、どうやら十時間近くぶっ続けでやっていたらしい。

　何かを始めるとすぐ時間を忘れてのめり込むのが俺の悪い癖だ。

　けどこんな自分も嫌いじゃないのだから、始末に負えない。

　作業部屋から出ると、既に家の中にはジルの姿があった。

　どうやら家の中に火打ち石があったらしい。

　暖炉には火がつけられており、外に置かれていた薪がくべられている。

　いや、頭良すぎだろう……。

「もしかすると、リアムより頭がいいかもしれないな」

　そんな本人が聞いたら激怒しそうなことを言うと、誰それという感じで首を傾げられる。

　敷かれているラグの上でぐでーっとくつろいでいる様子は、あまりにも人間らしかった。

　俺は空きっ腹を満たすため、ジルが狩ってきてくれた魔物の肉を香辛料を振って食べる。

　この少し硬めで筋張った肉質は……多分熊だな。

　今はまだいいが、年を取ったら顎が疲れてとても食べられそうもない。

　ただ最初は硬いが、噛めば噛むほど熊肉特有の脂の旨みが感じられる。

　気付けばペロリと食べ終えてしまい、腹がいっぱいになった。

「ごちそうさま……よし、続き続きっと」

　俺は急ぎ、作業部屋へと戻る。今日中になんとか作業場を完成させてしまいたいからな。

　食事を急いで済ませてからすぐにクラフトに戻ろうとする俺の背後からは、ジルの呆れたような鳴き声が聞こえてくるのだった……。




　腹が減ったと思ったら調理場へ向かい、とりあえず腹が膨れたら作業を再開する。

　そんなことを数度ほど繰り返すと、ようやく作業部屋の中をしっかりと整えることができた。

　ここで暮らしていた鍛冶師はかなり余裕を見て設定をしていたらしく、事前に用意していた素材を使い切って尚まだゆとりがあった。

　そのせいでいくつか持ってきていた素材を追加で使ってしまったが……おかげで満足のいく出来になった。

　エンチャントを発揮させ十を超える効果を発揮させる炉を確認し、次にそのまま鍛造を始めとする各種作業を行える作業場を見やる。

「うん、これなら古代魔族文字が暴発しても、壊れずに済みそうだ」

　いくつもの魔法効果をかけてとにかく頑丈に作ったため、中で何があっても小屋はびくともしないはずだ。

　ただそのせいで俺の身はその限りではないけれど……完全防備でしっかりと作業をすれば問題はない。

「ふうぅぅ～～っ」

　ぐぐっと両腕と背を伸ばすと、なんとも情けない声が出た。

　何日も同じ姿勢で作業をしていたせいで身体がバキバキだ。

「目もしぱしぱするな……」

　明らかに眼精疲労だとわかったので、ポケットの中から目薬を取り出し、両目に一滴ずつ点眼する。

　目薬は長時間光を直視することの多い鍛冶師には、必須アイテムだ。

　特に古代魔族文字を扱う俺の場合、目がかすんで文字を打ち込み間違えたりしたらとんでもないことになるからな。

　ちなみに使っているのは、俺の手製のポーションを点眼用に調整したものだ。

　ヨル草やディミトリ草などのかなり値の張る薬草を惜しみなく使っているおかげで、瞑つむっている目の内側でものすごい勢いで眼神経が修復されていくのがわかる。

　これ一瓶で金貨数枚が飛ぶほどのものではあるが、何なに分ぶん身体が資本なのでまったく惜しくはない。

「とりあえずこのまま鍛冶に入ってもいいんだけど……」

　ぐるりと首を回し、軽く身体を動かし、そのまま頭の回転を確認する。

　普段より明らかにいろいろと鈍くなっている。

　ゼロイチではない接合なら利いた無理も、自分で手ずから作るのなら利きづらい。

　しっかりと身体を休め、万全の状態であたるべきだろう。

「飯食ったら……寝るか」

　寝ても覚めても作業のことばかり考えていたせいで、ここ数日の間の記憶がない。

　というか、一日経ったのか十日経ったのかすらわからなかった。

　何かに没頭するということは、何かを失うということでもあるのだ……気取って言ってみたが、格好はつかないな。

　時間と体調の管理は職人としては当然のことだ。

　気をつけなくちゃいけないとわかってはいるんだけど、これがなかなか難しい。

　とりあえず飯を食うかと作業部屋を出ると、そこにジルの姿はなかった。

「めちゃくちゃ大量に素材が入ってる……」

　リビングの隅の方に置かれていたマジックバッグには、既に中がパンッパンにはちきれそうになるほど大量の素材が入っていた。

　俺のやり方を見ていて覚えたのか、皮からは肉がしっかりとこそぎ落とされており、状態がかなりいい。

　これなら多少手を加えれば、すぐになめし作業に入ることもできるだろう。

　それなら荷物はどこに……と思ったが、どうやら俺が持っている予備のマジックバッグを拝借していったらしい。

　この調子だととんでもないペースで素材が溜まっていってしまいそうだ。

　明日からはクラフトで大忙しだな。

　中に入っている肉を取り出し、焼き始める。

　大きな腿の肉は、恐らくは鹿のそれだろう。

　食べてみると、以前口にしたことのあるワイルドディアーに似ている気がした。

　中を確認すると、肉の量は素材全体からすると微々たるものしか残っていなかった。

　どうやら動き回っているからか、ジルの食欲はとてつもなく旺盛になっているらしい。

「ふうぅ……とりあえず寝るか……」

　食べると今までの疲れがドッと出たのか、眠気が襲ってくる。

　王都からベッドの素材は持ってきているんだが、今は組み立ててクラフトをするのも億劫だ。

　俺は眠たい目を擦りながら寝袋を取り出し、そのまま蓑虫のように眠るのだった……。




「よしっ、元気出た！」

　死んだように眠ることしばし、完全に復活。

　見れば外からは眩しい太陽の光が差し込んでいて、気分も明るくなってくる。

　ちなみに目覚めると、寝袋に覆い被さるような形でジルが眠っていた。

　何日も洗ったりブラッシングしたりしなかったので、毛並みはゴワゴワで、かなり獣臭かった……ジルをなんとかするための魔道具も作らなくちゃいけないな。

　やることはたくさんあるが、それを作るための生産拠点は既に用意してある。

　まずは必要なことから始めていこう。

「生産拠点を作ったんだから、次は生活拠点だよな」

　買った寝袋はかなり上等なものだったはずなんだが、ベッドで眠った後だとやはり寝苦しさを感じてしまった。

　ジルが狩ってくれた魔物の素材は幸い大量に余っている。

　せっかくだし、使えるところはこいつを使っていこう。

　一日の質は睡眠で決まる、というわけでベッド作りから始めるか。

　まずはマットレスの下に置く木枠部分からだ。

　こいつはジルが獲ってきてくれたトレントの素材を使わせてもらうことにする。

　サイズは……シングルだと少し小さいか。

　あまり大きすぎると部屋を圧迫してしまうので、ここはセミダブルにさせてもらうことにしよう。

「ほい、接合っと」

　接合を使い、木材同士を一つに合体させていく。

　こうすれば釘いらずで、最初からくっ付いているかのようにぴったりと寸法も合う。

　あっという間に四角い基礎部分を作ることができた。

「マットレスもサクサク自作していくか」

　マジックバッグをひっくり返すようにして、弾力性のある素材を探していく。

　指で押し込んで試してみた結果、一つだけ押し込んだ指の跡がしっかり残るほどの低反発の素材があった。

　どうやら巨大な魔物の表皮らしい。

　表面は妙にぬらぬらとした光沢がある。見た目をたとえるなら……白い巨大ウナギ、だろうか。

　いや、これ多分蛇だな。

　目がないってことは、普段は地中で活動している魔物なのだろう。

　森の中にこんな魔物がいたのかと驚きつつ、皮を水魔法で洗い、続けて風魔法と土魔法で乾かしていく。

　少し縮んだ皮を重ねて折っていき、都合五匹分ほども束ねるとセミダブルのマットレスを作れるくらいの高さと大きさになった（ちなみに当然ながら、接合を使って一つにまとめ済みだ）。

　続いて皮のなめし作業に入る。

　といっても、エンチャントを使ってしまえばさほど時間はかからない。

　一から薬品を使って皮の処理をやっていけば魔力容量を圧迫せずできるわけだが……ぶっちゃけた話、俺はクラフトに関してはあまりこだわりがない。

　本気を出すのは鍛冶分野と決めている分、普通の物作りに関してはさほど関心がないのだ。

　今回作る家具類も、金物以外はちゃっちゃと作ってしまうつもりである。

「魔力素描っと」

　マットレスとして使うぶよぶよとした蛇皮に魔力文字をちゃっちゃと書き込んでいく。

　古代の文字を使うのは疲れるし頭を使うので、手なりで書ける現代文字を使っていく。

　俺が皮に書き込んだのは『柔軟化』・『殺菌』、そして『合一化』だ。

　ちょっと硬すぎかもと思ったので『柔軟化』を使い適度な弾力に変え、『殺菌』を使うことで皮に残っているであろう雑菌類を消した。

　そして『合一化』を使い、これらの皮を完全に一つの弾力性のある素材の塊にまとめ上げていく。

　すると光が収まると、なんだかぶよっとしたウォーターベッドのような何かが出来上がった。

　これをあらかじめ買っておいた大きめのシーツで覆えば、そこには弾力性のあるベッドが現れる。

「よっと……もうちょい硬い方がいいかな」

　魔力文字を消しエンチャントとして成立する魔力情報を穴抜けにすれば、魔法効果は打ち消すことができる。

　本来の弾力性を取り戻したマットレスに、今度は先ほどまでより弱めに『柔軟化』を使うと、沈み込んでも腰が痛くならなそうな硬めのマットレスが出来上がってくれた。

　横になってみると、弾力は問題ない。

　ただ臭いを消すのを忘れていたので、『殺菌』で消し切れていない獣臭さが残っていた。

　マジックバッグからアロマディフューザーを取り出し、魔道具のスイッチを入れる。

　するとあっという間に風魔法によって匂いが拡散され、寝室の中がゼラニウムのスッとする香りで満たされた。

　以前ミラにせがまれて作らされた時は何に使うんだよと思っていたが……なるほど、獣臭さを消すために使えばいいのか。

　こいつはきっと、食べ物で言うところの臭み消しのようなものなんだろう。

　続いて羽布団の製作に移っていく。

　取り出すのは、とんでもなく大きな鳥の素材だ。

　ぶちぶちと羽根をむしり、大きな毛玉を作っていく。

　今度は同じミスをしないよう乾燥させ、殺菌してからアロマで香りをつけ、その後で四角く成形した袋の中にじゃんじゃか詰めていく。

　二羽分も使うと、十分にもこもこな羽布団ができた。

　都合一時間ほどでベッドが完成する。

　ベッドに横になり、羽布団をかけてみた。

「……うん、悪くない」

　少なくともこの家に元々あったベッドよりはいいものができている。

　同じ要領で他にもいくつか家具を作っていく。

　トレント材はジルが獲ってきた分以外にも用意してあったので、タンスやクローゼットなんかを作っていき、配置を決めたら床にラグを敷く。

　これで俺の部屋は完成だ。

　時間を見るとそろそろ午後一時になりそうな頃だった。

　朝を食べたのが遅めだったからか、まだ昼飯を食べたいと思うほど腹が減っていない。

「……せっかくだし、寝心地をたしかめるか」

　昼寝をするためにベッドに入る。

　背中越しに感じるたしかな弾力に、俺はあっという間に夢の世界に落ちていくのだった……。

　昼寝から目覚めると、午後三時になっていた。

　遅めの昼食をするのにはちょうどいい頃合いだ。

　いつものように肉を食い終えてから、小屋の中を軽く見て回る。

　必要最低限の家具は揃えたし……次は小物を作っていくか。

　数日間の山暮らしで、いくつかわかったことがある。

　それはこの山に生息している魔物の量が、とんでもないということ。そしてジルはそんな魔物達を、きっちりと狩ることができるということだ。

　そこで一つ、問題がある。

　――俺がクラフトをして使う素材の量が、ジルが狩ってくる魔物の量にまったくもって追いついていないのだ。

　これでは早晩、マジックバッグの中がパンパンになってしまう。

　更に言えばマジックバッグの中に入っている素材も、そう遠くないうちに駄目になってしまう。

　その問題を解決すべく、俺は動き出すことにした。

　今日中に作成を目指すのは――収納したものの時間を遅らせることのできる機能を持ったマジックバッグだ。

　複数の機能を持つマジックバッグとなると、ある程度素材の質も必要になってくる。

　接合をすれば魔力容量を増やせるとは言っても、素材本来の持つ魔力容量が一番大切なことには変わりがないからだ。

　ジルが狩ってきた魔物達の中で吟味した結果、あらゆる魔法を使いこなすレインボーリザードの喉袋を使うことにした。

　いつものように接合して形を整えてから、魔力素描に入る。

「……魔力容量がかなり多いな、これなら接合せずにいけそうだ」

　情報を圧縮してなるべく容量を圧迫することがないよう、古代魔族文字と神聖文字を組み合わせて使いながら魔力素描を行っていく。

『空間拡張』のために必要な文字量はかなり多いため、下手に別の文意が出来上がらないよう何度も確認をしながら魔力文字を記していく。

　じっとりと汗を掻きながら文字とにらめっこを続けることしばし……ようやくエンチャントが終わる。

　しかしこれではただ、普通のマジックバッグを作っただけだ。

　肝心なのは、むしろここから先。

　収納したものの時間を止める、あるいは遅延させる効果をつけるために必要な魔力文字を見つけ出さなければならない。

　ただ何も手がかりがないわけではない。

　現代の魔力文字にも同じ中空に物体を留める『滞空』のエンチャントがある。

　そこにある魔力文字から『留める』という意味の魔力文字を割り出し、これを古代魔族文字に翻訳してやればいいだけだ。

　魔法文明はどれだけ時間的な断絶があろうと、地続きになっている。

　そのため翻訳に時間はかかるが、ヒントさえあれば答えを見つけ出すまでに時間はかからない。

　エンチャントを見つけ出すためにはトライアンドエラーが必要不可欠だ。

　ジルが持ってきた素材の中で今後も使わなそうな素材に下書きをして試していく。

　予想もしていなかった別の効果が発動したり、あるいは純粋に文意が破綻することで爆発したり……数々の素材を駄目にしてしまう中で、見つけた規則性をきっちりと頭の中に覚えていき、リストを作っていく。

　試行錯誤を繰り返しては小休止を取るということを続けると、日が暮れて夜になった頃にようやく時を止める――『時間滞留』のエンチャントを見つけ出すことができた。

　あとはこいつをマジックバッグにつけていけばいいだけだ。

　ただかなり魔力容量を食うため、『飽和』ギリギリまで接合をしてなんとか……ってところだろうか。

　これなら多少無理をしてでも、鍛造した金属の箱にでも込めた方が性能は良くなりそうだ。

　魔物素材とは違って、魔力含有金属ならまた別のやり方もできるからな。

　大分苦労して、なんとか『時間滞留』つきのマジックバッグを作ることに成功する。

　一度やり方を覚えればあとは流れ作業でいけるので、とりあえず当座の分の五つほど作っていく。

　やっている最中により効率的な魔力文字の書き方に気付けたおかげで、後になればなるほど入れられる容量も多くなってきた。

　最後に作ったマジックバッグは、軽くこの小屋を超える容量が入る。

　今回はソート機能を作るまで手が回らなかったが、まあ上出来だろう。

　我ながら記憶力はいい方なので、一度見れば素材の場所は忘れないし。

　一仕事終えた俺は、グッと背を伸ばしながら外を見る。

　見えるのは朝日だった。

　もう一日経ったのか……と思ったが、飯を食べた回数から考えると二日は経っていそうだ。

　そのあたりが曖昧な俺の、相変わらずの自己管理の甘さよ……。

　弟子でもいればまた話は違ったんだろうが……趣味に生きる独身男の生活なんて、まぁこんなもんだわな。

「ただこれで、とりあえず素材を腐らせずに済むようになったぞ」

　一日しっかりと休んで英気を養ったら、明日は家の魔力文字を弄って強化を施すことにしよう。ただそれだけだと時間が余るから……そうだ、せっかくだし山の散策でもしに行くか。

　いい加減肉ばかりを食べる生活にも飽きたし、野草の類いを探しに行ってもいいだろう。

　話に聞いたところによると近くに川も流れているらしいから、渓流で釣りをするのも乙なものかもしれないな。




　寝て起きると、既に夕方頃になっていた。

　もう俺の体内時計がおかしくなっていることには慣れたのか、ジルは何も言わずパンパンになったマジックバッグを持ってきていた。

　そいつの中身を新たに作ったマジックバッグに詰め替えながら、思った。

「そういえばこのマジックバッグに名前をつけないとな……」

　俺は我ながら良いアイテムが作れたと思う時は、名前をつけるようにしている。

　俺はただ容量を拡張するだけのマジックバッグの出来には納得いかなかったが、古代の魔力文字を使って作り出したことで内側の時間をゆるやかにすることができたこのマジックバッグは、俺の中での合格ラインはしっかり超えている。

「そうだな……『収納鞄』でいいか」

　俺の一存で、これらのマジックバッグは『収納鞄』と名付けることにした。

　なぜ『収納背嚢』ではないのかといえば、今後のことを考えていろいろな形状を試してみるつもりだからだ。

　持ち運びにいいのは背嚢タイプになるだろうが、片手で持つ手提げ鞄やセカンドバッグなんかも作ってみたい。

　金物を使うタイプの鞄にすればその分魔力容量も増やせるから、多分ソート機能をつけるためにはより強力な魔物の素材を使うか、金属を使ったゴテゴテとした感じにするかのどちらかになるだろう。

「金属だけで作った据え置きの箱タイプをオリハルコンで作れば、多分はちゃめちゃな容量のものが作れると思うが……さすがにもったいないしな」

　俺が持ってきている魔力含有金属――それ自体が魔力を含んでいるミスリル、アダマンタイト、オリハルコン、ヒヒイロカネなど稀少金属を総称してそう呼ぶ――には限りがある。

　これらをクラフトではなく鍛冶で作りたい俺としては、多少の性能差には目を瞑るしかない。

　魔力含有金属の中でも比較的安価な魔鉄を買い込んできたから、こいつくらいなら使ってもいいかもしれないがな。

「わふっ！」

「おお、おかえり」

　他の『収納鞄』の図面を引いてああでもないこうでもないと頭をひねっていると、ジルが帰ってきた。

　外を見れば既に夜になっていた。

　山に来てから、時間の感覚がバグり始めてるな……。

　誰に止められることもないし納期もない。自由すぎるのもこれはこれで問題なのかもしれないな……なんて、これはちょっとばかし贅沢な悩みか。

　仕事を命じられていた時と比べると、天と地ほども差がある。

　全部自分で一からやっていかなくちゃいけない面倒はあるけど……それでもやっぱり、店を持っていた時とは比べものにならないほど俺は自由で、何者にも縛られずに好きなように生きることができている。

「自由って最高！」

「きゃんっ!?」

　全ての仕事から解き放たれたあまりの解放感に思わず叫ぶと、優れた聴力を持つジルがびくっと飛び上がる。

　ジルは俺の方を目を細めながら見ると、前足でてしてしっと俺の足を踏みながら、無言の抵抗をしてきた。

「ごめんごめん、悪気はなかったんだよ」

　ジルの機嫌を取るために、道中で採取しておいた香辛料を超レア肉に振ってやる。

　こいつの好物のマグラ草は、カレーに似たスパイシーな風味が特徴だ。

　そいつを最大限辛みが乗るようにみじん切りにしてから乾燥させたこの香辛料は、上等なクミンのような香りがする。

「わふっ！」

　狼の魔物ということもあり鼻は相当にいいと思うのだが、ジルはこのマグラ草がかなり好きなのだ。すぴすぴと鼻を鳴らしながらも、美味しそうに肉を食べている。

　肉食動物は肉から栄養素を摂れるから、栄養バランスを細かく気にしなくても生きていける。

　野草や果物を食わずともなんとかなるジルが羨ましい……バランス良く栄養を補給できるような食品が作れないものだろうか。

　マグラ草は切り方と乾かし方によって味や風味が大きく変わる。

　俺は大きめに切ってからしっかりと乾かした、マイルドな味わいが好みだった。

　適宜肉に乾燥したマグラ草を振りながら飯を食べていると、ジルが身体を横たえた。

　夜目が利き、体力も人間とは比べものにならないジルには夜もあってないようなものなのだが、どういうわけかこいつは夜になるとそのまま家の中でゴロゴロし始める。

　生活リズムが俺よりよほど規則的なのだ。

「ほらジル、おいで」

「わふっ！」

　ご飯を食べ終えてから、久しぶりに身体を洗ってやることにした。

　水魔法と風魔法を併用して使えば、部屋の中を汚さずに綺麗にすることくらいは朝飯前だ。

　なるべく傷まないよう冷たい風で乾燥させると、少しべたついていた毛並みがふわっふわに戻っていった。

　ジルが期待したような顔でこちらを見上げてくる。

「へっへっへっ」

　目をキラキラと輝かせながら尻尾をぶんぶんと左右に振っているジルに苦笑しながら、暖炉の脇に置いてあるブラシを取ってくる。

　ジルにせがまれて俺が作ったブラシは、合わせて三種類。

　まず最初はワイバーンの顎鬚を使った硬めのブラシ。

　そして二つ目がカイザーホースの尻尾の毛を使ったほどよい硬さのブラシ。

　最後がダークスパイダーの蜘蛛糸を使った繊維の細かい柔らかいブラシだ。

　これを順番に使って梳すいてもらうのが、ジルはたまらなく好きだった。

　まずはワイバーンの顎鬚ブラシを使って、がっしがっしと全身を梳いていく。

　しっかりと洗ったおかげで毛が途中で突っかかることもなく、ブラシはするすると通っていった。

「はふっ、はふっ」

　四肢ですっくと立ち上がったジルが、目を瞑りながら感じている。

　どうやらジルにとってのブラッシングというのは人間で言うところのマッサージのようなものらしい。

　硬めのブラシで力強く梳かれるのは、恐らくしっかりとした足つぼマッサージを受けているような感じなのだろう。

　続いて二つ目のカイザーホースのブラシを手に取り、優しめに梳いていく。

　先ほど力を込めすぎたせいで乱れた毛並みを戻しながら、ほどよい力加減を保つのがポイントだ。

「ふーっ、ふーっ……」

　この馬のブラシは、たとえるなら弱めの按あん摩まを受けているような感じだろうか。

　気付けばジルは舌を出しながら、前足にグッと力を込めてなんとか前傾姿勢を維持していた。

　最後に使うのは、ダークスパイダーを使ったきめ細かなブラシだ。

　これを使って優しく梳いてやると、毛並み全体が本来の力強さとしなやかさを取り戻すかのように輝いていく。

　キラキラと暖炉の光を反射する白銀の毛並みを見ていると、宝石を研磨している宝飾加工職人のような気分になってくる。

「……きゅうっ」

　大量の魔物を屠ほふることのできる猛たけき狼であっても、硬さと用途の違う三つのブラシには敵わなかった。

　ジルは完全に脱力した状態で、床に倒れ込んでしまっている。

　ただその内心を表しているかのように、ふわふわとした尻尾だけは視認できないほどの勢いで左右に動いていた。

　何も言わずに目を瞑っているジルを横目にしながら、俺はマジックバッグ（つまりはここに来る前に作ったもの、ということだ）からワインの瓶を取り出す。

　鍛冶師には酒が強いやつが偉いという、傍はたから見ると意味のわからない風潮がある。

　なんでも人里に下りてくることのないドワーフが全員かなりのうわばみだからという理由でできた古い慣習らしいが……俺は鍛冶師独特のとにかく大量に酒を飲む風潮があまり好きではなかった。

　酒は適切な量を、適切な形で楽しむくらいでちょうどいい。

　持ってきていた切り出したグラスの器にワインを注ぎ、水魔法を使って中に氷を入れる。

　ぶっちゃけた話、俺は酒はあまり強くない。

　酔えればそれでいいというタイプなので、当然酒に詳しいわけでもない。

　フェイにはワインに氷を入れるなんてありえないと何度も言われたが、生憎直すつもりはない。俺からすれば、飲み物なんて冷えていれば冷えているだけ美味いからだ。

　以前シェイカーに入れてガシガシ振って冷やしたら、とてつもなく怒られたことを思い出す。

　軽くかき混ぜてしっかりと冷やしてから、ワインを口に含む。

「うん……相変わらず、マズいな」

　俺は子供舌なのか、酒の美味さが未だにわからない。

　だがこの小屋の落ち着いた雰囲気がそうさせるのか、それとも着実に形の整っていく内装に俺が満足しているからか、不思議と悪い気分ではなかった。

　パチパチと暖炉の爆はぜる音が聞こえてくる。

　ゆらゆらと燃える炎を見ながら、ちびちびと舐めるようにワインを飲む。

　ゆっくりと落ち着いた時間を過ごしていると、なんだか自分が大人になったような気分になってくる。

　図体ばかりデカいだけで、中身は昔と大差ないんだけどさ。

「わふっ！」

　気付けば元気を取り戻していたジルが、じーっと俺の持っているワインを見つめている。

「……飲みたいのか？」

「わふっ」

　どうやらジルは、酒もいける口らしい。本当に人間と一緒にいる気分になってくる。

　恐ろしいことに、ジルはワインの瓶を尻尾で掴むと、封をしているコルクを噛み砕く。

　そしてそのまま直飲みし始めた。

　あっという間に一本空けてしまったが、大して酔っている様子もない。

　こいつ……とんでもないうわばみだぞ。

「今日はこれで終わりな」

　ちょっと物足りなそうなジルの頭を撫でてやる。

「……久しぶりに一緒に寝るか？」

「あんっ！」

　セミダブルのベッドなら、倒れ込むように寝れば一緒に眠れる。

　ベッドに横になると、酒の力も手伝って俺達は団子になって眠るのだった……。




　俺は胸に感じる圧迫感から思わず目を覚ます。

　妙に重たいな……ジルか？　こいつ、案外寂しがり屋だからな……。

「ううーん……」

　温かい体温を感じたので、目の前にいる何かを撫でてやる。

　すると……。

「ひゃんっ!?」

　妙にかわいらしい声が出てきたので思わず身体がびくっと動いてしまった。

　もふもふ……ではあるが、なんだかいつもと毛並みが違うような……？

「ふわあぁ……」

　なでりなでり。ジルにしては妙にもふもふも足りない感触をしっかりと味わっているうちに……むにっと手が何かやわらかいものに当たる。

　ここにきて俺は、さすがに違和感を覚えた。

　いくら肉球にしてもやわらかいし……それに大きすぎる。

　目を開けると、そこには――。

「きゅう……」

　なぜか顔を真っ赤にしている女の子の姿があった。

　……って、女の子!?

「ジル、まさかお前擬人化したのか!?」

　びっくりしながら起き上がると、眠っている女の子の後ろにはごろりと横になっているジルがいた。

　そして薄く目を開けると……。

「ばふ」

　馬鹿言ってんじゃないのという感じで尻尾で俺のことをたしなめてから、またすぐに目を閉じた。

　てっきりジルが女の子になったのかと思ったがどうやら違うらしい。だとしたらこの子は一体……？

　眠っているのをいいことに、観察してみる。

　まず最初に目がいくのは、ぴょこんと伸びている獣耳だ。

　犬のようにもふもふっとした茶色い耳が出ているが、それ以外は普通の人間となんら変わらない。年齢は十代後半くらいだろうか。

　美しいというよりかわいいという言葉の似合う美少女だった。

　カラフルな麻布の服を着ていて、どことなくエスニックな装いをしている。

　だが男の性というべきか、やはり一番目がいってしまうのはそのたわわに実った双球だった。

　もしかすると先ほど感じたやわらかい感触は……いや、これ以上考えるのはやめておこう。

（なるほど、獣人か……なんで獣人の女の子が俺のベッドに入ってるんだ？）

　頭が軽くパニックになりつつあるので、一旦情報を整理することにした。

　獣人は亜人の一種だ。

　魔法を使うことはできないが高い身体能力を持つ、肉弾戦に特化した種族である。

　一応王国にもある程度の数はいるが、人里に下りてきて人間達と暮らすというより、どちらかと言うと集落を作って王国の外れの方で狩猟生活を続けている者達の方が多い。

　当然ながら俺も獣人には何人も知り合いがいる。

　だが少なくともこんな風に発育の良い女の子はいなかったような……。

「でも、どこかで見たことがある気がするんだよな……」

　顔を近づけてじいっと見つめていると、びっくりするくらい長いまつげがふるふると震える。

　そして女の子がゆっくりと目を開けて……二人の視線が交差した。

「ラ、ラックさん！　おはようございます！」

「あ、ああ、おはよう……」

　目を開け、しゅたっと起き上がった姿を見て、俺はようやく彼女が誰なのかがわかった。

「もしかして……シュリか？」

「はいっ、ラックさんのシュリです」

「俺が所有した記憶は一度もないんだが……」

　彼女の名前はシュリ。

　以前俺が冒険者として活動しながら素材を集めていた頃、ヨリノという獣人族の里で出会った女の子だ。族長の娘で、そういえば当時はお嫁さんになってあげると言われた記憶がある。

　あれは何年前のことだったか……年は取りたくないもんだ。

「にしても大きくなったなぁ。前は、そうだなぁ……このくらいじゃなかったか？」

「そ、そんなちっちゃくなかったですよ！」

　俺がふざけて膝丈のあたりを指すと、ぷんすかと怒られてしまった。

　さすがに膝丈は冗談だが、今より二回りは小さかったはずだ。
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　獣人は成長が早いとはいえ……大きくなったなぁ。

　子を持つ親の気持ちが少しだけわかった気がした。

　俺も負けないようにしなくちゃいけないな（一体何にだろう？　自分で言っててわけがわからなくなってきた）。

「里に呼んだやつらは元気にやってるか？」

「はい、技師の方からお金がもらえるようになったおかげで、里の皆も美味しいご飯を食べれてます！」

「そっか、それなら何よりだ」

　原始的な暮らしを良しとする獣人達の技術は、俺達純粋な人種と比べるとまだまだ低い。

　ただヨリノの里には、加工技術のない彼らからするとガラクタ同然で持て余してしまうが、人間にとっては同量の銀にも匹敵するほどの特殊な宝石を産出する山があった。

　風の噂で聞きつけた盗賊達に目をつけられていたところを、テーブルに使う鉱物を探しに来ていた俺が出会い、助けたのだ。

　盗賊達を縄でふん縛り、俺はそのまま近くの街に下りて領主と直談判をした。

　そしてあちこちの伝手つてを使い、領主もヨリノの里の住民達もどちらも得をする形で採掘の段取りをつけてあげたのだ。

　おかげで今のヨリノは採掘が盛んになり、近くの街の方でも宝石の加工業が栄え、両者ウィンウィンの関係を築くことができているという。

　そのせいでいたく感謝されたのは覚えているが……それとシュリがここにいることが、俺の中ではまったく繋がらないんだが。

「というか、そもそもどうやって来たんだ？」

「あ、匂いをたどってきました。ラックさんの服が家に残ってましたので」

「お、おう、そうか……」

　身体能力同様、獣人の五感もまた人間のそれよりはるかに優れている。

　ただいくら獣人とはいえ、こんな人里離れた山まで追ってこられるような感知能力はなかったはずだ。

　どうやらシュリの嗅覚はものすごく鋭敏らしい。

「で、シュリは何しに来たんだ？」

「はい！　ラックさんのお嫁さんになりに来ました」

「ぶーーーーーっっ!!」

　思わず噴き出してしまった。

　が、それも無理もないことだろう。

　たしかに俺も子供の言葉だからと『その時を楽しみにしてるね』的なことを言った気がするけど……まさかそんな口約束を本気にして追ってこられるとか誰が想像できる？

「――と、言うのは冗談で」

「ほっ……」

「ラックさんのお手伝いをするために来ました！」

　どうやら里の生活は相当に豊かになっているらしい。

　里の住人達は飢えることなく食料を買い込み、今まで行っていた労働の時間を鍛錬や狩りをする時間に変えて訓練の日々を送っているらしい。

　ちなみにこんな風に獣人達の文化は、かなり体育会系だったりする。

　強いやつには従うというシンプルにして絶対的なルールが存在するため、族長の言うことには誰も逆らわないのだ。

　そんな風に里で絶対の命令権を持っている族長さんは、里の状況を劇的に改善してくれた俺に対してきちんとしたお礼ができていないのが悔しかったらしい。

「我らのために頑張ってくれたラック殿に恩返しをしてくるのだ！」

　恩を返さない恥知らずにはなれないと、彼の命令の下、俺の手助けになる人員を出すことになり。

　それにシュリが立候補し、俺のところまでやって来たというのが真相のようだ。

「なるほど……」

　あの時も結構歓待してもらっていたから、俺としてはそれで貸し借りなしだと思っていたが……どうやら族長は思っていた以上に義理堅い人物のようだ。

「なんでも言いつけてください！　使いっ走りでも狩りでも……その、よ、夜よ伽とぎでも……」

「よ、夜伽!?　そんなことさせないって！」

　前に会った時はただの子供だったが、今のシュリは成長して立派な美少女になっている。

　そんな子にこんなことを言われれば、そりゃあ平静ではいられない。

　たしかに将来美人になりそうだとは思っていたけど……まさか想像を超えてくるとはな。

「最低でも一年……いや二年はいさせてください！」

　シュリの決意は固かった。

　てこでも動かない様子なので、とりあえず部屋を貸すしかなさそうだ。

　一応部屋は余っているからそこを使ってもらうとして……家具は先住人のものを使ってもらうか。さすがにもうワンセット作るのはちょっと面倒だし。

　まさか美少女獣人と一緒に暮らすとは想定していなかったが……たしかに一人でずっと山籠りをしているのも精神衛生上良くないとは思っていた。

　せっかくなのでお言葉に甘えて、家政婦というか話し相手というか、まぁそんな感じのゆるっとしたポジションで一緒に暮らしてもらうことにしよう。

「それならとりあえず同居人の紹介をしないとな」

「同居人……ですか？　――ハッ!?　もしかしてラックさん、既につがいが……」

「いやいやいや、今シュリの後ろにいるやつだよ。同居人というか……同居狼？」

「わふ」

　どうやら目が覚めたのか、まぶたをしぱしぱとさせながらジルが大きなあくびをする。

　それを見たシュリは……なぜか固まっていた。

「え、う、嘘……」

「もしかして、知ってるのか？」

　道中冒険者ギルドに寄った時に職員達に聞いて回ったんだが、ジルの正体は終ぞわからなかった。

　新種の魔物なんだろうと思っていたが……シュリの様子を見ると、どうやら彼女は知っていそうだ。

「は、ははあぁっっっ!!」

　何をするかと思えば――シュリは突然土下座をして、頭を下げた。

　それを見たジルが、どうすんのこれという瞳でこちらを見てくる。

　そんな目をされても……俺にも何がなんだか……。




　どうやらジルは、守護獣と呼ばれる存在らしい。

　聞いたことがないので詳しい話を教えてもらうことにした。

「守護獣は魔物ではなく、どちらかと言えば精霊に近い存在なんです。私達獣人にとっては、そうですね……土地の守り神とか、神様の御使いとか、そんな感じで敬うやまわれています」

　はるか昔、獣人達の立場がまだ今よりもずっと弱かった頃、獣人達は守護獣の庇護を求めた。

　そして守護獣は自らが庇護する対象として獣人達を認め、守ってあげていた。

　獣人達にその教えは今も根付いており、彼らにとって守護獣は敬意や尊そん崇すうの対象なのだという。

「お前、そんなすごいやつだったのか……」

「わふ？」

　ジルが首を傾げると、シュリがビクッと身体を震わせる。

　ジルは守護獣の中だとまだかなり若い個体らしいが、成長すればとてつもない強さになるという。

　こいつが狼の魔物にしては異常に強く、賢いのに得とく心しんがいった。

「俺も敬意とか払った方がいいか？」

　俺がそう聞いてみると、『馬鹿なこと言うんじゃない』という感じで尻尾で頭を叩かれる。

　それじゃあ俺はいつも通りにやらせてもらおう。

「とりあえずシュリも長旅で疲れただろうから、今日は自分の部屋でゆっくりするといい。俺はちょっとやることがあるからな」

「わ……わかりました！」

　持ってきていたらしい大きなトラベルバッグを持ちながら、ビシッと敬礼される。

　いそいそと荷物を取り出そうとする彼女の部屋のドアをパタリと閉じて、今日の作業に取りかかるため作業部屋に向かう。

　いくつもの魔法効果の込められた作業着に着替えると、ビシッと心まで引き締まった気がした。

「生活のために必要な家具は一通り作ったから……次は金物にしようかな」

　似たようなものばかり作っていると飽きがくる。

　そして飽きというのはどうしても槌を握る手と、魔力や文字を動かす頭を鈍らせるものだ。

　なので俺は根を詰めて作業をする時を除いて、なるべく自分がやりやすい形や順序で作業をすることにしていた。

　とりあえず今日は金物を作っていくことにする。

　鍋に包丁、あとは……解体に使うナイフなんかも作っておきたいな。

「久しぶりの鍛冶だ……ふふっ、なんかちょっとワクワクしてきたぞ」

　やはり鍛冶をする時が一番心躍る。

　必要があったから魔道具作りもある程度はこなせるが、やはり俺の専門は鍛冶なのだ。

　鍛冶とそれ以外では、気合いの入り方がまったく違う。

　まずは今のところ一番使いそうな包丁から作っていくことにしよう。

　炉に火をおこしていく。使うのは火魔法と魔道具だ。

　始めに火魔法を使って火力を上げている間に、選定しておいた材料を取り出す。

　今回包丁の材料に使うのは、魔力含有金属であるオリハルコンだ。

　普段使いにしては高価すぎる気がしないでもないが、久しぶりの鍛冶の前の高揚においては、そんなことは些細なものだ。

　火魔法を使って限界まで火力を上げるが、当然ながらそれではまだまだオリハルコンの融点には届かない。俺の火魔法は、リアム達と比べれば鼻くそみたいなものでしかないからな。

　故に取り出すのは、龍が火を噴いているような形をした魔道具だ。

　こいつは俺が鍛冶用に作り出した一点物で、その効果は『魔力量比例加熱』。

　魔力を燃料にすることで無際限に火力を上げてくれるこいつがあれば、魔力の籠った石である魔石に糸目さえつけなければ、理論上いくらでも加熱をすることができる。

　大量の魔石をくべていくことで、炎の温度が上がっていく。

『大気循環』や『冷却』の魔道具を複数使い、自身も『温度調節』の籠った作業着を着ても尚汗が噴き出す。

　メラメラと燃える炎を見ながら、ちょうどいいタイミングで溶かしていたオリハルコンを取り出していく。

　続いて行うのが魔力鍛造だ。

　オリハルコンは大量の魔力の込められている魔力含有金属であり、その魔力容量は文字通り次元が違う。

　けれど聖魔剣のようなとてつもない情報量の剣を作るためには、ただ鋳型に入れた剣に魔力文字を打ち込んでエンチャントをつけるだけでは足りないのだ。

　それでできるのは精々が一級品止まり。

　ワンオフの超のつく一級品を作るためには、文字通り鍛冶師側も情熱を燃やして製作に打ち込む必要がある。

　魔力鍛造とは、簡単に言えば魔力の込められた魔槌を使って魔力含有金属を成形し、その過程で魔力容量を増やす作業のことを指している。

　膨大な魔力を打ち付けながら加工することで、魔力容量は増やすことができるのだ。

　もちろんやりすぎれば魔力に堪えきれずに金属側が破裂したり、場合によっては風化・消滅してしまうこともある。

　ただその見極めの加減は、聖魔剣を打った時に見極めることができている。

　ちなみに俺が使っている魔槌も、その時に聖魔剣用にあつらえた超のつく一級品だ。

　融点を超える熱を受け、容易に変形するようになったオリハルコンを、魔力を使いながら魔槌を使って叩いていく。

　温度が下がってくるとパリパリと表面が剥げてくるが、それらも槌を使って一つに纏める。

　最後に魔石を使いまくって最高温まで上げていく。

　するとオリハルコンは燃えるのではなく、沸き始めた。

　何度も叩き魔力容量が増えたオリハルコンを、丁寧に成形していく。

　成形というのは当然ながら包丁として打っていくだけではなく、内側の魔力情報を整えることも含まれている。

　何度も重ねて叩かれたオリハルコンの内側の魔力情報は、かなりぐちゃぐちゃになってしまっているからだ。

　それを魔力素描を使って整えながら、同時並行で魔槌による成形も進めていく。

　炉に入れて再加熱をしている間は、魔力情報を書き込むための時間だ。

　ただ再加熱を何度も繰り返せば当然ながら剣ももろくなる。

　オリハルコンなどの稀少な金属を使う場合は、素材としての耐久性を始めとした性能が高いため、下手に再加熱をせずにそのまま名剣として生み出すことが多い。

　神聖魔法と古代魔族文字を覚えるまでは俺もそうだったが……この二つであれば再加熱によるデメリットを、魔法効果を刻み込むメリットが上回る。

　故に俺は何度も加熱を行い魔力文字を書き続けた。

　あらかじめ用意していた文字列が文意をなしエンチャントとなり、また全体それ自体も文脈として通すことで別のエンチャントをつけ、同時にエンチャント自体も強化していく。

　古代魔族文字の場合、魔力情報をミスればそのままダメージになってこちらに返ってくる。

　一瞬たりとも気を抜く時間はない。一秒のそのまた十分の一秒ですら無駄にはできなかった。

　時間の流れが気にならなくなり、世界に在るのが俺と金属だけになる。

　この時間が、俺は好きで好きでたまらなかった。

　過剰なほどに集中し続けることしばし。ようやく包丁が形になった。

　そのままの勢いで解体ナイフを作る。

　そしてなんだか気分が乗ったので、そのまま鍋とフライパンも作ってしまうことにした。

　俗世のことを気にせずにやりたいことができるというのは、なんて素晴らしいことなのだろう。

「ふうぅ……なんとか集中力が切れる前に全部作れたか」

　全ての金物に魔力容量ギリギリになるまで魔力文字をつけ、かなり高度なエンチャントをつけ終えると、緊張から解放されて思わず安堵の息がこぼれた。

　途中からは完全に魔力素描だけを行っていたため、既に汗は止まっている。

　俺は作業部屋には時計は置かないようにしている。

　時間や効率を気にしていては、真の鍛冶の頂にはたどり着けないと思っているからだ。

　ただそのせいで、時間の経過はまったくわからない。

　作業着の内側は、既にパリッと乾いているし腹も減りすぎて逆に減ってない状態まで来てるから、かなり経っているとは思うんだが……。

「ふふふ、だが満足のいく逸品ができたぞ」

　神聖文字と古代魔族文字を使えば、情報量をかなり圧縮することができる。

　おかげで通常の魔力文字であれば到底不可能なような、高度かつ情報量の多いエンチャントもつけることが可能となっている。

　聖剣や魔剣に込められていたものの容量の都合上、聖魔剣に搭載できなかったいくつものエンチャントを込められたので、俺としては大満足だ。

　もっとも素材としては最高峰であるオリハルコンを使い、更にそれを魔力鍛造してギリギリのラインだったから、通常の素材だと作れそうにないな……どのあたりの機能をデチューンするかは今後の課題だな。できれば魔鉄でも作れるようにして、ある程度手の届く価格帯で作れるようにしたい。

　その製法を回せば、あとはわざわざ俺が出張らずとも他の鍛冶師が上手いことやってくれるだろうし。

　出来上がった作品達を、うっとりと眺める。

　触ってみたり、角度を変えながら四方から観察してみたりする。

　完成した作品というのは、一種の芸術品のようなものだ。

　鍛冶師が作り出した作品は、決して名画家の描いた絵画に劣るものではない。

　むしろ実用性がある分、そこには純粋な芸術にはない独特の魅力があった。

　ぐう～っ。

「……さすがに、腹が減ったな」

　永遠に見ていたいのはやまやまだったが、空腹でいよいよ限界だったので作業部屋を出ることにする。

　リビングに向かうと、何やらいい匂いが鼻腔をくすぐった。

「あ、お疲れ様ですラックさん」

「料理、作ってくれたのか？」

「えっと……はい、すみません、調理器具を持ってきてないのであまり大したものは作れてないんですけど……」

　そう言ってもじもじとしているシュリは、なんだかかわいらしかった。

　以前のちっちゃかった頃を思い出し、思わず頭を撫でてしまう。

「いや、男の一人暮らしでまともな料理も作れてなかったからな。正直かなり助かるよ」

「は、はひっ！」

　ボンッと顔を真っ赤にしたシュリと一緒に椅子にかける。

　先住者が残してくれていた、がっしりとしたテーブルの上には、色とりどりの料理が並んでいた。

　肉料理に野草料理。それにあらかじめ持ってきたのか魚料理まである。

　これこそが料理だ。

　俺の食っていた飯は、ただ素材を加熱して味付けしただけにすぎなかったのだ。

　そんなことを悟ってしまうほどに、シュリの手料理は美味しかった。

「とっても美味しいよ、毎日作ってほしいくらいだ。将来のシュリの旦那さんは幸せ者だな」

「だ、旦那ですかっ!?　……そ、それならラックさんが立候補してくれても……（ごにょごにょ）」

「ん、何か言ったか？」

「なんでもありましぇん！」

　思いっきり舌を噛んで痛そうにしているシュリを、ジルがかわいそうな子を見るような目で見つめている。それを見たシュリがまた騒ぎ始め、漫才のようなやりとりをする二人を見ると思わず笑みがこぼれた。

　一人増えただけのはずなのに、こんなに急に賑やかになるものなんだな。

　俺が山に籠っていた時間は大してなかったはずなのだが、やはり現金なもので、ずっと一人でいることに寂しさを感じている自分もいた。

　誰かと久しぶりに話せたことで、改めて人は一人では生きていけないのかもしれないと思う。

　そして誰かと摂る食事というのは、やはり味気ない一人飯より何倍も美味しく思えた。

　それに別に鍛冶は孤独じゃなければできないわけでもないしな。

「あ、そうだ。シュリ、これなんだけど……」

「は、はいこれは……金物、ですか？」

「ああ、この小屋には金物がなかったから、腕鳴らしの意味も込めて作ってみたんだ。もしよければ明日の料理でこれを使ってみてくれ」

「あ、ありがとうございます！」

　目をキラキラと輝かせるシュリによく切れるからなと言い含め、包丁と解体ナイフを手渡す。

　そして俺は久しぶりにしっかりと鍛冶をした心地よさに身を預け、ぐっすりと眠るのだった……。




「きゃあああああああああっっ!!」

　突如として聞こえてきた叫び声に思わず飛び起きる。

　外を見ると日が昇ったばかりのようだった。

　すわ敵襲かと思い、迎撃のための武器を手に、そのまま声のしたリビングの方へと走って行く。

「大丈夫か、シュリッ!!」

　中へ入るとそこにはあわあわとしているシュリの姿があるだけで、少なくとも魔物や盗賊の類いの姿はない。

　ホッとしながら武器を下ろすと、シュリは相変わらずあわあわとしていた。

「す、すみませんラックさん、これ……」

　シュリが指差す先を見て、俺は彼女がなぜ叫んだのかを理解した。

　そこには――切った肉ごと真っ二つになったまな板があった。

「ちょ、調理しようとしたらまな板ごと切れちゃいまして……」

「ああ、そうか……包丁の切れ味について、もうちょっときちんと説明しておくべきだったな」

　これは間違いなく俺の落ち度だ。まな板を上げて見れば、調理場に使われているステンレスにも深い切り込みができてしまっている。

「と、とにかく弁償を……」

「いや大丈夫。これくらいならすぐに直せるよ」

　まな板の方はただの木材なので無理だが、台所の方はステンレス製なのでどうとでもなりそうだ。

　情報展開を使い、ステンレスの魔力情報を弄っていく。

　いくつか動かしても問題なさそうな配列を動かし、新たに上書きしていく。

　パパッと使うために中期文明の魔力文字を使って、『自動修復』の効果をつけることにした。

　すると先ほどまであった亀裂が徐々に、目に見える速度で小さくなり始めた。

「す、すごい……すごいです、ラックさん！」

「お、おお、そうか……」

　ものすごい食いつきように、俺の方がびっくりしてしまう。

　シュリは目をキラキラと輝かせながら、跡が消え元通りになったキッチンを見つめていた。

「ラックさんのクラフト、初めて見ました！」

「あ、ああ……そうだったっけ？」

「はい！　やっぱりラックさんはクラフトも一流なんですね！」

「はは、ありがとう」

　俺自身クラフトに関しては人並みだと思っているが……さすがに褒められて悪い気はしない。

「ちょっと切れ味を良くしすぎたかもしれないな……金属のまな板だと味が移るだろうし、別の包丁にしようか？」

「い、いえ、切れ味が抜群なのはいいことですから！　事前にわかっていればどうとでもなりますので！」

　そう言うとシュリは新たに取り出したまな板の上で、ものすごい勢いで肉を切り始めた。

　彼女は五ミリ程度のかなりの薄切りを高速で行っているが、まな板には傷一つ付いていない。

　どうやらしっかりと斬撃の範囲を見極め、まな板に傷が付く寸前で引き上げているようだ。

　高い動体視力と鋭い勘を持つ彼女だからこそできる芸当だろう。

「まったく抵抗がないので他の包丁を使うのがちょっと怖いですけど……ものすごい切れ味です」

「ああ、この包丁は切れ味特化で作らせてもらった。ちょっと俺の想像以上に切れすぎてびっくりしてるけどな……」

「え、この包丁……ラックさんが作ったんですか？　てっきりアーティファクトか何かかと……」

　アーティファクトとは、ざっくり言うと古代文明の遺跡から掘り出された魔道具のことだ。この包丁は一応神聖文字と古代魔族文字を使って作った、いわば現代に蘇らせた古代技術を使って作られた逸品だから、当たらずといえども遠からずってところではあるんだが。

「しっかし……うーん、包丁につけるには少しやりすぎだったかもしれないな」

「ち、ちなみにどんな効果がついてるんですか？」

「『絶対切断』だな」

「……ぜ、絶対切断？」

「ああ、霊体だろうが空間だろうが理論上は切り裂くことのできる、絶対の攻撃能力だな」

「な、なんて効果を包丁につけてるんですか！」

　つけられる効果のうち一番難度が高いものに挑戦したんだが……どうやらやりすぎだったらしい。

　ただ鍛冶をすると、ひたすらにいいものを作ろうとして、一切妥協できない質たちだから、こればっかりはどうしようもない。

　切れ味を強化するだけだと普通に筋張った肉とか切りづらいから、わりと有用だと思うんだけどな。

　何事も、過ぎたるは及ばざるがごとしということなのだろうか……。

「なんだか聞くのがちょっと怖くなってきたんですけど……もしかしてこのお鍋や解体ナイフやフライパンも……？」

「ああ、鍋は一瞬でどんなものでも煮込むことができるよう『圧壊』のエンチャントを、フライパンにはどんな火力でも焦げ付かないように『概念防御』のエンチャントをつけている。ただ解体ナイフの方は……すまん。これは試しに魔鉄で作った試作品だから『斬撃強化』や『不壊』・『腕力強化』のような普通のエンチャントしかつけてないんだ……」

「私今、何を謝られてるんですか!?」

『概念防御』のエンチャントを作り上げること自体はできたんだが、これに熱だけを上手いこと通すようにするのが難関だった……ただおかげで『概念防御』をすり抜けるための魔力情報を見つけることができたから、結果オーライと言える。

　今の俺なら、魔王が持っていた障壁や結界を以前よりはよほど簡単に貫ける武器が作れるだろうな。

　ちょっとやりすぎな気もしたが……やはり普段から使うものに関しては、鍛冶師として一切の妥協はできない。

　身の回りの金属製のものくらいは、全てワンオフの一級品で揃えておきたいというのが鍛冶師心というのものだ。

「それじゃあ煮込んで……うわっ、本当に一瞬でお肉がほろほろに!!」

　シュリには是非とも、この器具達を使いこなしてもらえたらと思う。




　最初はビクビクしながら料理をしていたシュリだったが、効果に慣れてくるとあっという間に使いこなしてしまった。

　元々高い身体能力との相乗効果で、驚くべきことに調理時間は五分もかかっていない。

　だというのに今俺の目の前には、フルコースもかくやというほど大量の料理がほかほかと美味しそうな湯気を立てていた。

「いただきます！」

　とろとろのスープに、フォークを軽く差すだけで切れてしまう煮込み料理、シャキシャキの葉野菜のサラダの上にはすっぱめのドレッシングとローストされた肉が乗りカルパッチョ風に。

　正直全ての品が、俺の男飯とは比較にならないくらいに美味かった。

　ガツガツと、ちょっとはしたないと自分でも思ってしまうほどのハイペースで食べ進めていってしまう。

　使うのは初めてのはずなのに、まるで熟練の主婦のようにシュリは俺のハイスペック調理器具を使いこなしている。もしかするとシュリは、俺が想像していた以上に料理上手なのかもしれない。

「なぁシュリ」

「はい、なんでしょうか？」

「何か作ってほしい調理器具があったら言ってくれ。作らせてもらうから」

「えっと……それじゃあお言葉に甘えて……」

　俺はシュリに言われた金物を最優先で作ろうと心に決める。

　一度彼女の料理を味わってしまえば、二度とあの調味料をかけただけの食事には戻れそうにない。

「そういえばシュリは今日は何をするんだ？　家には『浄化』がかかってるから掃除はさほど時間をかけずに終わるだろうし、ゆっくりしてるのか？」

「いえ、でしたらジル……さんと一緒に山を探検しようかと思いまして」

　様付けはやめてほしいという本人からの意思で、どうやらジルはさん付けという形で落ち着いたらしい。

　にしても山の散策か……。

「もしよければ俺もついていっていいか？」

「はい、もちろん一緒に来てくれるなら心強いですが……鍛冶の方に影響はありませんか？」

「ああ、しばらく外に出てなかったからな。少しリフレッシュした方がいいかと思って」

　鍛冶は金属との対話であり、そこには当然ながら高い独創性や創作性を求められる。

　作業の性質上、ずっと根を詰めすぎていると、どうしても煮詰まってしまうことも多いのだ。

　山の中を歩くというのは、適度な気晴らしにはちょうどいいだろう。

　というわけで今日はジルやシュリと一緒に、山を散策してみることにしよう。




「ここに来た時は急いでいたからあんまり気付かなかったが……かなり広いな……」

　ジルに先導されながら、シュリと一緒に山の中を探索する。

　一応、今回の目的は食べられる野草やフルーツの採取だ。

　何か食えるものがあるといいんだが……と思い歩いていると、あるわあるわ。

　ヨモギのような野草から野いちごのようなフルーツまで、実にたくさんの食材が見つかる。

　特にフルーツの方はかなり潤沢で、ミカンやザクロまであった。

　よく野生動物に食い荒らされていないものだ……。

　魔物は基本的に魔力の籠っているものしか食べることはない。

　食材を食べる野生動物が魔物に食べられてしまっているせいで、自然がほとんど手つかずの状態で残っているんだろう。

「にしても魔物に遭遇しないな……」

「ジルさんがいるので、当然のことだと思います」

『魔物避け』の魔道具は動かすと効果をなくすタイプのものなので使っていないんだが、さっきから魔物の尻尾すら見えてはこない。

　先ほどからなんとなく魔物がいる感覚はあるんだが、こちらが近付く前にどいつもこいつも遠くへ行ってしまうのだ。

　どうやらここでジルが暴れ回ったのがかなり効いているらしい。

　本来であれば闘争心が強いはずの魔物もまったくやって来ないとは……一体どれだけ暴れ回ったんだ、こいつは。

「わふっ」

　安全に採取できるから俺達としては問題ないんだが……ジルの方はどこか不満げだ。

　なだめながら、とりあえず買った山を回っていく。

「思ってたより広いな……これなら採取に関しては、わざわざ隣の山まで行く必要もないかもしれん」

　少なくとも、一日で回りきれるような広さではない。

　ただ長期的に見たら別の山に行く必要はあるだろう。

　幸い王国では、現地の狩人や村人がいない限り狩猟権や採取権なんかは問題はない。

　人の手が入っていない場所である以上、俺が自由に採ってしまっても問題はないだろう。

「こっちにはクワの実がありますよ！」

「こっちにはラズベリーだ」

「……（すんすん）」

『収納鞄』に十分な量の採取した食料を入れ、そろそろ帰るかと言い出そうとしたタイミングで、先ほどまで楽しそうにクランベリーを収穫していたシュリが鼻を動かした。

「……匂いがします」

「敵か？」

「いえ……焦げ臭いです。多分炊事の匂いかと」

　彼女の先導で、森の中を歩いていく。

　ジルは少し後ろをハイド＆シークをしながらついてきていて、俺とシュリを見守り、やって来た魔物達を的確に捉えていた。

　本気を出したジルの隠密は凄まじく、かなりの距離に近付かれないとそもそもその存在にも気付けない。

　こいつがこれだけ魔物から避けられていても大量の素材を持ってくるのには、こういうカラクリがあったのか。

　シュリの足が止まる。

　足下を見ればそこには……たしかに人が焚き火をした痕跡が残っていた。

「……匂いはここで途切れてる。多分、風魔法で匂いを散らしたんだ」

　どうやら向こうもかなりのやり手のようで、しっかり痕跡は消していたらしい。

　足跡も土魔法で消す徹底ぶりで、これではとても追跡はできそうにない。

　炊事の匂いをたどることができるシュリのような子がいなければ、見つけることすらできなかったはずだ。

「現地住民……なのか？　少なくともここには誰も住んでいないって聞いてるんだが……」

「ラックさん、もしかすると……この人は、南から来たんじゃないでしょうか？」

「南、か……」

　このアレルドゥリア山脈によって隔てられた更に南側。

　そこにはエルフやドワーフ達の暮らす亜人の領域がある……と話には聞いたことがある。

　けれど少なくとも俺は今までの人生で一度もエルフもドワーフも見たことがない。

　なのでどこか現実味がないというか……都市伝説なんかの類いだとばかり思っていた。

「エルフにドワーフ……本当にいるんだろうか？」

「いますよ？」

「……え？」

「えっ？」

　気付けば見つめ合うシュリと俺。

　シュリの顔がぼふっと真っ赤になる。

　けれど彼女の変調に思い当たる節を考える余裕は、今の俺にはなかった。

「シュリは会ったことあるのか？」

「えっと……はい。私は族長の父さんに連れられていろいろと各地を回る機会が多かったので……エルフの方とは一度会ったことがあります」

　なんと……そうだったのか。

　一人で引き籠って鍛冶ばかりしていると、どうしても世情に疎くなってしまう。

　なんだか世の中に置いていかれてしまった気分になってくる。

「それならエルフかドワーフが、わざわざアレルドゥリア山脈まで来ているってことか？」

「はい、ただ山脈の南の方もかなりの危険地帯らしいので……相当な実力者ではあるのかと」

　そんな人物がわざわざこちらにやって来ているとなると……どんな事情があるにせよ、とにかく警戒しておかないといけないな。

「それならジルも家から出さない方がいいか？」

「ゔぉふ」

　目を細めながら嫌そうな顔をされるが、これはわりと深刻な問題だ。

　もしジルが普通に狩られてしまうとなれば、さすがに表に出すわけにはいかなくなる。

　多少窮屈に思われようが、家の中にいてもらわなければならないだろう。

「あ、それは大丈夫だと思います。人種が亜人と呼んでいる我々獣人やエルフ、ドワーフ達は多神教ですので。エルフの森林信仰やドワーフの山岳信仰では、守護獣様はきちんとした扱いを受けることができるはずです。むしろ私達の方が危ないかもしれません。ドワーフはまだマシですが、エルフはかなり排他的ですので……」

　なるほどな……それなら家の警備はしっかりしておいた方が良さそうだ。

　警戒用の魔道具、いくつか作っておくか……。

「それならジル、明日からはちょっと遠出して隣の山や麓の先に続いている森の辺りまで行ってくれるか？　もし不審な人物を見つけたら、連れて来てくれると助かる」

「わふ」

　別に頼んだわけではないのだが、ジルは俺の山暮らしが快適にいくようにわざと狩りの範囲をこの山の中に限定してくれている節がある。

　それだと窮屈だろうし、どうせならこの機会にもっと広い範囲を動いてもらうことにしよう。

「あんあん、あおーんっ！」

　どうやらかなり気合いが入っているようで、何度か鳴いたかと思うと急に遠吠えまでしていた。これだけやる気があるなら問題はないだろう。

　ただ、無理はしすぎないようにな。

　というわけで俺達はいつもより少しだけ気をつけるようにしながら、日々の生活を送ることにした。

　ただ、事態の進展は想像以上に早かった。

　俺が警戒用に魔道具を作り終えたタイミングを見計らったかのように、ジルが一人の来客を連れて来たからだ。

　小屋にやって来たのは――。

「失礼する……。む、貴殿は、人間……か？」

　恐ろしいほどに容姿の整った金髪碧へき眼がんのエルフだった――。










第三章　エルフの里と一人の鍛冶師




　エルフを見るのは初めてだった。

　その見た目は、伝承に聞いているものそのままだ。

　左右対称で整っている美しい顔に、ぴんと綺麗に横に伸びている笹ささ穂ほ耳みみ。

　エルフは人間などとは違う悠久の時を生きるという。

　見た目は二十代前半くらいに見えるが、見た目通りの年齢と思わない方がいいだろう。

「はい、人種のラックといいます。そちらはエルフ……で間違いないですよね？」

「あ、ああ……エルフの……ビビという。正式に言うと愛称なのだが、人間からすると本名は長すぎるらしいので、ビビと呼んでもらって構わない」

「ビビさん、ですね。よろしくお願い致します」

　やって来た瞬間はさすがに警戒したが、どうやらエルフの女性にこちらとやり合うつもりはないようだ。

　俺は間にジルを立てる形でとりあえず彼女を家の中に招き入れることにした。

「人種を見るのはずいぶんと久しぶりだ……そういえばこの辺りには人里があるんだったよな？　もし良ければ後で案内をしてくれると助かるのだが……」

「……いえ、少なくとも俺以外に住んでる人はいないと思いますよ」

「む、そうだったのか？　なんだか聞いていた話とはずいぶん違うな……」

　どうやらエルフの中の認識は、この辺りにまだ人間が暮らしていたあたりで止まっているらしい。

　それって一体……いつの話なんだ？

　少なくとも百年二百年じゃ利かなそうなくらい昔のことだと思うんだが……時間の流れが違いすぎる。きちんと話ができるか、なんだか心配になってきた。

「えっと……ビビさんはどうして山を越えてこっちにやって来たんですか？　こっちのシュリの話では、かなり凶悪な魔物が巣食っているという話でしたが……」

「うむ、それについてはきちんと理由があるのだが……」

　ビビさんは時折こちらを見て身体をビクッとさせたりしながら、話をしてくれた。

　どうやら今、エルフの里は存亡の危機に立たされているらしい。

　ただそれでもエルフの里の人間は、里の外に助けを求めることはない。

　シュリから聞いていた通りエルフは非常に排他的であり、以前（それこそ千年近く昔の中期文明の頃の話だ）狩りと称して自分達を攫さらい奴隷に落としていた人間の手など借りたくはない。

　そして森を大切にしようとするエルフからすれば木々を伐採して鍛冶をするドワーフとも根本的に相容れないため、彼らに弱音を吐くわけにもいかない。

　ただ危機を放置していたせいで、とうとうエルフ達は里を捨てるかどうかの瀬戸際にまで追い込まれてしまった。

　それでも尚助けを求めようとしない里の長老衆を見かねたビビさん達の中でも比較的若いエルフ達は、周囲の反対を押し切って里を出ることを決めたのだという。

　どうやら彼女は里の若いエルフ達のリーダー的な存在らしく、その中では一番実力もあった。

　故に他のエルフ達は彼女をサポートし、彼らの協力を受けてなんとか森と山を抜けてきたのだという。

「もちろんかなりの危険を伴う旅ではあったが……こうしてなんとか生きながらえることができている。山の手前で別れはしたが、皆も無事でいてくれるはずだ。そんな風に命からがらこの山へやって来たら……いきなり神獣様と出会ったのだ。これを運命と言わずになんと言えばいい？　私達は神様に見放されていなかったのだと、改めて信じることができたよ」

　どうやらジルのことも魔物とは思っていないらしい。

　というか俺よりも隅に置けないと思っているような扱いをしている気がする。

　エルフの方の信仰では、守護獣ってどういう扱いになっているんだろうか。

「そうしたら、その……」

　ビビさんは言いよどむと、ちらちらとこちらを見ている。

　エルフというのはもっと尊大で、人間に対していい感情を抱いていないと聞いていたから、正直なところかなり意外な反応だ。

　嫌われているわけではないんだろうけど……怖がられている？

　心当たりがないので、首を傾げてしまう。

「ラック殿と出会ったわけだ。最初は守護獣様と共に人間が暮らしていることに驚いてしまったが……今ではきちんと納得している、安心してほしい」

「ビビさん、一つ聞いてもいいでしょうか？」

「な、なんだ？」

　ワンオクターブ上がった半分裏返った声で聞き返される。

　知り合ってからあまり時間は経っていないが、彼女は間違いなく緊張していた。

　ただ、なんと聞けばいいか迷う。正直に聞いたら、答えてくれるだろうか？

「その……怖がってますか？」

　悩んだ末、単刀直入に聞いてみた。

　びくうっと一際大きく身体を動かしたビビが、おずおずと答えてくれる。

　彼女の口から出てきたのは、俺が想像もしていない答えだった。

「す、すまない、ラック殿の魔力がすごすぎて、つい……」

「魔力……ですか？」

「ああ、ラック殿ほど大量の魔力を持っている者を見るのは初めてで……もし態度に出ていたのならすまない」

　魔力がすごいなんて言われたのは初めてだ。

　そんなのリアム達からも言われたことないぞ。

　ていうかそもそも魔力っていうのは、人が見たり感じたりすることのできるものなんだろうか？

「エルフの耳はある種の感覚器官になっているのだ。我々が生まれ持っての狩人と言われるのは、この笹穂耳が風の流れだけではなく魔力や生命力といった、目では見ることのできないいろいろなものを捉えることができるからなのだ」

　彼女曰く、俺の魔力はとてつもなく多いらしい。

　ピンと横に張った耳が、この家に近付こうとする際にものすごい勢いで警鐘を鳴らした。そしてこうやって対面すると耳のセンサーが完全にいかれて無音になってしまったのだという。

　少なくとも彼女の人生経験の中では、そんなことは一度としてなかったらしい。

「俺の魔力量って、多かったのか……」

「もしかして、自覚なかったんですか？」

　シュリにも呆れたような顔をされてしまう。

　どうやら彼女の方も、魔力量に関してはいろいろと気付いていたらしい。

「なかったな……今まで比較対象がいなかったし」

　俺は別に優れた魔法の才能があるわけではない。

　リアムやフェイのように大規模殲滅魔法が使えるわけでもなければ、ナージャのように欠損した肉体を完全に再生できるわけでもない。

　そのため俺は持てる魔力のほとんど全てを鍛冶に使っている。

　そして幸か不幸か、俺に鍛冶師の知り合いはいなかった。

　なので自分の魔力量が多いのかどうか、比べる相手がいなかったのだ。

　ただよくよく考えてみると、魔力は最初の頃と比べればかなり増えてはいる……と思う。

　最初はすぐに魔力切れでへばってしまうことも多かったが、ある程度鍛冶技術が上がってからは魔力よりも集中力の方が先に切れるようになっていたし。

　しっかし、エルフにビビられるほど多かったのか……。

　ま、まぁその分レベルの高い鍛冶が長時間できるってことだから、別に問題はないよな。

「ラック殿の方はその……ここで何をしているのだ？　守護獣様と一緒に住んでいるということは……この地域の鎮守的な存在なのだろうか？」

「……いや、普通に山暮らしをしているだけですね」

「普通に……山暮らし……？」

　俺は何もおかしいことは言っていないはずなのだが、なぜだかビビさんに首をもげそうなくらいすごい角度で傾かしげられてしまう。そしてそのまま、フリーズしてしまった。

　……別に嘘とか隠語とかじゃなくて、普通に山暮らしをしているだけなんだけどな。

「そ、そうか……」

　なんかそれ以上聞いたらマズいと思ったからか、ビビさんがちょっと引き気味にそう言った。

　彼女は絶対、何かを勘違いしていると思う。

　ただ今の俺が何を言っても通じそうにないので、とりあえず別の話題を用意することにしよう。

「そういえばその……エルフの里で起こっている問題というのは、一体なんなのでしょう？」

「それは……そうだな、どうせ人里に下りたら話そうと思っていたのだ。少し長くなるかもしれないが……聞いてくれると助かる」

　そう前置きをしてから、ビビさんは話し出した。

　今エルフの里を襲っているという、とある魔物の被害について……。




　元々エルフは、俗世との干渉を良しとしていない。

　彼らはエルフ文字のエンチャントを使って作った魔道具を使い、常に里の外に『人避け』や『魔物避け』の効果のある結界を発動させていた。

　故にエルフの里には普通の人間や魔物はたどり着くことができず、害意を持ってエルフに接しようとする者はそもそも結界を抜けることすらできずに永遠に森をさまよい続けることになる。

　だがある時を境に、彼らエルフの結界を抜けて、魔物が襲ってくるようになったのだという。

　ブレーンらしき大物が奥にいるようなのだが、慎重な性格だからかエルフ達の前に姿を現すことはなかった。

　統率された動きを取る魔物達によってたくさんのエルフが傷付き、今も苦しんでいるという。

　エルフ達は何度も挑もうとしたのだが、魔物達が結界を抜けてくるというのがなかなかに厄介だった。

　下手に相手を責めようとすればこちらの防御がおろそかになってしまう。

　そして狡猾な魔物達はその隙を逃さず、戦闘力を持たないエルフ達を狙ってくるだろう。

　里にいる怪我人やまだ未来ある年若いエルフ達のことを捨て置くことができず、エルフ達は動くことができていないのだという。

　その現状を変えるために、ビビさんはやって来た。

　かつて自分達を高級奴隷として売り払った人間にいろいろと思うところはあるが、今ばかりは業ごう腹はらを抑えて人の力を借りなければなるまい……と。

「なるほど……つまり結界がなんとかなればいいわけですね」

「ああ、自慢ではないがエルフは皆が強力な魔法の使い手だ。結界さえなんとかできれば、魔物も倒すことができると思うのだが……」

　話を聞きながらも、俺は高速で頭を回転させていた。

　結界にほころびがあるとしても、俺が行ってすぐに直すことができるかどうかは正直微妙だ。

　そもそもエルフ文字のエンチャントがどういうものなのかもわからないし、それを勉強しようとしている間に事態が悪化してしまえば目も当てられない。

　それならとりあえず魔物にこれ以上好き勝手されないように俺が改めてクラフトで結界を張り直すという手もあるが……俺のクラフトの腕はそう大したものではない。

　その魔物がどうやって結界を通り抜けてきているかわからない以上、俺がなんとかできると楽観的に捉えるのは良くないだろう。

　となると採れる手は限られてくる。

　その中で最も確実な手はというと……。

「わかった、人間側の戦力には俺が話を通しておきましょう。確認だが、魔物が結界を通さないようなんとかすればいいんですね？」

「あ、ああ……ありがとう……」

　困った時はお互い様だ。

　それに山を隔てているとはいえ、エルフの人達とはお隣様ということになる。

　彼らが困っているのなら、手助けをするのは当然のことだ。

　それに、善意だけではなくてわずかばかりの打算もある。

　もしかするとこれを機に……エルフの魔力文字を学ぶこともできるかもしれない。

　エルフの魔力文字は人と同じなのかもしれないけど、もし違うものだとしたら……俺は鍛冶師として、また一歩高みに上ることができるはずだ。

「……もう二つほどお願いをしてもいいだろうか？」

　頷くと、ビビさんがおずおずと続ける。

「もし良ければ、武器を融通してほしい……恥ずかしながらここに来るまでに、武器を駄目にしてしまってな。も、もちろん金は用意させてもらうからそこは安心してくれ」

　なんだ、そんなことか。

　何を言われるかとちょっとビビっていたが、それくらいならお安いご用だ。

　なんたって俺は……。

「鍛冶師ですから、任せてください。もう一つは？」

「私のことは気安く、ビビと呼んでくれ。恩人に敬語を使わせるような恩知らずにはなりたくない」

「――ああ、わかったよ……ビビ」

　こうして俺はビビと一緒に、一度山を下りることになった。

　そこで一通の文ふみをしたためる予定だ。

　その宛て先は――エンポルド子爵家。

『仮初めの英雄』のメンバーの一人……あらゆる神聖魔法を使いこなすことのできるナージャが治めている領地である。




「一番近くの街まで行くのに結構時間がかかるから、待っていてくれてもいいぞ？」

「いや、何もしないのはさすがに気が済まない。できれば同行させてくれるとありがたいんだが……」

「もちろん構わないぞ」

　それなら問題はないということで、俺はシュリとジルに新たにビビを合わせた三人と一匹の即席パーティーで森を下りていくことになった。

　ビビが背中に背負っているのは、特殊な形状をした弓だ。

　見たことがない複雑な形をした弓で、恐らくは複数の動物の筋肉あたりをねじって作った合成弓なのだろう。

　その名はエルフィンボウ。

　コンパクトなサイズにもかかわらず大弓以上の飛距離を出せる、エルフ達が独自の製法で作っている弓らしい。

　鍛冶師としての自分が、正直なところバラして中身をたしかめろとしきりに訴えかけてきていたが、努めて無視する。

　エルフィンボウはエルフの誇りなのだと言われてしまえば、我慢する他ない。

　……あっ、そうだ。

　弓を見てようやく思い出した。彼女に武器を調達するんだった。

　俺は『収納鞄』からあるものを取り出して、彼女の前に出す。

「ビビ、これを使ってくれ」

「……マジックバッグだと!?」

「ああ、俺が作った」

「作った!?　ラックが!?」

「今それはいいだろ、大事なのはこっちの方だ」

「これを、何に使えと……？」

「何って……もちろん戦闘にだよ。今俺が出せる一番強い武器は、間違いなくこの二つだからな」

「武器って――これ、包丁とフライパンじゃないか!!」

　そう、俺がビビに出したのは――俺が山暮らしをするようになってから作ったあのオリハルコン製の包丁とフライパンだった。

　……いや待て、落ち着いてくれ。

　まずは一旦、俺の話を聞いてほしい。

　俺は、作った武器は実戦で使われてこそ最も輝くと考えている。

　そのためリアム達の専属鍛冶師になってからは、オーダーメイドの一点物しか作っていなかった。

　なので俺の手元には、武器と言えるものの在庫がほとんどないのだ。

　強いて言うなら、俺の腰に提げている聖魔剣のプロトタイプである短剣は武器と言えるだろう。

　ただこれは、俺が使うためにちょっと……いや結構なカスタマイズを加えている。

　そもそも古代魔族文字を弄ることができる人間しかまともに使うことはできないため、俺以外の人に使ってもらうには危険度が高すぎる。

　となると今渡すことができるのは山に来てから俺が鍛冶で作った金物……包丁・鍋・フライパンに解体ナイフの四つになる。

　魔鉄を使って大したエンチャントをつけられていない解体ナイフと、『圧壊』を鍋の内側に発動させることしかできない鍋を除くと、選択肢がこれしかなかったのだ。

　俺だって作れるものならきちんとしたものを作ってあげたかった。

　……いや、もちろん包丁とフライパンがきちんとしてないなんて言ってないぞ。

　趣味の領域に足を突っ込みながら作ったこいつらの効果の高さは折り紙付きだ。

「包丁と……」

　ビビは俺がソッと手渡した包丁の柄を握り、

「フライパン……」

　その後に手渡したフライパンのグリップをたしかめる。

　ビビがカッと目を見開く。

「これでどうやって戦えばいいと言うんだ!?」

「どうってその……食材を解体する要領でだな……」

「ピイイッッ!!」

　要領の得ない話をしているうちに、草むらの中から魔物が飛び出してきた。

　やって来たのはハインドバードという鳥型魔物だ。

　大きな叫び声を上げて他の魔物達を呼び寄せるという、厄介な特徴を持つものである。

　こいつが本腰入れて騒ぎ出す前に仕留めなければ魔物がやって来てしまう。

「と、とにかく切れ味は保証する！　鍛冶師の俺を信じてやってみてくれないか！」

「――ええい、ままよっ！」

「それ実際に口にしている人、初めて見ました！」

　内心でシュリと同じことを思っていると、ビビがハインドバードへと駆けていく。

　彼女は指し呼この間かんまで一瞬で近付くと、前傾姿勢になりながらハインドバードの首筋へと斬撃を繰り出した。

　すると……。

「ピイイイイイッッ!!」

　彼女は斬撃を放ったはずなのだが、まるで何事もなかったかのようにハインドバードが叫び続けている。

「な、なぜだ!?　攻撃はたしかに当てたはずだぞ!?」

「ラ、ラックさん、どうなってるんですか!?」

　こちらを見る二人に対して俺は……黙って頷いた。

　俺の見た限りでも、たしかにハインドバードへ斬撃は当たっていた。

　つまりどういうことかというと……。

「ピ、ピイ……？」

　するりと、ハインドバードの首が胴体からズレていく。

　そしてそのまま……ストンと首が地面に落ちる。

「オリハルコン包丁の切れ味が良すぎたせいで、ハインドバードが斬られたことに気付かなかったんだ」

「な、なんなのだ、この高揚感は……」

　包丁をジッと見つめるビビの頬は、なぜだか少し赤くなっていた。

　彼女はその熱い視線をフライパンにも向けていき、そのまま包丁とフライパンをぶんぶんと振り回し始める。

「もちろんビビのたしかな腕あってのことなのは間違いないけどな。俺が斬ったとしても、ただ即死させていただけだろう」

「そういうものなのか……って、オリハルコンだと!?」

「……？　ああ、その包丁は完全にオリハルコンだぞ」

　オリハルコンの加工はさほど難しいものじゃない。

　そもそもオリハルコンの融点まで耐えることができる炉を用意するのはたしかに難しいが、それさえできればいいのだから性能のいい炉さえ作れればオリハルコン製の武具はわりかし簡単に作れるのだ。

　ただオリハルコンをきちんと魔力鍛造しながら魔力情報を打ち込んでエンチャントを作るのはかなり難度が高いから、そっちに驚いたならまだわかるんだが。

　何せこれが俺もできるようになるまでに、かなりの量のオリハルコンを駄目にしてしまった経験があるからな……。

「オリハルコンはドワーフ達がどれだけ頑張っても加工できなかった伝説の金属だぞ!?　当然ながら我々にも加工技術はない」

「……そうなのか？　俺は普通に加工できるが……」

「人間の技術は、我々が里に閉じ籠っている間にここまで急速に進んでしまっていたのだな……」

「あ、あのー、神妙な雰囲気を出してるところ申し訳ないのですが……ラックさんがおかしいだけなので、あんまり気にしなくて大丈夫だと思いますよ」

「ほっ、そ、そうか……」

　シュリの説明にほっとした様子のビビを見ながら、顔をしかめる。

　俺がおかしいだけ……？

　オリハルコンの加工ができるのは当たり前のことではないのか……？

「ちょっと聞くのが怖いんだが……ちなみにこの柄は、何でできているんだ？」

「柄はえっと……持ってきてもらった魔王城に生えていたキングエルダートレントを使っている」

「キングエルダートレントだと!?」

「……何をそんなに驚いてるんだ？」

　キングエルダートレントは、トレント材の中でも特に癖が強いため使うまでにはかなりのコツがいる。

　ただ魔道具を使ってしっかりと温度と湿度を調整してから作れば、『自動修復』を使わずとも活性化して傷を治してくれたり、刃は文もんと完全に一体化してくれたりといろいろと便利なところが多い。

　リアムが持ってきてくれたんだがこの木材はとにかくデカくてな。

　樹齢何千年とかそういうレベルの超のつく巨木で、ぶっちゃけると俺の一生で使い切れないくらい大量にある。

　なので気合いを入れて鍛冶をする時には、積極的に使うようにしているのだ。

「ラック殿と一緒にいると、自分の常識が音を立てて崩れていく気がするよ……」

「わかります、ビビさん」

「おお、わかってくれるか、シュリ殿」

「どうか私もシュリと」

「そうか、ではシュリと。多分だがシュリとは今後も、仲良くできそうな気がするからな」

　気付けばシュリとビビの間に友情が育まれていた。

　そのかすがいになっているのが俺なのがどうにも納得がいかないが、仲良くなってくれたなら良しとしておこう。

「ラック殿、ちなみにだが、この包丁についているエンチャントを教えてもらってもいいだろうか？」

「それにつけてるのは『絶対切断』だな。すまない、本当ならもう何個かは効果をつけるつもりだったんだが……」

「――『絶対切断』だって!?」

「ちなみにフライパンには、『概念防御』がついてるんですよ、ビビ」

「『概念防御』!?」

　素材で驚かれたのは意外だったが、ついているエンチャントで驚かれるのは自分の腕を褒めてもらえているようで、なんだか嬉しい気分になってくるな。

　何かある度に、ものすごい勢いで驚いているビビと一緒に森の中を歩いていく。

　どうやら彼女は今のうちに使用感に慣れておきたいらしく、道中でエンカウントする魔物達と積極的に戦闘を行いながら戦いの経験値を稼いでいた。

「馴染む……驚くくらいよく手に馴染むぞ！」

　ビビの包丁とフライパン捌さばきは、戦いを一つ経る度にどんどん見事になっていった。

　見ているこちらが恐ろしくなるくらいの成長具合だ。

　天てん稟ぴん――そんな言葉が頭をよぎった。

　ビビは間違いなく、包丁とフライパンの扱いに関して天賦の才を持っている。

　稀にだが、こんな風に自分とぴったりと合う武具を身に着けた戦士は驚くほどの速度で強くなっていくことがある。まさかリアムの時に見て感じたあの感覚を、また味わうことができるとはな……。

　ビビに細かく話を聞きながら包丁とフライパンの微調整をしつつも移動していく。

　だがすぐに呼吸が荒くなり、足に痛みを覚えるようになった。

「ぜえっ、ぜえっ……」

　俺の身体能力は、このメンバーの中でダントツに低い。

　狩りをして生活している二人と一匹と、基本的に店や小屋の中でずっと物作りをしているだけの俺とでは、そもそもの基礎体力が違ったのだ。

「ラック殿にもできないことがあるんだな……」

「そりゃあ、そうだろう……」

　途中からは明らかに俺に合わせて全体のペースが落ち始めてしまったため、俺はジルの背中に乗ることにした。

　鞍を取り出して装着すると、明らかにサイズが合っていなかった。

　どうやらジルはまだまだ幼生らしく、成長スピードがめちゃくちゃに速いらしかった。

　待たせるわけにもいかなかったので、革と木を使ってサクサクとクラフトをして新しい鞍を作る。

　今回は成長しても問題がないよう、ベルトにいくつか穴を打って微調整ができるような形にさせてもらった。

「い……一瞬で鞍が!?　もうなんでもありか!?」

　ビビはまたしても、飛び跳ねるように驚いている。

　なんでもありなわけではないんだが。

　鍛冶なら性能はわりと自分が好きなように弄れるが、少なくともクラフトに関してはかなり制限も多いしな。

　というわけでジルの背中に乗ってからは移動は一気にサクサクと進んでいき、俺達はあっという間に最寄りのウィチタの街へとやって来た。

　そして俺はそこで、予想していなかった人物と再会するのだった――。




「ラック殿――ラック殿ではないか!!」

　ウィチタの街でナージャへ文を出そうとしていたところに現れたのは、鬼気迫る様子でこちらに駆け寄ってきたジュリアさんだった。

　話を聞いてみると、なんとかして恩を返すべく俺のことをあちこちと捜し回っていたらしい。

　その過程でいくつもの難関クエストをクリアし、今ではＳランクに最も近い女傑とまで言われるようになっているそうだ。

　街と街の間の道を高速で移動すべく『雷化』まで完全にマスターしてしまったというのには、さすがの俺も驚いた。

　見ればその様子は以前とは明らかに変わっていた。

　独特の風格というか……経験に裏打ちされた自信のようなものがしっかりと見て取れる。

　俺が作った剣がその変化のきっかけになったというのだから、やっぱり鍛冶師は辞められない。

「何かしてほしいことはないか!?　いろいろと鍛冶に使えそうな素材を集めたり、金を貯めたりしてきたんだ！」

　どうやら成長のきっかけを作ってくれた俺になんとしてでも恩返しをしたいらしい。

　お金や素材に関しては今は別に求めてないが、幸い今俺の隣には助けを求める人がいる。

　ジュリアさんはソロでＡランクを誇る実力者だ。彼女の力は、確実に助けになってくれるだろう。

　……いやちょっと待てよ？　高速移動ができるのならもしかして……。

「実はですね……」

　というわけで俺は彼女に、二つのお願いをした。

　まず一つ目は、エルフの里の近くでの魔物の討伐をしてもらうこと。エルフの里の結界を超えることはできないが、その周りにいる魔物を討伐してもらえるだけでも非常に助かる。

　そして二つ目は――彼女に、ナージャへ文を届けてもらうこと。

「委細了解した！　任せてくれ！」

「あっ、ちょっ……」

　なんとかして押しつけようとしたのだが、依頼料は受け取らずに雷の速さで消えていってしまった。

　それならご厚意に甘えさせてもらうことにしよう。

　せめて剣のメンテナンスくらいは、ロハでやらせてもらうことにするか。

　彼女は『雷化』の能力を完全に制御下に置いているらしく、恐ろしいことにたったの二日で手紙が返ってきた。

　しかもなんとそれだけではなく……。

「あ、どうも……お久しぶりです、ラックさん」

　四角い旅籠のようなものに入ったナージャまで、一緒にやって来たのだった――。




「本当に、久しぶりだな……そこまで時間は経ってないはずなのに、どこか懐かしさすら感じるよ」

「ええ、本当に……」

『仮初めの英雄』でヒーラーを務めていたナージャは、そう言ってたおやかに笑う。

　少女のように愛らしかった笑顔は、今ではどこか怪しげな色香を漂わせている。

　以前送別会をした時はしっかりとしたイブニングドレスを着ていたが、今の彼女は俺の見慣れている神官服をその身に着けていた。

　既に説明は済んでいるらしく、ある程度情報を共有したらそのままエルフの里へ向かうことになった。

「でも頼んでおいてなんだが……本当にいいのか？」

「ええ、大丈夫です。子爵といっても、実務はほとんど文官の方に投げていますので。少し屋敷を空けるくらいのことは、なんでもありませんよ」

「ほっ、そうか……助かるよ」

　ちなみに今回俺とシュリ、ジルは里へは行かずに俺の山で待機をすることになる。

　エルフの里に向かうまでの道のりはかなりの難関らしく、またたどり着いたとしても、恐らく里の中に入ることは許されない。

　長期間森の中でも問題なく活動でき、かつエルフの里を襲っている魔物達を退けられるくらいの実力のある者でなければ、今回のミッションをこなすのは難しいのだ。

　俺はできることをしておこうと思い、あらかじめ用意しておいた各種魔道具をナージャに渡していく。

　やはりというか、彼女が一番驚いたのは俺が作れるようになった『収納鞄』であった。

「後でリアム達から羨ましがられるでしょうね、ふふっ」

　話もそこそこに、ナージャ・ビビ・ジュリアの三人は急いでエルフの里へ向かう。

　ちなみにその運搬方法は、はちゃめちゃな力業だ。

「うおおおおおおおおおおおっっ!!」

『雷化』したジュリアが、絶縁体である轟ごう雷らいウナギの革張りの籠を引いて、ものすごい勢いで走り去っていく。ただそれだけである。

　あっという間にキランと光を残して消えていった三人の姿を、俺は見えなくなるまでじっと見つめるのだった。

「頑張ってくれ……皆……」

「エルフの里の皆さんが、救われますように……」




　一筋の雷と化したジュリアは、あっという間にエルフの里の近くまでたどり着いてみせた。

「お、おろろろろろろろ……」

　そのあまりの乗り心地の悪さに馬車を降りた瞬間に戻してしまったビビと、自分の身体にこっそりと魔法をかけて乗り物酔いしないような魔法を編み出していたナージャが馬車を降りる。

　そこは新緑の森の奥深く。

「それでは私はここから別行動を取らせてもらうぞ！　二人の健闘を祈る！」

　ビビの案内に従い、ジュリアはそのまま魔物を討伐しに向かっていった。

　ビビとナージャはそのまま真っ直ぐ進み、エルフ達が張っているとされる結界の下までたどり着く。

「これは……」

「どう、だろうか……？」

　ビビがナージャを見つめながら尋ねる。

　あのラックの紹介なので何も心配はしていないが、腕がいいからといって必ずしも問題が解決するとは限らない。

「……」

　ナージャは何も言わず、ジッと結界を見て回った。

　この結界は侵入者を拒むタイプの『人避け』と『魔物避け』の効果の籠ったものに、更に物理・魔法障壁を組み合わせたタイプのものだ。

　結界の強度的に考えれば、話に聞いていたような普通の魔物が通り抜けられるはずがない。彼女は触れるようにたしかめてみたり、自分で出した結界とぶつけてみたりとゆっくり時間をかけて検分を行い……数十分ほどしてから、一つの結論を出してみせる。

「この結界は――問題なく作動しています。ですのでこの場合、相手が一枚上手と考えるべきでしょう」

　破られることのない絶対防御の結界も、決して無敵ではない。

　破ることができないのならすり抜けたり、地面を掘って結界の張られていない場所をくぐり抜けたり、あるいは……。

「――来ます。ビビさん、結界をすり抜けていった魔物のお相手をお願いしてもいいでしょうか？」

「ああ、任せてくれ！」

　ナージャは駆けて結界の内側に入っていくビビを見送ってから、じっくりと魔物を観察する。

　やって来たのは鳥形の魔物であるラプターだった。

　ラプターは結界へ向かっていくと……そのまま何事もなかったかのように、結界を通り抜けて内側へと入っていく。

　実際に侵入の様子をその目で見てから洞察を深めることで、ナージャは何が起こっているのかを正確に理解してみせた。

「なるほど……どうやら敵の魔物は、空間の窓を開いています」

「空間の……窓？」

　ラプターをしっかりと仕留め、その魔石をしっかりと回収したビビの問いに、こくりと頷きを返す。

　彼女に対し、ナージャはなるべくわかりやすく言葉を変えて説明を試みる。

「簡単に言うと結界の手前と結界の後ろという二つの空間を繋げ、結界そのものを完全に無視しているのです」

「そんな！　つまりどれだけ結界を張り直そうがどうしようもないということか!?」

「いえ、そうではありません。そもそも空間越え自体がある程度高度な術式になりますし……それにこれならまだ、どうとでもなります」

　ナージャは片膝を折り、目を瞑る。

　――神官が行う奇跡の御業は、魔法とは異なる技術体系によって編み出されている。

　神に真摯に祈り、神から力の一部を譲与されることで発動が可能となる、神の能力の代行行使。

　それらはこう呼ばれる――祝しゅく祷とう術と。

「断絶結界フォークロア」

　ナージャが生み出した結界は、ピアノの鍵盤にビロードをかけるように、エルフの里の周囲を覆うように展開されているそれの上に覆い被さっていった。

　淡いオレンジ色の光を宿していた結界が、先ほどまでより強い輝きを宿し始める。

「「キョワアアアッッ!!」」

「――なっ!?」

　先ほどの一体は斥せっ候こうのようなものだったのか、後を追うように大量のラプター達が押し寄せてくる。

「ナージャ殿！」

「大丈夫です」

　ビビの切羽詰まる声を聞いても、彼女は顔に浮かべる微笑を崩さない。

　そしてラプターの群れが結界へと向かい……そのまま嘴くちばしの先から結界に激突し、地面に落下していく。

「……っ!?」

「簡単な話です。空間を繋いで中に入ろうとするのなら……二点間の魔法的な繋がりを結界によって断絶させてしまえばいい。そうすればエルフの結界も、しっかりと効力を発揮してくれるはずです」

　魔物が使ってくる知恵など、その王である魔王と対峙したナージャからすれば児じ戯ぎのようなものであった。

「それでは後は、お願いしますね？」

「――ああっ、ここまでお膳立てをしてもらったのだ！　ここから先は、任せてくれ！」

　ナージャは結界の内側へ再度入っていくビビの背中を見送る。

　そして念のために結界を強化させ完全に魔物の侵入を拒絶できる状態を作り出してから、外で待機するのだった……。




「ビビ、貴様……まさか本当に人間を連れて来るなどと!!」

　里の中へ入ったビビを取り囲むように、大量のエルフの男衆が現れる。

　遠くには若手のリーダー格であるビビを疎ましく思っている長老衆の姿があり、更に遠巻きにビビのことを心配する比較的若いエルフ達まで見える。

　男衆はエルフの中で強力な発言権を持っている長老衆子飼いの精鋭達だった。

　彼らは本来であればビビよりも格上の相手。

　けれど彼らを前にしても、ビビはまるで臆することはなかった。

「きっさまぁ……ふざけているのか!?」

　彼女の手には――包丁とフライパンが握られている。

　道中何度も使い続けることで、その二つの金物はビビの手に驚くほど馴染んでいた。

「この不届き者を引っ捕らえよ！」

　遠くから聞こえてきた長老衆の声を聞いた男達が動き出す。

　ビビへ襲いかかる全方位からの攻撃を――彼女は見事なフライパン捌きでいなしていく。

「はあああああっっ！」

　フライパンによる『概念防御』はあらゆる攻撃を防いでみせる。

　そして逆の手で持つ包丁による『絶対切断』によってエルフの男達は瞬く間に倒れていった。

　本来であればただ万物を割断することのできる能力である『絶対切断』を、ビビは完全に使いこなしてみせる。

　今の彼女は『絶対割断』を範囲と威力を指定して発動させることで、男達を峰打ちで倒していた。

　それは正しく、包丁が彼女を持ち主として認めたということであり……まるでそれに対抗するかのように、フライパンの『概念防御』の範囲も戦いの中で広がっていった。

「す、すごい……」

「格好いい……」

　それは正しく、包丁とフライパンを持った戦いくさ、乙女によるワルツであった。

　金物にこだわりのある主婦層だけでなく、彼氏を作ったことのない年若い女の子から既に料理をしなくなった年寄り達までの視線を釘付けにする。

　本来であれば敵対していたはずの長老衆ですら、気付けばビビのことを視線で追っていた。

　気付けばその場所に立っているのはビビ一人となっており……彼女は両手に持った包丁とフライパンを両手でクロスさせる。

「既に結界は張り直した。いくぞ皆……なんとしてでも魔物達を倒し、里の平和を取り戻すのだ」

「「「う……うおおおおおおおおおおおっっっ！！！」」」

　気付けばそこにいる者達全員の心をわしづかみにしていたビビの先導の下、皆はその手に弓と剣……そしてなぜか包丁とフライパンを持って魔物達へと向かっていく。

　あらかじめジュリアが敵の掃討を始めてくれていたおかげで、敵の数は目に見えて減っていた。

　エルフ達は、鬼気迫る様子で見事魔物達へ突撃していく。

　エルフの里をかけた戦いの火蓋が、切って落とされるのだった――。




　俺達はジュリア達が去るのを見守ってから、とりあえず小屋に戻ってきた。

　エルフの里の皆は今頃戦っているだろうか……。

「ふわぁ～」

　と大きなあくびが出る。

　明らかに気の抜けている俺に対して、シュリの方は不安そうな様子をしている。

　なぜだろうか……と思ったがすぐにわかった。

　そういえば彼女は、ナージャのことを詳しく知っているわけではないのだ。

「安心して大丈夫だぞ、シュリ。ナージャは天才だ」

「天才……ですか？」

「ああ、少なくとも俺はあいつ以上のヒーラーを見たことがない。ナージャが向かったんだ……里のエルフ達は誰一人、死にやしないさ」

「ラックさんがそう言うんなら……信じます」

　彼女は伏し目がちだった目を開き、薄く笑う。

　俺の言うことを信じてくれようとしているその健気な態度に、思わず心がどきりと高鳴った。

「ちなみに知ってるかはわからないが、ナージャは『仮初めの英雄』のヒーラーだ」

「かりそめのえいゆう……って、『仮初めの英雄』ですか!?　あの魔王を討伐した!?」

「なんだ、知ってるのか」

「もちろんですよ！　超のつく有名人じゃないですか！」

「そうか？」

　まだひよっこだった頃から知っている俺からするといまいち実感がないんだが、たしかに街でも時折『仮初めの英雄』の話は聞くことがあった。

「『仮初めの英雄』を呼び出せるラックさんって、一体何者なんですか……？」

「ただの鍛冶師だよ」

「ラックさんがただの鍛冶師なわけないじゃないですか！」

　うーん……別に俺自身は普通の鍛冶師だと思うんだけどな。

　特別に才能のある鍛冶師でなくとも、恵まれた環境で何年も技術を磨き続ければ俺くらいにはなれると思う。

　やっぱり俺なんか、運が良かっただけの普通の鍛冶師さ。

「まぁ別にそれはいいさ。とりあえず俺は今日から、また何日か作業部屋に籠ろうと思う」

「今度は何を作るんですか？」

「とりあえず替えの包丁とフライパン……あとはまぁ、意欲作を一つってところかな」

　今のこの小屋には、まともな包丁がない。

　シュリは解体用のナイフを使ってなんとか素材を切っているのだが、やはりオリハルコン製の包丁の時と比べるといくらかやりづらそうにしている。

　それに代用として使っている深底フライパンも火力のせいで焼き加減の調節が難しそうだったので、とりあえずオリハルコン製の包丁とフライパンはもうワンセット作るべきだろう。

『絶対切断』はやりすぎだったから、切れ味の方はあまり弄る必要はないだろう。

　強力なエンチャントをつけなくていいならオリハルコンを使うのはもったいないので、今回はどちらもミスリルで作っていこうと思う。

　金属ごとに微妙にやり方が違うから、忘れないうちに加工していかなくちゃな。

　それじゃあまずは包丁の製作からだ。

　ミスリルの融点になるまで炉の内部の温度を上げてから、ミスリルを溶かしていく。

　溶けたのを確認したら取り出し、槌を使って魔力鍛造をしていく。

　ミスリルはオリハルコンと比べると少し粘り気が強いので、叩き方にコツが必要だ。

　また強度の問題もあり、あまり強く叩きすぎるとミスリルの構造が壊れ、魔力容量が減ってしまう。

　なので優しく丁寧に、赤ん坊を抱きしめる時のように神経を注ぎながら叩いては熱し、叩いては熱しを繰り返していく。

　叩いて割れたミスリルのそれぞれの魔力容量を限界ギリギリまで増やしてから、沸かして再度叩き、一つにまとめていく。

　あらかじめ用意していた魔力文字自体、ミスリルだと限界まで容量を拡張してギリギリ書き込めるようになるくらいの見込みだったんだが……思っていたより俺の腕が上がっていたらしく、想定していたより少し魔力容量に余裕ができるほどだった。

　今回は練習も兼ねて、神聖文字だけで魔力素描していく。

　魔力文字にはそれぞれ特徴がある。

　普通の魔力文字を王都で使われている話し言葉だとすれば、中期文明の魔力文字は片田舎で使われている、なんて言っているか聞き取れないけど文字に起こしてみるとまぁわからんではない田舎言葉くらい。

　そして古代魔族文字は、昔すぎてイントネーションから何から全てが違う完全に別言語。

　神聖文字も古代魔族文字とおおよそ同じなのだが、ただ神聖文字の場合は詩的な美しさがある。

　文脈の構成だけでなく韻を踏んだところを繰り返すことでわずかに効果を向上させることができたり、諧かい謔ぎゃくを利かせた単語なども多いため、書き込んでいて結構楽しかったりするのだ。

　古代魔族文字と違い暴力的なまでに強力な効果は発揮しないが、その分だけ扱いやすい。

　どちらかと言えば補助や支援などのエンチャントを発揮させた方が効果が高くなりやすく、俺が蘇らせた聖剣クラウソラスもその特性を活かし斬撃の威力より防御と回復に重きを置いている剣だった。

（古代魔族文字と違って、ぽしゃっても爆発が起きたりしないのもありがたい）

　俺が普段使っている作業着は、ドラゴンブレスを受けようがびくともしないような一級品の素材と、それらの魔力容量をギリギリオーバーするかしないかまで敷き詰められた魔力文字が記されている。

　だがたとえダメージを受けなくても、至近距離の爆発を食らえばどうしても衝撃は身体に届く。その間に下手に魔力情報がズレたりした時のストレスがヤバかったりするし、神聖文字だけで作ると非常に精神衛生的によろしい鍛冶ができる。

　ただ純粋に効果を求めるのならどうしても古代魔族文字を避けられないというのが、なかなか難しいところだったりする。

「よし、完成っと」

　そのままの勢いで、フライパンの方も作ってしまうことにしよう。材料はミスリルでいいかな。

　一度包丁を作って慣れていたおかげで、フライパンの方はささっと作ることができた。

　外に出てみると時間はまだ午後三時で、シュリが夕食の準備を始めるよりも前だった。

　ジルと一緒にリビングでまどろんでいる彼女に手を振る。

「ほいシュリ、できたからぜひ使って、使用感を聞かせてくれ」

「今回は事前に聞いておきたいんですけど……どんな効果がついてるんですか？」

「今回は神聖文字を使っているから、以前ほどのインパクトはないぞ」

「鍛冶に関しては、ラックさんの言葉は信用してませんから！」

　なぜかぷりぷりと怒り出すシュリ。

　信用してほしいところだ。鍛冶に関しては俺より真摯に向き合っている人間は滅多にいないぞ。

　今回包丁につけたエンチャントはいくつかある。『自動修復』や『耐久力向上』なんかの恒常的についている効果以外に、ついているものは一つ。

　その効果は『回復』だ。

　とりあえず実演してみせることにした。

　俺の指を、包丁を使って浅く裂く。

　当然ながら刃先が俺の皮膚を破り、つつ……と球のような血が出てくる。

　けれど見ていると……ふわっ！

　全身が柔らかい光に包まれたかと思うと、温かい感触が指先にやって来る。

　光が収まると、先ほど付けた傷が跡形もなく消えていた。

「と、まぁこんな感じで、もし包丁を使って傷付けても傷が治るようにできてるんだ。どうだこれ、調理人垂涎の一品じゃないか？」

「す、すごいです……これがあればお料理教室を開いても安心ですね！」

　一応、案としては、切ったものを自動的に燃やしてコンロ要らずな包丁や、切ったものを凍らせて保存しやすくした包丁なんてのもあったんだが、全てボツにさせてもらった。

　当たり前だけど、包丁なんだから使いやすいに越したことはないからな。

　ナージャにインスピレーションを受けて回復効果をつけてみたわけだが……たしかにこうして結果だけ見てみると、あまり包丁に慣れていない初心者向けのものになってしまったな。まぁそれでも、調理の時に怪我をしにくいというのも利点だろう。

　ただとりあえず回復効果は魔力容量を超過しないギリギリまで使って強化してあるから、普通に『回復』の魔道具としても使える逸品に仕上がっているはずだ。

「それじゃあこっちのフライパンの方はどんなものなんですか？」

「これも一緒で、『回復』の効果がついているぞ」

「……フライパンに、『回復』ですか？」

「ああ、油が跳ねたりしても大丈夫になっている……はずだ」

　実際に調理してみないと効果がわからないが、さすがにこの場で試すわけにもいかない。

　どうせなら自分が作ったものの結果も見てみたいし、こっちの方も実験してみることにしよう。

　というわけで台所にやって来た。

　ただ油を跳ねさせるだけでは芸がないので、おやつにポップコーンを作りながら試してみることにする。

　皮の硬いトウモロコシの実を用意し、軽くパラパラと塩胡椒を振ってから加熱していく。

　上に蓋を被せず、時間が経つのを待つ。

　すると……ぱうっ！

　勢いよく弾けた熱々のポップコーンがこっちに飛んでくる。

　避けずにむしろこちらから当たりに行くと……。

「あっち！　……おお、治ったぞ」

　当たって熱さを感じたかと思うと光りだし、火傷痕が消えた。

　包丁の方は初心者向けになってしまったけど、今度こそ料理をする人垂涎の品ができたはずだ。

　油跳ねの火傷は調理をするなら避けられないものだからな。

　とりあえず効果のほどは確認できたので蓋を閉めて、ポップコーンが出来上がるのを待つ。

　ぱこん、ぽこぽこぱこんっ！

「……ん？」

　目の前で小気味いい音をさせながら、実が弾けポップコーンが出来上がっていく。
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　だが何かがおかしいような……？

　もこもこもこっとものすごい勢いでポップコーンがどんどん作られていく。

「……なんか量、多くないか？」

　俺がそう言っている間にも、ものすごい勢いで量産されていくポップコーン達。

　その量は俺が最初に入れたはずのトウモロコシの量を明らかに超えていた。

「わわわわっ!?」

　そのあまりの量の多さにとうとう蓋を押しのけたポップコーンが、フライパンからあふれ出し始めた。

　ただそれでもまだまだ生産は終わらず、ポップコーンは変わらずもりもりと増えていく。

「な、なんですかこれっ!?」

　俺とシュリは慌てて火を止める。

　するとさすがにポップコーンの増産も止まってくれた。

　びっくりした……あのまま増え続けて、ポップコーンに押しつぶされるかと思ったぞ。

「ラックさん、これどういうことなんですか!?　やっぱりただのフライパンじゃないじゃないですか！」

「いや、今回ばかりは『回復』がついただけのフライパンのはずなんだが……」

　とりあえず落っこちたポップコーンを拾い、軽く払ってから確認する。

　気になったので、ひょいっとつまんで食べてみた。

　塩味の利いた味と軽い食感が楽しい、ポップコーンだ。

　使っている実もわりといいやつだし、アツアツなのでとっても美味しい。

（ただ少し、サイズが小さいような……？）

　落ちたものを拾ってから、フライパンをひっくり返して皿に空ける。

　とりあえずフライパンの謎は置いといて、おやつの時間にすることにした。

「お、美味しいれす～」

　シュリが頬に手を当てながら、目を細めている。どうやら獣人界隈には広がっていないものらしく、ものすごい勢いで食べ始めた。

「わふっ！」

　どうやらジルも気に入ったようで、シュリに負けない勢いで食べ始めている。

　フライパンからあふれ出すくらい大量に作ったポップコーンだが、あっという間になくなってしまった。

　効果の再確認がてら、もう一度ポップコーンを作ってみる。

　そこで俺はようやく、この無限ポップコーンの仕組みについて理解することができた。

　あふれんばかりにこんもりと盛られたポップコーンを提供しながら、なるべく噛み砕いてシュリに説明をしていく。

「つまりこれも『回復』の効果なんだ。トウモロコシの種がポップコーンになって弾けた、ということが怪我として認識されてるってことらしい」

　たとえば人が右手を失った際、ナージャのような使い手であれば強力な回復魔法をかけて欠損した腕を生やすことができる。

　その時、元あった腕が勝手に消えるかと言われれば、否だ。腕は腕としてそのまま残る。

　この『回復』のフライパンもやっていることはそれと同じだ。

　トウモロコシの実が弾けた瞬間に回復が発動し、弾けていない部分を急速に元の状態に戻していく。

　その際弾けてポップコーンになった部分はそのまま残り、回復した実は弾け、またポップコーンになる前に戻り……ということを繰り返すというのが、この無限ポップコーンの仕組みというわけだ。

「図はからずも、とんでもないものを作ってしまったな……」

　まさか回復効果を極限まで高めると、こんなことになるとは……この『回復』がどのくらいの範囲に有効なのかはわからないが、少なくとも加熱している限りポップコーンなら無限に作ることができる。

　間違いなく有用だが、こいつの影響がどこまで波及するか、ただの鍛冶師である俺には想像がつかない。

　ただ有用そうなのは間違いないから……とりあえずリアム達に一つずつプレゼントすることにするか。

（そのためにも、こいつの製作を成功させなくちゃな）

　俺はポップコーンをサクサクと食べながら、ノートに書き付けた魔力文字を確認していく。

　これから俺が作るのは――遠隔地に魔力で書いた文字を届けることのできる魔道具である。

　こいつが完成すればもっと簡単にリアム達と連絡を取れるようになる。

　今回のナージャの一件もそうだが、多分今後もなんやかんやで俺とあいつらの腐れ縁は続くことだろうからな。高速の連絡手段の一つや二つはあった方がいいだろう。

（そろそろ、エルフ達の戦いも終わった頃だろうか……）

　麓の先に広がっている大森林のその先にいるであろうナージャ達と、里に住まうエルフ達のことが頭をよぎる。

　まぁ、まったく心配してはないんだけどさ。

　何せ――ナージャが目の前で誰かを死なせるはずがないからな。




「はああああああっっ!!」

　それはあまりにも圧倒的な蹂躙劇だった。

　包丁がひらりと動く度に魔物達は切り刻まれていき、そしてあらゆる攻撃はフライパンによって防がれていく。

「す、すげぇ……」

「格好いい……」

　その姿を見たエルフ達から、思わず感嘆のため息がこぼれていく。

　魔物達からすると命を刈り取る死神であったとしても、エルフ達からすれば彼女はばっさばっさと魔物をなぎ倒していく英雄そのものだ。

　そう、包丁とフライパン捌きに関して天性の才能を持っている彼女は、英雄であるナージャでさえその資質を認めるほどに開花していた。

「主婦二刀流……俺も習えるかな」

「可能なら私だって習いたいわ！　少なくとも包丁捌きなら、男衆なんかには負けないもの！」

　先頭を切って進んでいくビビの戦闘スタイルには、気付けば主婦二刀流の名がついていた。

『いや、フライパンは刀じゃなくね？』などとマジレスしてしまう者がいるとすれば、恐らくそれは圧倒的な力を示すビビの力強い雄姿を見ていないからに違いない。

　激戦は続いているが、エルフ達には余裕があった。

　その原因は、後方で戦局を管理しながらエルフ達の支援を行っているナージャによるものである。

「エリアヒール」

　魔王の一撃すら一瞬で完治させてみせる彼女の祝祷術の威力は、他のヒーラーと比べれば隔かく絶ぜつしている。

　彼女は重傷者が出れば即座に回復を飛ばし、戦士達が戦いに傷付けばすぐさま全体回復を発動させ、誰一人として脱落者を出すことなくエルフの軍団を森の奥まで進めさせていた。

　ビビとナージャ、そして彼らがやって来るギリギリまで身を削って魔物達の数を減らしてくれていたジュリアの奮戦のおかげでエルフの戦闘部隊はどんどん歩を進めていき……そしてとうとう、彼らは最奥へとたどり着いた。

　そこに待ち受けていたのは……。

「ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＯ！」

　全身を紫色の鱗で覆った巨大な竜、ポイズンドラゴンだった。

　その討伐ランクはＡ。ただしその中では最上位に近く、Ａランク冒険者パーティーが複数で当たらなければ倒せないほどの難敵だ。

　けれどビビはそれほどの強敵を前にしても決して臆さず、むしろ不敵な笑みをこぼしながら前に出る。

「お前達は他の魔物を片付けていてくれ。こいつとは――私がやる」

　言うが早いか、ポイズンドラゴンとビビの姿が消える。

　紫竜の放つ攻撃には、全て毒が含まれている。

　振るう毒爪、噛み砕く毒牙、そして吐き出すポイズンブレス……その攻撃手段全てが毒を持ち、一撃でももらってしまえばナージャの解毒を受けなければ動けなくなってしまうほどに強烈だ。

　だが……。

「当たらなければ……どうということはないっ！」

　ビビはその攻撃をフライパンで捌きながら、包丁によって攻撃を加えていく。

　このポイズンドラゴンは魔物を結界内に侵入させていたことからもわかるように空間に作用する魔法も使うことができるが、『概念防御』を持つオリハルコンのフライパンはその全てを防ぎきっていた。

　また、いかに強固な爪を持っているとはいえ、ラックが現代に蘇らせた古代技術による『絶対切断』を持つ包丁には敵わない。

　ポイズンドラゴンの身体には傷が増えていき、このままいけばビビが勝利することができる……かに見えた。

「ＧＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!」

　けれど自らの劣勢を悟ったポイズンドラゴンは、そこで肉を切らせて骨を断つ作戦を採った。

　ポイズンドラゴンが攻撃を放つと、ビビはそれを当然ながらフライパンで防ぐ。

「はああっ！」

　そして続けざまに包丁の一撃を放った。

　その突き込みを、ポイズンドラゴンは敢えて前進して受けた。

　スパッと右前足が断たれたが、一瞬のうちに近付かれたせいでビビにフライパンを使うだけの余裕はない。

　更にポイズンドラゴンはそこで、範囲攻撃であるポイズンブレスを選択する。

　この至近距離では避けることはできず、今からフライパンを引き戻しても間に合わない……。

　だが包丁の天稟の才を持つ彼女には、正解の道を照らす一筋の光が見えていた。

「主婦二刀流を……舐めるなああああっっ!!」

　彼女は右手に持つ包丁を、全力で振るう。

　彼女は包丁に込められた『絶対切断』の能力を完全に己の制御下に置き――ポイズンブレスという攻撃それ自体を、切断してみせたのだ。

「おおおおおおおおおおおおおっっ!!」

　続けざまに放った一撃は、ポイズンドラゴンの頭部に突き立つ。

　そして竜はそのまま、二度と起き上がることはなかった。

　ビビは両手を高く掲げると、包丁とフライパンを両手でクロスさせる。

「「「うおおおおおおおおっっ!!　主婦二刀流！　主婦二刀流！」」」

　主婦二刀流のシュプレヒコールが鳴り止まぬ中、統率する個体のいなくなった魔物達が、森の中を千々ちぢに逃げ始める。

　ビビは手に持つ包丁を魔物達に向けながら、大声で叫んだ！

「掃討に移る！　皆の者、私に続け！」

　こうしてビビは見事森の異変の元凶を打ち倒し、エルフの里には平和が戻るのだった――。




「――と、いうわけで。見込みのありそうなエルフ達に渡すために、できればフライパンと包丁のセットをいくつか頼みたいんだが……」

「……まるでわけがわからんぞ!?」

　新たな包丁と鍋を作ってから数日後、俺は魔物達を無事に倒して帰ってきたビビの報告を受けていた。

　ちなみにジュリアは既に帰り、ナージャの方はエルフの里に滞在して何かをしているらしい。

　ビビの報告を最初のうちはふんふんと納得しながら聞いていたんだが、途中でさすがに聞き流せなくなり、最後の方は質問をしたくてそわそわしてしまっていた。

　――主婦二刀流って、なんだ!?

「当然、包丁とフライパンを使い戦う私が編み出した流派のことだ」

　あまりの驚きに、心の声が漏れ出してしまっていたらしい。

　包丁とフライパンによる攻防一体の流派、主婦二刀流。

　魔物を一刀両断してみせる攻撃力と、どんな攻撃も防げる絶対の防御力を兼ね備えたこの二つを使うことでビビは凡人では越えられない、いわゆる強さの峠というやつを越えた。

　そんな彼女のようになりたいと、今エルフの里では包丁とフライパンを持って狩りに出かけるのがブームになっているらしい。

　上司である長老衆も、包丁とフライパンを武芸の科目に入れるかどうか真剣に議論しているそうだ……そんなもの議論するまでもないだろ!?

　俺は眉び目もく秀しゅう麗れいなエルフの狩人達が皆右手に包丁を、そして左手にフライパンを持っている姿を想像してみた。

　……あまりにシュールすぎる。思わず噴き出しそうになってしまったじゃないか！

「それと……続けて頼んでしまって申し訳ないのだが、できればこの包丁と鍋を、買い取らせてもらいたいんだが……」

　どうやら俺がツボっている状態でなんとか爆笑せずに我慢しているのを、機嫌を悪くしたと捉えたらしく、ビビが申し訳なさそうな顔をして言ってくる。

　幸い今は新しい魔道具の方が無事完成したので気分がいい。

　何十個も作れと言われたら面倒なので断りたいが、数個くらいであれば用立ててもいいだろう。

　それにあの包丁と鍋に関しても、買ってもらうのは問題ない。

　ビビの主婦二刀流の才能は本物だ。

　彼らも自分達のことを有効活用してくれる人間に使われたいと思っているだろうしな。

「両方とも構わない。ただし支払いは金以外で頼む。金には別段困ってないからな」

「な、なんだろうか……もしかして、か、身体かっ!?　わ、私の貧相な身体でよければ差し出すが……は、初めてだから、優しくしてくれると助かる……」

「とんでもない勘違いをしないでくれ！」

　人聞きの悪いことを言わないでくれ！

　さっきからシュリがこっちをものすごい顔で睨んでいるじゃないか！

　シュリの弁明も兼ねて、慌てて説明させてもらうことにした。

「俺が教えてほしいのは、エルフの魔力文字だよ……できればエルフの鍛冶師から直接教えを請いたい」

「本当にそんなことでいいのか？」

「ああ、エルフの魔力文字に触れることができる機会なんてそうないからな。是非お願いしたい」

「――ああ、任せてくれ！　ただこれだけだとまだまだ対価に見合っていないだろうから、貸し一つということでどうだ？　何かあれば連絡してくれれば、私が手を貸そう」

　ということで俺は急ぎで魔鉄で包丁と鍋を作っていった。

　途中でビビは新たに作ったミスリルの包丁とフライパンを見て羨ましそうな顔をしていたが……残念ながらこいつはまだあげるつもりはない。

　もしビビに渡すとしても、リアム達にいろいろと確認をしてもらってからになるだろう。

　こうして大量の包丁とフライパンを持っていったビビとは別れ……しばらくしてからやって来たエルフの鍛冶師からエルフの魔力文字を教えてもらうことができた。

　エルフの魔力文字は今まで習ってきた文字とはまたひと味もふた味も違い、新たな知見と発想力を培うことができたので非常に参考になった。

　これでまた、鍛冶の頂に近付くことができたぞ……ふふふ、笑いが止まらないな。










第四章　本物の英雄と本物の鍛冶師




　とある魔道具の研究が一段落したところで、俺はエルフの魔力文字――エルフ魔力文字の探究に励むことにした。

　エルフ達の間で使われている魔力文字は、現代のものとさほど変わらない。

　にもかかわらず彼らは、およそ現代の魔力文字では不可能なほど強力な結界を張ることができている。

　その理由はどこにあるのかと言われれば、それこそがエルフ魔力文字の特徴にあるわけだ。

　――エルフ魔力文字は、それ自体が複数の意味を持つことができる。

　その理由は、エルフ魔力文字の韻を踏む形式と複数の意味合いを持つ玄げん妙みょうな性質にある。

　たとえばＡとＢという単語があるとすると、人間の魔力文字であれば当然ながら二つの意味しか持つことができない。

　ただエルフ魔力文字の場合、たとえばＢに使う単語をＡの韻を踏めるＣとした場合にＡ、Ｃ、ＡとＣで韻を踏めていることによって発生するＤという三つの意味合いを持たせることができる。更にここにＣが複数の意味を持つ単語であった場合、ＥやＦの魔法効果を発生させることもできる。

　こんなことを単語ごと、文節ごと、文意ごとに大量に行っていると言えば、その難解さが理解できるかもしれない。

　そんな風に、エルフ魔力文字は長大な魔力情報の中に情報を大量にちりばめていくことで、人間の魔力文字を使っていては到底不可能なだけのエンチャントを施すことに成功している。

　もしこれを神聖文字や古代魔族文字にも応用することができれば……あるいは今よりも更に強力なエンチャントを複数つけることすら可能になるかもしれない。

「……ク……」

　ただこれが非常に難しい。

　そもそも生き字引のいるエルフ魔力文字と違い、古代魔族文字と神聖文字を同時に使おうとした場合、両者の複数の意味合いを調べることはできない。

　更に言えば古代魔族文字と神聖文字がその韻や意味合いにおいてどのような感応を起こすのかの予測はざっくりとしかできず、かなりの確率で予期しない効果を発揮させてしまう。

　この技術を使ってしっかりと実用に耐えるレベルの鍛冶を行うためには、大変な試行錯誤がいる。

　だがそれで見えてくるものもあるはずだ。

　なかなかに研究しがいが……。

「ラックさん！　ご飯ですよ！」

「うおっ!?」

　びくっとしながら振り返ると、そこには持っているオリハルコンの鍋をカンカンと打ち鳴らしているシュリの姿があった。

　どうやらもう飯の時間になっていたらしい。

「もうちょっとだけ……」

「そう言って今日の朝ご飯も抜いたじゃないですか！　夜ご飯くらいきちんと食べて、しっかり栄養を摂ってください！」

「は、はい……」

　俺は手を引っ張られ半ば強引に連れ出される形で作業部屋を後にする。

　鏡に映った自分の姿があまりにも情けなくて、ちょっと泣きたい気分になってくる。

　リビングへやって来ると、既にそこにはほかほかと湯気を立てている食事がある。

　ジルの方は既に食べ始めているらしく、がつがつと勢いよくスペアリブをかじっている。

　この狼、最近では人の作る料理の味を覚えたせいで、一日三食きちんと小屋でシュリの料理を食べている。

　ちなみに外で狩った魔物はまた別腹で普通に食べるという話だ。驚くほどの食いしん坊っぷりである。

「いただきます」

「いただきます」

　シュリとの共同生活にもずいぶんと慣れたもので、今では一日のルーティーンもしっかりと決まっている。

　一人で暮らしていた時は作業の具合によって飯を一日抜くことくらいはまったく珍しくなかったのだが、シュリが来てからというもの絶対に一日に二食は飯を（半ば強制的な形で）食べることになった。

　睡眠時間の方も同様で、俺が根を詰めて二日以上連続で徹夜をしようものなら、鬼の形相でやって来たシュリの手によって強制的にベッドに送還されてしまう。

　おかげで生活はずいぶんと規則的になった。もっとも、普通の人間と比べればまだこれでも不規則なのかもしれないが……。

　最初はインスピレーションが爆発している最中に作業を打ち切られたり、アドレナリンでギンギンになっている状態でベッドに連れて行かれたりしたせいで苦労もあったが……そこはシュリもさる者。

　ある程度タイミングが掴めるようになってきてからは、俺が一休止取るタイミングを狙い澄ましてやって来るようになったので、被害（と言っていいのかはわからないが）も最小限で済むようになった。

　ずっと家に閉じ籠っていては駄目だと、時たまシュリに連れられてハイキングや散歩をしたりすることもあるため、しっかりと健康で文化的な生活を送れていると言えるだろう。

「ごちそうさまでした」

「お粗末様でした」

　食後のデザートまでしっかりと平らげたら、シュリが入れてくれたお茶を飲む。

　なんでも自生していた豆を煎ったものらしいが、風味がなかなかいい。

　ほんのり甘い後味も含めて、俺の好きな味だった。

「ふぅ……ん？」

　警戒のために作っておいた魔道具が、チカチカっと明滅するのが見える。

　だがジルの方は何もせずゆったりとしている。

　来客者に敵意はないと考えるべきだ。

　誰かと思い待っていると、やって来たのはナージャだった。

「日付の感覚は曖昧だけど……結構エルフの里にいたよな？」

「はい、エルフの方達と対話ができる機会は滅多にありませんので、この機会にと思いまして……」

「なるほど」

　里の危機も去ったのに長いこと滞在しているから何かしら事情があるとは思っていたが……エルフ達と交渉でもしていたんだろうな、多分。

　現在エルフやドワーフ、ハーフリングなどの純粋な人種以外の亜人達とはほとんど窓口らしい窓口が存在していない。以前から交流のあった獣人を除くと、その交流は極めて少ない。

　エルフは長い寿命を持ち、学術的、魔法的な知識は人種のそれをはるかに凌駕する。

　であれば技術交流などの形で彼らと関わりを持っておきたいと思うのは当然のことだろう。

「実はそれ以外にも少々立て込んだ話をしておりまして……」

「立て込んだ話？　エルフの危機は去ったんじゃないのか？」

「ええ、それが……」

　ナージャは一度ちらと小屋の外を見やってから、覚悟を決めたような顔でこちらを見つめてくる。

「問題はエルフの里ではなく――里を越えた先にあるドワーフ達の暮らす造山地帯で起こっているらしいのです」

「ドワーフ達までいるのか……」

　実際にエルフがいたから、もう驚かないぞ。

　エルフ同様、ドワーフとも一度も会ったことがない。

　ドワーフには優れた鍛冶師がいるという話は鍛冶師界隈では有名な話だったりするから、一度くらい話してみたいな。

　ビビとも普通に対話ができたし、交流ができると助かるんだが……。

「ラックさん、実は――外に一人、助けを求めに来たドワーフの少女がいるのです」

「話が早くて助かる」

「話……ですか……？」

「あ、いや、すまん。こっちの話だ」

　ドワーフと話せるとあってつい気持ちが逸はやってしまった、これではいけない。

「外で待たせるのもあれだし、連れて来てくれていいぞ」

「そう言ってくれると助かります……少々お待ちください」

　ナージャは一度外へ出ると、すぐにドワーフを連れてやって来た。




　俺の前に姿を現したのは……。

「ど、どうか……ドワーフ達をお救いください、ラック様！」

　なぜか顔を合わせるなりものすごい勢いで土下座をしてきた、見た目が一桁年齢の幼女だった！

　――とにかく顔を上げてくれ、外がい聞ぶんが悪すぎる！




「私の名前はアリーシャと申します、ラック様」

「さっきから言ってるが様付けはよしてくれないか？　せめてさん付けにしてくれ」
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「……わかりました、ラックさん」

　とりあえず土下座から直ってもらった幼女は、アリーシャというらしい。

　ちなみに見た目的には完全にロリなのだが、これで成人している立派なレディーということだ。

　こういうのをなんと言うんだっけか……合法ロリ……だったか？

　一部のマニアが見たら飛びつきそうなほどに愛くるしい見た目だ。

　彼女は先ほどからなぜか、ものすごいキラキラとした目で俺のことを見つめてきている。

（ナージャ、お前一体この子に何を吹き込んだんだ……）

　咎めるような目でナージャを軽く睨むと、何を勘違いしたのか、ナージャは何故かふふんと自慢げに胸を張った。

　……駄目だ、残念ながらまったく意思疎通ができていない。

「エルフ達のリーダーを務めているビビという女性から、ラックさんであればドワーフの現状をなんとかできるに違いないと聞きました！　ナージャさんもラックさんであれば解決できないことはないと！」

「お前……ビビやナージャから何を聞いたのかはわからないが……俺はただの鍛冶師だ。できることなんて、本当に些細なことだぞ」

　ぽりぽりと後頭部を掻く。

　鍛冶の腕になら自信はあるが、俺はその辺にいる十じっ把ぱ一ひと絡からげにできるような凡人だ。

　ただ鍛冶が好きなだけの俺に、ドワーフ達が困っているような難題が解決できるとは思えない。

　まぁ武力で解決できる問題ならなんとかできるかもしれないが……俺は基本的にオーダーメイドでしか武器を作らない。数人分の装備を作るくらいが関の山だ。そんなんでは大局的に問題を解決することはできないだろう。

　もちろん、俺にできることなら手伝わせてもらうけどさ。

　ちょうどエルフ式の文法を使って鍛冶がしてみたくてうずうずしていたところだったんだ。

「アリーシャさん、もしよければラックさんに詳しい事情を話してあげてくれませんか？」

「はい、えっとですね……」

　あまり慣れていないからか、たどたどしい口調で話してくれた内容はざっとこんな感じだった。

　現在アリーシャの所属しているドワーフの共同体は、食料難にあえいでいる。

　その原因は今までドワーフ達が穫っていた燕えん麦ばくや大麦が突如として不作になったからだという。

　今はまだ備蓄を放出しているためになんとかなっているが、このままでは早晩餓死者が出てしまう。

　そこでまず、彼女は他のドワーフ達の共同体に助けを求めたのだという。

　すると他の共同体でも、同様の食料不足が起こっていた。そのせいで、むしろあちらから食料を分けてほしいと頼まれてしまうほどにどこも厳しい状態だったのだという。

　ドワーフ達は現状を打破するために、エルフの里へ助けを求めることにした。

　ただエルフの里へ行こうとしても結界に阻まれてなかなかたどり着くことができない。

　どうやって突破したものかと難儀していたところ、突然ものすごい大きな叫び声が聞こえてきた。

　そこで大量の包丁とフライパンを持っている謎のエルフ達と、その先頭を行くビビと出会ったのだという。

「あれは儀式か何かだったのでしょうか……どうやらエルフ達の文化は、私が知らないうちに大きく変化していたようです……」

「わかります」

　つい先日、やって来たビビから追加で包丁とフライパンのセットの注文を請けた俺は、彼女の気持ちに痛いほど共感できた。

　人生でこんなにたくさんの包丁とフライパンを作ったのはさすがの俺も、あれが初めてだったよ……。

　――なんで主婦二刀流の勢い、とどまるところを知らないんだよ……っ！

　どう考えても剣と盾の方が強いだろうが……っ！

　間違いなくあれはビビの才能あってのものだと思っていたんだが、どうやらビビは最近本格的に主婦二刀流を体系的な流派にしようと取り組んでいるらしく、誰でも見事な包丁とフライパン捌きができるよう教理も固まってきているのだという。

　恐ろしい話だよな……って、いかんいかん。今はそれよりドワーフの話だ。

　つい大量の包丁とフライパン作成のストレスのせいで思考が逸れてしまった。

「そこでビビやナージャさんと知り合うことができた私は、まずは背に腹は代えられないとエルフ達に助けを求めることにしたのです」

　どうやらドワーフの方もエルフ達を良くは思っていないらしく、しぶしぶという感じがこちらにもひしひしと伝わってくる。

　だがエルフ達の方にも、そこまで食料の余裕はないらしかった。

　彼らは元々が狩猟民族であり、外と交易で何かを輸出入するという考え方自体を持っていない。

　穀物も育ててはいるが、それはあくまでも自分達が消費する程度の量。自活できる以上の量はない。

　そのため他部族の食料難までは解決のしようがなく、領主としてある程度小麦類の融通が利くナージャに頼ることに決めたようだった。

　そしたらナージャがこちらに来る際に俺のことをあれやこれやと褒めたものだから、それならあのラックさんであればなんとかできるはずだと、俺にお鉢が回ってきたということらしい。

　なんというか……信頼が厚すぎる！

　そこまで真っ直ぐ信じられると、俺の方も応えなくちゃいけないような気になってくるから不思議だ。

「ラックさんに頼ってなんとかならなかったことは一度もなかったですからね。信用しているんです、あなたのことを」

　そう言ってにっこり笑うナージャ。

『仮初めの英雄』からの製作依頼ではリアムの言うできるわけねぇだろってタイプのやつが一番キツかったが、その次に無茶を言ってくるのはいつだってナージャだった。

　彼女の無茶ぶりはいつも、こちらができるかどうかギリギリなところをついてくるものだから、鍛冶師としての創作魂が疼いてつい百パーセント以上の力を出してしまうのだ。

（幸か不幸か、食料難を解決できそうな手段がつい先日手に入ったんだよなぁ……偶然って怖い）

　俺は再びぽりぽりと頭を掻きながら、頭を回転させた。

　そして台所へ行き、ミスリルでできた包丁とフライパンをちらっと見てから、脇に置かれていた『収納鞄』を取ってくると、アリーシャの前にドスンと置いた。

「実はこいつの中に大量の食料が入っている。ある程度時間はかかるが、量も用意できるぞ」

　俺の説明を聞いたアリーシャの顔がみるみるうちに明るくなっていく。

「す……すごいです！　さすがラックさん！　さすラック！」

「……変な略し方しないでくれるか？」

　常に微笑を浮かべているナージャは口角を更に上げ、そして小さく笑った。

「ね、だから言ったでしょう？　ラックさんに任せれば、どんな問題も解決するって」

　ナージャの期待が重すぎる、が……とりあえずできることをしていきましょうかね。




　最初は包丁とフライパンを直に貸そうと思ったが、さすがに怖かったので渡すのは『収納鞄』に入った食料という形にさせてもらうことにした。

　別にアリーシャが信用できないわけではないけれど、ものがものなのでよほど信頼がないと誰かの手に渡すのは怖い。

　何せこの二つ……直接的な戦闘能力こそ大してないものの、その凶悪さは下手をすればオリハルコン製のそれを上回るほどなのだから。

　まずいろいろと試してみた結果、『回復』によって材料を回復させることができる力は、フライパンだけでなく包丁にも宿っていることがわかった。

　というか調理の都合上、フライパンよりも包丁の方が効果は強力だった。

　このミスリル包丁の場合、素材を包丁によって切り離すことで怪我をしたと認識され、回復効果によって元の部分を取り戻すようなエンチャントになっていたのである。

　この怪我をしたと判断されるラインは、およそ素材の五分の一前後まで。

　つまり一キログラムのブロック肉から二〇〇グラムの肉塊を切り落とすと、ブロック肉の方で回復が発動し、元の一キログラムに戻るといった具合である。

　これを使えば、まるで錬金術のように大量の肉を生産することができる。

　この二つの道具があれば少なくとも食料不足は回復させることができるだろう。

　ただこれはあまり軽々しく世に出していいものではない。

　具体的に言うとこんなヤバい代しろ物ものが作れたということが発覚すると、俺の身が危うくなる。

　なので俺が『収納鞄』を作り、シュリが包丁で肉や野菜をカットして増やしていき、そしてジルがフライパンでポップコーンを製作（今回ばかりは盗み食い禁止と納得させた）という風にしっかりと役割分担をした上で、食料生産をしていくことになった。

　その間にナージャには領地に戻ってもらい、あいつらに俺が作った新作の魔道具を渡してもらうことにする。

　俺が作っていた新作の魔道具というのは……『通信』の魔道具だ。

　送受信が可能で音声と映像を行き来させることのできる魔道具の製作に成功したのだ。

　通信を一秒するのにＡランクの魔石相当の魔力を使うために使える人物は非常に限られるが……なんにせよこれで、リアム達とのホットラインを作ることができる。

　山暮らしをして俺は痛感した。

　一度交友関係を切って、孤独な暮らしをしたからこそ思うのだ。

　やはり人との関わりというのは、大切だと。

　もちろんコミュニケーションに充てる時間は最低限でいいという考え方が変わったわけではないが……できればリアム達とくらいは、定期的に連絡を取っておきたい。

　そんな風に思うようになったのは……自然に囲まれる暮らしをした中で、俺が丸くなったからなのかもしれない。

　とりあえずナージャから連絡が来るまでは、ひたすら『収納鞄』作りに精を出すとしますかね。

　何せ数千人のドワーフ達全部をまるっと救うほどの食料が必要なわけだからね。

　鍛冶師としては少し物足りなくもあるが……人のために生きることこそ、鍛冶師の本懐……だからな。




　ドワーフの里は基本的に、鉱山の中に作られている。

　傍から見ると大量に空いている、巨大な蟻の巣とでも形容すべき大きな空間が、彼らが里と呼ぶ居住スペースになっている。

　最初はいちいち鉄鉱石を里まで運んでから精錬をしていたのだが、そのうちにそれなら鉄鉱山の近くでそのまま精錬をした方が楽ではないかと居を移し、更にそれが発展する形で鉱山そのものに住む形が定着するようになった。

　そんなことをすれば落盤事故や健康被害が馬鹿にならないのではないかと思われるかもしれないが、そちらも問題はない。

　何せ彼らは天性の手先の器用さを持っており、それをもの作りに使った際には格別の力を発揮する。

　坑道と居住用の洞穴をしっかりと分けて、落盤が起きぬよう鉄で補強するくらいはお手のもの。

　少なくとも現在人種が使っている魔力文字やエルフ魔力文字では作れぬような魔道具を作ることができる彼らは、『浄化』や『濾ろ過か』などの魔道具を稼働させることで鉱業による健康被害を受けることなく生活を続けることが可能であった。

　己の興味の赴くままに製作活動に打ち込むためにしばしば寝食を忘れる彼らではあるのだが、ここ最近はそんなことも言っていられないような事態になってきた。

　――未み曾ぞ有うの食料難が、ドワーフ達の里を直撃したのだ。

　病気に無縁な頑がん健けんな肉体を持つ彼らであっても、さすがに空腹には敵わない。

　その原因は不明。

　しかし今年度の秋に収穫するはずの作物は、ほとんど全てが駄目になってしまったのだ。

　今までなら収穫できていたはずの大麦や燕麦、各種野菜は黒ずみ見る影もないような見た目になってしまい、またかじったネズミが死んでしまうほどの強烈な毒素まで持ってしまっていた。

　今まで溜めていた備蓄があるからなんとかなっているものの、このままでは……誰もがそんな危機感を覚えながら、動くことができないでいた。

　そんな中、精力的に動く一人の少女と、その彼女を裏で動かしている男の名は、電撃的な速度でドワーフ達のネットワークを通じて広がっていく。

　その理由は単純にして明快だ。

　何せ彼女達こそが――誰も融通することができなかったはずの大量の食料を、分け隔てなく配ってみせる……救世主だからである。




　そこはドワーフ達のいくつもある里の中でも特に南方にある、ガジールの里。

　集落の中で力を持つリーダー格のドワーフ達が、むしろの上であぐらをかき、顔をつき合わせながら話をしていた。

「くそっ、もう備蓄の大麦が切れかけちゃあおしまいだ！」

「もって後一ヶ月、か……」

「万事休す、ということか……」

　彼らの顔は一様に暗い。

　皆顔を俯うつむかせながら、大きなため息を吐いていた。

　が、それも当然のことだ。

　ガジールの里に暮らすドワーフの数はさほど多くはない。

　けれどそれでも大麦の袋が五十というのは、あまりにも少なすぎる量だった。

　このままでは一ヶ月もしない間に尽きてしまうだろう。

　リーダーである彼らとて、決して余裕はない。いやむしろリーダーであるからこそ彼らは率先して飯を女子供に分け与えていた。

　こんな状況であれば酒も貴重なエネルギー源だと、彼らは空きっ腹に酒を流し込んでなんとか最低限の栄養を補給しているような状態だった。

　故に彼らの顔色は里にいるドワーフ達よりも更に悪く、その頬はこけ、本来であればつやつやとして光沢があったであろう顎鬚はしなびた干物のようになってしまっている。

「ビルの里にやったモングはどうした？」

「そっちも駄目だった。わかっちゃあいたが、状況はどこも厳しいらしい……」

　これだけの食料難なのだ、当然ながら彼らもほうぼう手を尽くしている。

　周囲のいくつもの里に救援を出し、まだ元気がある者に食料と交換できるものを持たせエルフの里へと向かわせもした。

　ただ帰ってくる返答は、どれもつれないものばかり。

　同時多発的に起こっているであろう食料難の前では、いかに優れた魔法技術を持つドワーフであっても無力であった。

「野性動物がわずかに残っていると聞くが、そっちはどうなんだ？」

「駄目だな。狩人んところのリュートに聞いた感じだと、既に獲物もほとんど残っちゃいないっていう話だった」

　ドワーフの里は鉱山にあるが、周囲には未だ自然豊かな森も多い。

　そこから食料を獲ればいいと最初は誰もが思ったが、その目論見も上手くはいかなかった。

　何せ……。

「魔物が消えちまったわけだからな……跡形もなく」

「もしかするとスタンピードが起きるのかもしれねぇぞ？」

「起きたとしてもその頃には俺らは全員骨と皮になってるさ」

「はっ、ちげぇねぇ」

　生息地域から魔物が消える現象は、大量の魔物が徒党を組んで暴れ出すスタンピードの兆候に似ている。

　けれどリーダーの一人が言っていたように、それが起こるよりも間違いなく食料が底をつく方が早いのだから、考えるだけ無駄な話でもある。

「……聖女アリーシャ様が来てくれるとありがたいんだがなぁ」

「馬鹿かお前、あんな与太話を信じてるのかよ!?」

　聖女アリーシャの話は、ドワーフ達が食料難にあえぐようになってからどこからともなく広がり始めた話だ。

　ここ最近、巷では誰も彼もが彼女の話ばかりを口にしている。

　どこからともなく現れたドワーフの女性が、大量の食材と共に来ては、また同胞を助けるために去っていく……。

　恐らくは絶望の中に希望を見出すために、誰かが作り出した創作だろう。

　はんっと一人の男が鼻で笑うが、次の瞬間、勢いよく扉が開かれる。

「た、大変です！　アリーシャを名乗る者がやって来ております！」

　その言葉に、皆が顔を見合わせる。

　彼らは誰からともなく頷き合うと、その人物の元へと向かっていった。

　そこにいたのは、一人の女性だった。

　ドワーフの男達からするとかなりの美人に見える彼女は、彼らから挨拶を受けると、

「私はアリーシャと申します。食料を持ってきましたので、食料庫へ案内してもらえると助かるのですが……」

　男達は言われるがまま、空っぽの食料庫へと向かう。

　彼女は背負っている背嚢に手をかけ……それをひっくり返した。

　するとなんとそこから……食料が飛び出してくるではないか！

　まず最初に出てきたのは……大量のよくわからない白い何かだった。

「これはポップコーンといいまして、トウモコロシという穀物でできている食料です。一つ一つは軽いですが、しっかりと量を食べればお腹は膨れます」

　そのポップコーンなる食料が袋を一袋、二袋、三袋……百を超える袋をパンパンにするほどに大量に飛び出してくる。

　これだけあれば当座はしのぐことができるだろう。

　続いて飛び出してきたのは、新鮮な野菜や肉といった生鮮食品。

　収穫ができない状況で長いこと口にしていなかった野菜に、狩人が頑張ってもせいぜいがネズミや小さな鳥程度だった現状下では口にすることができなかった肉。

　それらを目にして、その場にいる全員がごくりと唾を飲み込んだ。

　それらは全てがなぜか薄切りにカットされていたが、そんなことは彼らからすれば些細なことであった。

　何せどれだけ食べようと思っても手の届かなかった食材が、食料庫を満たすほど大量に支給されたのだから。

「それでは私はまた次の集落へ向かいます。次の補給からは私ではなく私の代理人がやって来る手はずになっておりますので、よろしくお願い致します」

　次の支給日や代理人に使う符丁などを伝えると、彼女はそのまま風のように消えてしまった。

　まるで夢か何かを見ているようだった。誰もがどこか呆けたような顔をしている。

「ありがたや、ありがたや……」

　だが目の前にある大量の食料は紛れもなく本物であり、これもまた紛れもない現実であった。

　彼らにはわかったことが二つあった。

　一つ目は自分達は助かったのだということ。

　そして二つ目は、彼らを助けてくれた聖女アリーシャと、彼女を動かしている鍛冶神ラックは本当に存在するのだということだ――。




「よし、こっち上がったぞ！」

「はい、今すぐ詰めます！」

　俺は小屋を出てすぐのところで食材の回復を行っているメイドのラディに、作り上げたばかりの『収納鞄』を渡す。

　彼女は途中からやって来ることになった、ナージャの腹心のメイドの一人である。

　ラディは俺が作り上げた『収納鞄』を取りに来ると、そのまま外へ出て、巧みな包丁捌きで切り落としていた食材をひょいひょいと中へ入れ始める。

　そのすぐ隣からは、ぱああっという回復効果の発動する音と光が見えていた。

　見ればシュリが、目にも留まらぬ速度で食材を切りまくっている。

　こんな風に外ではナージャのメイド達が食料の増産に励んでいるわけだが……意外なことに、中でも一番食料を回復させるペースが速いのはシュリだった。

　彼女は食材の回復する量をしっかりと把握しており、これ以上は回復が発動しないというギリギリのラインで食材を切っては再生させていた。

　その速度はなんと驚くべきことに普通の『収納鞄』ではあっという間に中身が埋まってしまうほど。

　おかげで俺は彼女用に特注で金属製の箱形『収納鞄』を作らなければいけなくなってしまった。

　ただそれだけの効果はあり、箱形『収納鞄』は一つあるだけで巨大な里二つ分賄えるくらいの食料をしまうことができる。その分重たいので持ち運びが大変だったりするが、それを補って余りある効果だ。

　――あれから俺はフル体勢で鍛冶に移ることになった。

　なんだか当初は軽く考えていたんだが想像していた以上に大おお事ごとになってしまった。誰かを助けるためだと思えばそう悪いもんじゃないが、疲れるものは疲れるから心の中で泣き言を言うくらいのことは許してもらいたいもんだ。

　俺の見通しが甘かったせいで、いくつもの誤算が生じてしまい、結果的に想像していたより大量の時間を取られてしまっている。

　ドワーフ達の人口は予想以上に多かったこと。そしてドワーフの暮らしている領域は俺が想定していたよりはるかに広がっており、その全てで食料問題が発生していたことなど、数え上げればキリがないほどだ。

　最初は俺・シュリ・ジルの二人と一匹態勢で回そうとしていたんだが、そんな状況だとすぐに手が足りなくなってしまった。

　そこでまず最初にやったのは、ミスリル製の『回復』包丁とフライパンの増産だ。

　食料を大量に生産できれば、それだけドワーフ達に食料が回るペースも上がるからな。

　元々リアム達に一組ずつプレゼントする予定ではあったので、『仮初めの英雄』それぞれにワンセットずつの合わせて四組と、普段使いするための一組の合わせて五組を用意させてもらった。

　次に行ったのが人員の確保だ。

　食料を増産するための人手と、増産した食料をドワーフの里まで届ける者達が両方必要だった。

　前者はジュリアに連れてきてもらったナージャの腹心のメイド達を使うことになった。

　それだけの人員が小屋に泊まれるわけもないので、今では外に仮設小屋まで建てている状態だ。

　かなり大規模に食料を増産することになったのはいいが、もう山に隠れ住んでいる感はゼロだ。

　そして後者の方はというと……。

「来ました、ウッディさん！」

「用意はしてある！　持っていってくれ！」

　アリーシャの里のドワーフの女性が、メイド達が切って回復させた素材を大量に詰め込んだ『収納鞄』を持って森の中に消えていく。

　彼女の護衛をしているドワーフ達がこちらにぺこりと頭を下げてきたので、俺は軽く手を上げて挨拶だけさせてもらうことにした。

　そう、後者の方はとりあえず一番最初に食料問題をなんとかできたアリーシャの里の人間を使うようにしていた。

　エルフほどではないとはいえ、ドワーフ達も人種のことはあまり良く思っていないらしいからな。それに同胞同士の方がいろいろと話が早いだろうという目算もあり、そちらの方は狙い通りに上手いことスムースに話を通すことができていた。

　こんな風にいろいろと大規模になりながらも、俺達の食料増産は今のところ順調にいっていた。

　もちろんこれはあくまでも一時しのぎの応急措置だ。

　所詮十二、三人の作業量では、恒久的に食料問題を解決できるような事態にはならない。

　ただ、しばしの時間が稼げればそれで構わないのだ。

　何せ困っている人を助けるのは俺のような普通の鍛冶師の領分じゃなく――仮初めの取れた、本物の英雄達の仕事だからな。

　その日の夜、俺が作りナージャに渡していた『通信』の魔道具に着信があった。

　とうとうリアム、フェイ、ミラ、ナージャの四人の元に魔道具が行き渡り、連絡を取ることができるようになったのだ。

　俺はその日のうちに四人とアポを取り、久しぶりに『仮初めの英雄』の四人と顔を合わせることになったのだった――。




「あーテストテスト、聞こえますか？　僕だよ、リアムだよ」

「うるさいわね、そんなに大声出さなくても聞こえてるわよ！　こちらはフェイ！」

「フェイの方がうるさいでしょ！　わっ！」

「二人とも大声出さないで！　こちらミラ！」

「ミラが一番大きいんじゃない……？　ナージャです、お久しぶり……というほど時間は経っていない気もしますが」

「……相変わらずうるさいな、お前らは」

　久しぶりに会ったリアム達は、以前となんにも変わっていなかった。

　別れた時はいろいろとパーティーだのパレードだのと忙しく、更に王様から爵位なんかももらっててんてこまいだったようだが、そちらも大分落ち着いたのだろう。

　彼女達の顔には血色が戻っていた。

　どことなしか貫禄のようなものも出てきているような気さえする。

（最後に会った時から……どれくらい経っただろうか？）

　多分半年は経ってないと思うんだが……俗世を離れて山籠りをし始めるようになってから妙に時間の流れが早い気がする。

　なんだか父さんみたいなことを考えるようになってしまったな。

　このままだと俺はそう遠くないうちにおじいちゃんになってしまうかもしれない。

「ええい表に出ろリアム！　今すぐ戦って決着をつけるぞ！」

「よし、やってやる！」

「外に出てもただ星空が見えるだけだと思うんだけど……」

「たしかにこの場にいるような臨場感がありますので、気持ちはわからなくはないかと……」

　基本的にリアムは直情径行でフェイは脳筋なので二人は仲が良い。

　ただそれは俗に言う喧嘩するほどなんとやらというやつで、その分二人は喧嘩をすることも多く、そのせいでガチバトルに発展することもよくあった。

　一度なんかパーティー分裂の危機になったことまであったほどで、その時は全力で戦ったせいで二人とも自分の得物を全壊させたんだよな……。

　あの時は喧嘩で俺の武器を壊すなと、拳骨と長時間の説教をくれてやったっけ……なんだか懐かしいな。

　わずか数年前のことなんだが、まるで遠い昔のことのようだ。

「にしてもすごいよねぇこの……『通信』の魔道具だっけ？」

「ですねぇ。まさかこうやって遠く離れたところから、顔を見ながらお話ができるなんて……」

　リアムとナージャの心からの賛辞に嬉しくなった俺は、つい照れてしまい鼻の上を擦る。

　自分が作ったものを自分が力を認めているやつらに認められるというのは、何度味わっても悪くないものだ。

「――ってそうそう、今はフェイと喧嘩してる場合じゃないんだった！」

　どうやら本日の本題を思い出したらしいリアムが、ポンッと手を叩く。

　この『通信』の魔道具は魔力を使い光と音を擬似的に再現しているにすぎないため、少しズレたタイミングで他の三人が首を縦に振る。

　四人が真面目な話に入ろうとしているので、俺も真剣な顔を作った。

「とりあえずナージャに言われた通り、エンポルド子爵領のルザネアの方に可能な限りの食料を送ってるよ。備蓄も解放した大盤振る舞いをしたし、商人達も焚きつけたから民間の二陣三陣もそう遠くないうちに着くと思う」

「うちのところもリアムと大体似たような感じかな。ただうちの場合は備蓄を解放するんじゃなくて、国で商人の在庫を買い上げてから流したわ。そのせいで文官がカンカンだったけど……命には代えられないものね」

「私んところもそうだ。難しいことは全部部下に任せたが、とりあえず食料を送れるだけ送らせてもらったぞ！　金が余ってたから、私の私財も結構使った！」

「ちょっと……それ大丈夫なの？」

『仮初めの英雄』の四人は、既に爵位をもらっている。

　リアムは家格を考えて彼女の家ただ一つにだけ送られる勇者の貴族、勇爵を。

　フェイとミラは王家の血のつながりがない中で最高位である侯爵の地位を。

　教会に身を置いているので、あまり俗世の高い地位があっても困るナージャはわずかな土地をもらい子爵を。

　会議の参加メンバーは、俺を除いて全員貴族だ。

　特にナージャ以外の三人に関しては広大な領土と大量の領民を抱えており、食料の生産量は当然ながらとてつもなく多い。

　そのため彼女達に食料支援を頼んだのだ。

　ちなみに今回も、まだまだ恩を返し足りないと言っていたジュリアの雷特急便でお願いした形である。

　さすがにこの小屋での人力生産だけだと、急場しのぎにしかならないからな。

「で、どういう理わ由けなのかな？　一応ある程度は聞いてるけど、本人の口から一度詳しい話を聞かせてもらえると助かるんだけど……」

「ああ、それじゃあ少し長くなるかもしれないが聞いてくれ」

　手紙では食料支援とそのざっくりとした理由しか説明していなかったため、とりあえずビビがやって来たあたりからエルフの里を救援し、そのままドワーフの里を助けることに至った一連の流れを話していく。

　現地に行っていろいろと動いていたらしいナージャに適宜フォローをしてもらいながら話し終えると、三者三様の反応が返ってくる。

「さすがラックだね！　人助けをせずにはいられないその在り方、すごく素敵だと思う！」

　リアムには手放しで褒められ、

「ラック……お前はまた相変わらずとんでもないことばかりしているなぁ。でも今のラック、こっちにいた時よりずっと活き活きとした顔をしてる気がする」

　フェイからはそう言って笑われた。

　ちょっと鏡を見て自分を確認するが……そんなに変わっただろうか？

　俺自身としては何かを変えた記憶はないんだが……たしかにいろいろと変化はあった。

　ジルというもふもふがいることで動物と触れ合う時間を取るようになった。

　押しかけ女房的な感じでシュリがやって来たことで生活時間を規則的なものに変えられ、きちんと食事も取るようになった。

　ここ最近は忙しいのは事実だが、自分が好きなことをする時間はきちんと取れているし、山暮らしを始めてからというもの俺のインスピレーションは爆発するばかりだ。

「あなた、自分がしたことがどれだけのことなのかわかって……ないのよね、はぁ……」

　ミラからは何故か呆れられてしまった。

　どれのことを言っているかわからないくらいには心当たりしかないので、とりあえず黙っておく。

「でも僕達の食料が届くまで間に合うの？　今はなんとかなってるみたいだけど、どうしてもかさばるものだし時間がかかっちゃうと思うんだけど……」

「ああ、それに関してはだな……」

　ミスリル製の包丁とフライパンの効果を説明してやると、さすがにめちゃくちゃ驚かれた。

　事前に全てを話しているナージャだけが、うふふといつもと変わらぬ微笑を浮かべている。

「い、いや、食材の回復って、そんなむちゃくちゃな……」

「それ……大丈夫？　世界の摂理とかに反してない？」

「ラックの取り合いで戦争が起きるわよ……もしかしてあなたって、世界に混沌をもたらす魔王の隠し子だったりする？」

　皆してひどい言い草である。

　きっと映像越しに見た俺の口は、見事なまでにへの字に曲がっていることだろう。

　俺が気の弱いシャイボーイだったら間違いなくメンタルがブレイクしていたに違いない。

「もちろん普通に『回復』の魔道具としても使うことができる。少なくとも魔物相手には部位欠損も直せることは確認しているから、武器としては使えなくとも、他にいくらでも使いではある。いろいろと使えるだろうと思い一応四人分用意したんだが……必要はないみたいだな」

「どうやら三人ともいらないみたいなので、私に四組いただけると助かります」

「ちょっと待ちなさい、そこの腹黒シスター！　前言撤回！　神様仏様ラック様！」

「僕も欲しいよ！　せっかくのラックが新しく作った包丁なら使ってみたいもん！」

「もちろん私も欲しいぞ！」

　四人がまたやいのやいのと騒ぎ出したので、俺は黙って腕を組んでその様子を見守ることにした。

　どうやら四人は魔石を使っている様子もないので自前の魔力でなんとかしているようだ。

　今こうして口喧嘩をしている一分一秒の間にもものすごい魔力量を使っているはずなんだが、四人の顔色はまったく変わってはいなかった。

　さすが魔王を討伐したパーティーのメンバーだけのことはある。

　ちなみに俺も自前の魔力でなんとかしている。

　俺はまぁ……鍛冶ばっかりしてきたから魔力量だけならかなり多いみたいだからな。

　ただこの使用量だと現状では量産しても使える人間はごく一部に限られそうだ……多分だけど下手な魔石を使っただけでは、魔力の補充より消費の方が早くなってしまうだろう。

「さて、そろそろいいか？　もちろん一人に一組ずつ配らせてもらうんだが……多分だが食料生産に使うより、普通に高性能な『回復』の魔道具として使ってもらった方が効果は高いだろう」

「え、そうなの？」

「いろいろと使ってわかったんだが、どうやらこいつらには欠陥があるらしくてな……」

「ラックが作るものなのに、そんなことがあるんだな」

「たしかに、かなり珍しい気がするわね……」

「いや、俺はそんなご大層な人間じゃないぞ。まぁ厳密に言うと、欠陥ではないんだが……」

　俺は何日もの間、この『回復』の包丁とフライパンを使ってみてわかってきたことを説明していくことにした。

　最初この包丁を作った時、俺はこの世界から飢餓そのものがなくなる、いわゆる永久機関的なものを発明してしまったのではないかと考えていた。

　けれどさすがに世の中、そこまで甘くはなかったのだ。

「この包丁とフライパンは……使えば使うだけ、食料を『回復』させる機能だけが失われていくんだ」

　フェイの言っている世界の摂理に反しているという言葉は、実は案外的を射ていたりする。

　大量に食料を生産するようになってわかったことなんだが……『回復』効果には回数制限のようなものがある。

　それが何故かはわからない。

　少なくとも魔力情報を確認する限りでは回数の使用の度に情報が劣化するようなヘマはしていないし、やはり何度検算をしてもメンテナンスをしなくても数年は使えるもののはずなんだが、この包丁を全力で使うと一ヶ月もしないうちにまったくエンチャントのないただのミスリル包丁に戻ってしまうのだ。

　この原因はなぜなのか。

　幸いというか大して頭を使わずにできるミスリルの包丁とフライパンの量産作業をする中で考えることに頭を回すだけの余裕があったため、俺は思索にふけることができた。

　そして恐らくという但し書きはつくものの、一応の推測ならつけることができた。

　これが正しいのかどうか、聖職者であるナージャに聞いてみることにしよう。

「そもそもの話、神聖文字でエンチャントとして発揮させることのできる『回復』は本来であれば祝祷術で行うことの範囲に入っている。俺はこれが神の領分をあまり侵しすぎるな……という神様からのメッセージなんだと解釈した」

　薬草類から作り出すことのできるポーション類では祝祷術には敵わない。魔道具で発揮されるエンチャントの効果も同様だ。

　だが神聖文字を使って魔力素描を行った場合、部分的にだがナージャが行使できる祝祷術レベルの回復効果を発揮させることができてしまう。

　この世界には複数の神が実在している。祝祷術を使用可能とするのは光の神グレイスフィールの領分だし、鍛冶とクラフトを司るのは火の神であるヘパイストスの領分だ。

　ここからは俺の予想……というか完全に妄想になってしまうんだが。

　多分だけど……ヘパイストス側が、グレイスフィールに配慮したのではないだろうか。

　もしエンチャントで祝祷術を全て賄うことができるのなら、人が神に祈る必要などなくなってしまう。

　鍛冶の神でもあるヘパイストスからしても、それは避けたかったのではないだろうか。

「それなのにある程度は効果を発揮してくれるのは……俺が鍛冶の頂をほんのわずかでも覗くことができたから、そのご褒美なんじゃないかな……なんていう風に思ったり」

　当初は無限にできるだろうと思い戦々恐々としていたわけだが、実は内心でホッとしていたりもする。

　ミスリル製の包丁を定期的に打ち直す必要が出てきてしまったのは面倒だが、無限回復編が始まることに比べればこちらの方がずっといい。

　俺は映っている映像の中で右上に見えているナージャの姿を見る。

　いつもにこにことしているナージャにしては珍しく、笑みを消して真面目な顔をしている。

　おとがいに手をやりながら少し右上を見るそれは、彼女が考え事をしている時の癖だった。

「恐らく……ラックさんの言っていることは間違っていないと思います」

　考えを整理しているからか、ゆっくりと話し始める。

「これは教会内でも知っている者の極めて少ない情報なのですが……実は古代文明が滅びた原因の一つは、神への冒ぼう涜とくであったとされています」

「……なるほどな」

「つまり……どういうこと？」

「私にもさっぱりわからないな！」

　今よりはるかに優れているとされる古代文明。

　その技術の一端に触れたからこそ、文明の差が今と比べるとどれだけ違っていたのかがよくわかる。

　神聖文字による表現の幅と古代魔族文字による異常なまでの出力量。

　この二つを使えば一時的にとはいえ他神の領域を侵すことすら可能だ。

　恐らく光の神グレイスフィールだけではない。

　古代人達は風の神であるロキや水の神であるミルヴァスなど、いくつもの神の領域を侵したのだろう。

「そしてそれが……神達の逆鱗に触れたと」

「はい。神への敬意を失った古代人達は、神域に至り神をも超越しようと企てたとされています。現状を見れば、その結果がどうなったのかは推して知るべし、というやつですが……」

　神は決して優しいだけの存在ではない。

　そして神の叡えい智ちは俺達の力が及ぶべきところではない。

　しかしなるほどな……あれ、でもだとすると俺の現状ってもしかしなくても、相当にマズくないか？

「……もしかして俺って、そのうち神罰で死んだりするか？」

「いえまさか、領分を侵されたグレイスフィール様でさえ、あなたのことは快く思っているようですよ。何せ実は先日、そういう神しん託たくが下りましたから」

「ほっ、それならいいんだが……」

　ナージャクラスの聖職者になると、神から神託を受けるくらいは朝飯前だ。

　以前一度だけだが、神をその身に下ろしたこともあると言っていたし。

「ラックさんの作り出した金物が正しく効果を発揮させていることこそ、あなたの鍛冶の腕が神域に至り、神様から認められたことの証明です。ですのでもっと誇っていただいても大丈夫、とのことです」

　神域、か……言われてもさすがにピンとこないな。

　俺は自分が才能があると思ったことは一度もない。

　ただ生まれてこの方、愚直に真っ直ぐ鍛冶と向き合い続けてきただけだ。

　それを神から認めてもらえたというのは、なかなかどうして悪くはない。

　あまり派手なことをしすぎたらマズいだろうが、俺が自身で鍛冶の道を探究するくらいなら、きっと神様もお目こぼししてくれることだろう。ヤバかったらナージャを通じて、話もしてくれるはずだしな。

　ということでその後は喧嘩が起きるようなこともなく、時折雑談も交えながら近況報告をして、今後の話を決めていく。

　俺にできるのは頑張って『回復』のエンチャントのついた金物と『収納鞄』を作ることくらいなものなので、とりあえず話を聞いて頷いておくくらいのことしかできない。

　応援態勢は無事に整い、食料不足に関してはなんとかできる目算も立った。

　王国が全体的に豊作だったこともあり、そこまで苦労することなく食料は供給することができるらしい。

　とりあえず今しばらく耐えれば、俺の出る幕はなくなりそうだった。

　俺が再び山籠りのスローライフを送れるようになるのも、そう遠い話ではなさそうだ。

「ドワーフの里で起こっている不作の理由はわかったのか？」

「一応いくつかあたりはつけている……という感じですかね。その話はこの後リアム達としようかと」

「……おう、そうか」

　この中では俺だけが『仮初めの英雄』のメンバーではないし、故に貴族でもなかった。

　出会った頃とは違い、彼女達は王国の中でしっかりとした立場を持っている。

　俺がいては話せないこともあるのだろう。

「それじゃあ……またな」

　少しの寂しさを感じながら、『通信』の魔道具の電源を切る。

　俯き加減だった俺は四人の口角がわずかに上がっているのに、この時は気付けなかったのだった――。




「……ふぅ、どうやら行ったみたいだね」

　ラックの映像が消えしばらく経ってから、口火を切ったのはリアムだった。

　彼女の顔には、以前はいつも浮かべていて、しかしここ最近ではあまり見せることのなくなったいたずらっぽい笑みが浮かんでいる。

「しっかしまさか、ラックがまたとんでもないものを作ってるとは……これ一本でてんやわんやだったっていうのに……」

　そう言ってリアムが持ち上げたのは、以前別れの際にラックが手渡した聖剣と禍剣の性質を併せ持つ魔剣、聖魔剣カオティックレイ。

　この剣の性能は、正直なところ常軌を逸していた。

　その切れ味と攻撃力は禍剣を超えており、聖剣に勝るとも劣らぬほどの『身体強化』は一兵卒を騎士団長に勝たせてしまうほどに強力だったのだ。

　そんな業わざ物ものを隠し通せるはずもないので国王に話をすると、尚一層騒ぎは大きくなってしまった。

　いろいろな人間がラックとアポを取ろうとして、元々店があった更地に大挙して押し寄せるほどだったのだ。

　専属鍛冶師を辞めると聞かされた時は本当にショックだったが、今となってみればあのタイミングで店を畳んで山へ出かけていたのは僥ぎょう倖こうですらあった。

　ちなみにリアム達は結託して、ラックの情報を隠し通していた。

　彼女達にとってラックはかけがえのない戦友だった。

　そしてそれは何も魔王との戦いの勝利に大きく貢献してくれたというだけではなく……出会った時から一蓮托生で共に歩いてきたという自覚のある彼女達にとって、ラックは何よりも大切な存在でもあったのだ。

「それにしても素材を回復させる包丁はさすがに驚いたわね……聖魔剣はまだただ強いだけの剣だったからアレだけど、包丁に関しては本当に隠し通さないとマズいわよ」

「そうなのか？」

「はぁ……フェイ、そんなこともわからないのね」

「馬鹿にするな！　私のことを馬鹿にしていいのはラックだけだ！」

　あんな馬鹿げた性能の包丁やフライパンが何本もあってはたまったものではない。

　聖魔剣に関しては、リアム用のワンオフだと納得させたからこそ今では沈静化できている。

　使われているのが古代文明の技術であることを隠しきれたため、そこまで大事にはならなかったのも大きいだろう（それでもある程度の騒ぎにはなったが）。

　だがあんなものが新たに出てきてしまえば、せっかく消した炎が再び燃え上がるのは疑いようもないことだろう。

　食料を量産できる魔道具が作れると発覚すれば、恐らく王国はなんとしてでもラックのことを取り込もうとするに違いない。

　またどこかから彼が古代技術を現代に復活させたことがバレれば、その騒ぎは間違いなく大きくなる。

「ことはもう、王国だけの問題じゃ収まらなくなる。ラックの力が知られれば彼は恐らく……いや間違いなく、世界中の全ての有力者から身柄を求められることになるでしょうね」

「うーん、やっぱりそういう感じになっちゃいそうだよねぇ」

「ラックの力が認められた方がもちろん嬉しいとは思うんだが……なんだか複雑な気持ちだぜ」

　ラックの正体を知る人物は、この世界には両の指で数えられるほどしかいない。

　未だ彼が『仮初めの英雄』の元専属鍛冶師としてすら認識されていないことを、彼女達自身は歯がゆく思っている。

　けれどそれがラック本人のたっての願いであるからこそ、彼の気持ちを尊重してきた。

　ラックは有名になって鍛冶師として名を上げることを求めていない。

　彼は本当に、鍛冶の道を極めることしか頭にないのだ。

　リアム達からすると、ラックは自分の作るものについてあまりにも無頓着だった。

　彼は技術的なところには傍から見ていて異常に思えるほど執心するくせに、自分が作ったものが世界にどれだけ大きな影響を与えるかなどということは考えもしないのである。

　けれどそんな彼の在り方を、リアム達は愛しく思っていた。

　故にリアム達は彼の安住を守るつもりだった。

「とりあえず国の力を借りる選択肢はナシだな。私らだけでやろう」

「ええ、せっかくエルフとドワーフとのパイプができたんです。これをあいつに渡すのはあまりにももったいない」

　リアム達は実のところ、アレクサンドリア王国に対しあまりいい感情を抱いていない。

　王はリアム達にほとんど何の援助をすることもなく、ただ彼女達が王国出身だったからという理由だけで全てが王国の手柄であるかのように喧けん伝でんした……どこかの名声を気にもしない鍛冶師とは正反対に。

　更に言えばラックの正体を率先して割り出そうとしたのも国王である。

　既に彼女達の不信感は、抜き差しならないところまで高まりつつあった。

　ラックの平穏を守るため――その思いで彼女達は団結し、動いている。

　ナージャが単身エルフの里へ出向き彼らと国交ではなく個人的な友ゆう誼ぎを結んだのも、その計画の一環であった。

　そう、全ては……信用のできない王国ではなく、自分達でラックの平穏を守るため。

「とりあえず、現地集合でいいか？」

「ええ、私達が集まれば、どうとでもなりますよ」

　ドワーフ達の食料難は、作物の不作が起きている根本的な問題を直さない限り解決しない。そちらの方は、ナージャが既にある程度あたりをつけている。

　彼女達『仮初めの英雄』が出張れば、問題なく解決は可能な案件だった。

「それじゃあ久しぶりに――『仮初めの英雄』、全員集合だね！」

「せいぜいラックのこと、驚かせてやりましょう？」

「「「おーっっ!!」」」

　遠い空の下で、自分のせいで事態がどんどん大事になっているなどとはつゆ知らず。

　ラックは一人、ちょっと寂しさを感じながらジルをブラッシングしているのだった――。




『仮初めの英雄』の皆と連絡を取ってから、俺はまた鍛冶とクラフトの日々を送ることになった。

　終わりが明確に見えていれば、耐えるのは簡単だ。

　ただ単純作業を繰り返していてもつまらないため、より効率良くエンチャントを施すにはどうしたらいいのかを考えながら余っている魔力容量を使う形で、試行錯誤を重ねていく。

　やって来た食料配達の第一陣が子爵領に入ったという通信があった時点で、既に当初と比べて食材の再生速度はかなり速くなり、また効果が消えるまでの時間も倍以上伸ばすことができた。

　ただこれ以上はさすがにできることがない。

　ヒヒイロカネクラスの超のつく稀少金属を使えばまた話は変わるかもしれないが、わざわざ使うのもアレだしな。ヒヒイロカネを使うなら、もっと試したいエンチャントがいくつもあるからな。こんなもんで十分だろう。

「そろそろ来るなら……これ以上の増産は必要ないか」

　ちなみに既に、『収納鞄』の増産はやめている。

　食料供給をしたドワーフ達がある程度のペースで行き来するようになり、今あるものだけで回せるため、作る必要がなくなったからだ。

　なのでここ最近はスケジュールに大分余裕ができていた。

　今はもう少し燃費を良くするべく、『通信』の魔道具をいろいろと弄り回している。

「ラ、ラックさん、大変ですッ！」

「どうした、シュリ？」

「たったた大変！　とにかく大変なんです！」

　小気味良いリズムで噛みまくっているシュリから話を聞くと、どうやら大量の食料を持った馬車が現れたらしい。

　事前に話はしておいたから、そんなに驚くこともないと思うんだが……そんな風に思っていた俺は、やって来た人員を見てシュリに負けず劣らずびっくり仰天することになる――。




「やぁラック、久しぶり！」

「半年ぶりくらい？　なんか前より清潔感が出た気がするわ」

「たしかに、ラックもなんだか若返った気がするな！　久しぶりの再会を祝して、今日は宴会だな！」

「久しぶりに賑やかで……なんだか楽しいです」

　なんとやって来た人員を引き連れているのが――先日連絡を取ったリアム達だったのだ！

　しかもまさかの、『仮初めの英雄』のメンバー勢揃いである。

　いや、リアム達の領地って、このエンポルド子爵領に気軽に来れるほど近くはなかったと思うんだが……本当になんでいるんだ？

「わふっ！」

　リアム達を見たことがないジルは、なんだか興奮しながらぐるぐると辺りを走り回っていた。

　どうやら獣の嗅覚で、リアム達がただものではないことを感じ取ったらしい。

「この子……守護獣じゃない。しかもなんだか見知らぬ子もいるし……ラックの方もいろいろあったみたいね」

　ミラはそう言うと、俺の後ろからひょこっと顔を出しているシュリの方を見た。

　守護獣を知っているのか……『もしかすると俺が知らないだけで有名なのか？』と思いくるりと見回すと、フェイの方は首を傾げていた。

　どうやらミラが格別博識なだけらしい。

「ん……まぁな。そうは言っても上級貴族になったミラ達と比べたら誤差みたいなもんだと思うが……あ、そういえばきちんと敬語とか使った方が良かったりするか？」

「いや、今まで通りでいいぜ！　ラックにかしこまられたらこっちが困っちまうしな！」

　俺としても敬語で話すのはやりづらいので助かる。

　で、どうしてわざわざリアム達がやって来たのかという話になったわけだが……どうやらドワーフ達の食料不足の問題を手ずから解決するから、ということらしい。

　たしかに思い返してみれば、リアム達は人を生け贄に求める邪竜が現れればすぐさま討伐に向かったし、何か危険が生じればいの一番に向かうことが多かった。

　貴族家の当主としてはあまりよくないのかもしれないが、一人の友人として言わせてもらうと変わっていなくてほっとするというのが本音だ。

「今すぐにでも行った方がいいか？　なんなら供応のための準備もするが」

「うーん……？」

　リアムが期待するような顔をしながらミラの方を向く。

　けれど現実は残酷で、ミラは無情にも首を横に振った。

「祝杯を上げるのは全部が終わってからにしましょ。ほら、行くわよ」




「わわっ、ちょっと待ってってば～！」

　ミラ達は馬を休ませている兵士達の方へ向かい、話し合いを始めた。

　多分今後のスケジュールについて話をしているんだろう。

　どうやら食料輸送のために輜し重ちょう兵を連れて来ているらしく、いちいち動作がキビキビとしていた。

　あ、そうだ。

　食料輸送と聞いて大量に作っておいた『収納鞄』をお披露目しなくては。

　輸送が楽になるように、ある程度高性能なものを用意しておいたんだ。

　ブリーフィングを終えて円になって休憩しているリアム達のところへ持っていくことにした。

「あらラック、それは……？」

「ああ、これは『収納鞄』と言ってだな……」

　俺の説明を聞いたリアム達が、ぶーっと飲んでいる飲み物を噴き出した。

　うおっ、ちょっと俺にかかったんだけど!?

「ラックあんたはもう本当に、次から次へと……っ！」

　眉間にしわを寄せながら頭を抱えるミラに、ナージャが回復をかける。

　ナージャは事情を知っているはずなんだが、『回復』の金物と同様『収納鞄』のことも伝えていなかったらしい。

「これ、どれくらい入るの？」

「用意したのは最新式の魔鉄製の箱だから……まぁ多分家数軒分くらいは入るんじゃないか？」

「家数軒、って……」

「……はぁ、なんだかもういちいち突っ込むのにも疲れてきたぜ……」

「これ、輸送の概念が根本からひっくり返るわよ……」

　たしかにこいつがあれば列になるほど大量の馬車が運ぶ分を、六頭立て馬車一つで賄うことができる。

　補給段列にも影響があるだろうし、事前に伝えて渡しておくべきだったかもしれないな……ついうっかり忘れていた。

「すまないな、事前に渡しておくべきだった」

「大丈夫よ……ラックがそういう人だって、私達はちゃんとわかってるから」

「うん、だからあとは僕達に任せてね！」

「任せてって……ドワーフ達のことだよな？」

「もちろんそれもそうだけど、それ以前に……」

「わーっ！　ちょっとリアム、それ以上言うんじゃないわよ！」

「むむーっ!!」

　ミラに口を塞がれながら、リアムは輜重兵達の方へ引きずられていった。

　どうやら『収納鞄』の能力を考慮した上で、改めて食料の運搬方法を調整するらしい。

「ラック、また後で！」

「帰ってきたら打ち上げするからな！　準備しといてくれよ！」

「おう、任せとけ。腕によりをかけて料理を作るよ……シュリがな」

「――って、人任せかよ!?」

　話し合いを終えたら、リアム達はさっさとドワーフ達の元へと向かっていった。

　彼女達の姿が見えた時点で、俺はドワーフ達の心配をする必要はなくなった。

　むしろ心配すべきは、打ち上げに出す料理や酒の内容だろう。

　何せリアム達は――本物の英雄だからな。




　結果的にリアム達は、馬車を自分達が使う一台を除いて帰らせることを決める。

　そしてそこに現在ラックが所有していた『収納鞄』を全て載せて、身軽な状態で飛び出したのだ。

　輜重の人間や兵士達は当然ながら抗議の声を上げたが、リアム達勇者パーティーが自分達より弱いのなら来る必要がないと言えば、それに反論をするのは不可能であった。

　彼らは傍から見るととてつもない速度で、けれど本人達からすれば鼻歌交じりでできるほどの気軽な速度で森の中を駆けていった。

「まさか四人だけでまた行動できる日が来るなんてね」

「今後機会は増えることになりますよ、きっと」

「ひっさしぶりの冒険だなぁ、腕が鳴ってきたぜ」

　リアム達『仮初めの英雄』は晴れやかな顔をしながら、立ちはだかる魔物達を鎧袖一触に蹴散らしていく。

　貴族として爵位をもらってからというもの、実戦の機会はグッと減った。

　けれど当然ながら鍛錬は欠かしていない。

　魔王を討伐した時と遜色のないだけの戦闘能力を保持し続けている。

「うーん、駄目だなぁ。槍を戻すまでの間が０・０１秒くらい微妙に遅くなってる気がする」

「私も回復以外の祝祷術の展開速度と効力が微妙に劣化している気がします」

「私も似たようなものね……鈍りたくないものよ、本当に」

　ただそれでも本人達からすると納得がいかない様子で、彼女達はやって来た時のビビが苦戦していた森の中の魔物達を、文字通り殲せん滅めつする勢いで先へと進んでいく。

　一昼夜ほど粘って駆ければ、エルフの里へたどり着いた。

　来ることは事前にナージャが伝えていたため、里にも問題なく到着。

　そしてそのままエルフ達といくつかの約束事を交わす。

　交わすのはあくまでも個人的な友誼で、国としての付き合いはしない。

　今後はラックの拠点を通すような形で、リアム達の側からは加工品や魔道具などの文明的な産物を、対価としてエルフ達は培ってきた魔法技術をという形で相互に利のある取引だ。

　そしてこの場でも、ラックの名が想像以上の効力を発揮させる。

「ラック殿から話は聞かせてもらっている……彼は我々にとって命の恩人だ。彼のためになら、いくらでも力を貸そう」

　エルフの里を救い出したのは、ナージャという人脈を使ったことも含めて、まるごとラックの功績であった。

　更に言えばビビにあの包丁とフライパンを与えたのも、現在エルフで大流行している主婦二刀流の武器を揃えているのも彼であり、頑迷で排他的なエルフにしては珍しく、ラックはまるでエルフ達の恩人として讃たたえられていた。

　それを聞いて悪く思わないのはリアム達の方である。

　ラックのことを認めてもらって、嬉しくないはずがなかった。

「僕達はこれからドワーフ達を助けに行く。なのでこれは提案なんだけど……」

　リアムが口にしたのは、今後はこのエルフの里を通じる形でドワーフ達とも連絡を取りたいということだった。

「ドワーフ達との交流か……必要なことなのか？」

「今後のことを考えれば、間違いなく」

　リアム達の腹案――それはラックの暮らしているアレルドゥリア山脈を通す形で、エルフとドワーフとの交流を復活させるというものだ。

　違う文化圏と優れた技術を持つ彼らとの交流は、リアム達の領地に莫大な利益を与えてくれるだろう。

　ラックの平穏な生活を守るためには、自分達が国王の言いなりにならぬほどに力を蓄える必要があった。

「うむむ……わかった。アリーシャの里のドワーフ達とは何度か連絡は取っているからな、ドワーフだからといって毛嫌いしているだけではいけない。私達が変わるべきタイミングがあるのだとすれば、それがきっと今なのだろう」

　リアム達はドワーフとエルフの間の仲の悪さもありすぐに確約はできないという前置きはあったものの、前向きに検討してもらうことに成功する。

　彼女達はその足でドワーフの里へと向かっていく。

　畑を襲っている不作の原因は、土地に満ちている瘴気がその原因であった。

　瘴気とはこの星そのものが持っている魔力のパスである地脈の流れが狂うことによって生じる悪しき魔力だ。

　それが悪性のものであるのなら、善なる光の神であるグレイスフィールの権能が通用する。

　ナージャは己の祝祷術を使い、土地へかかる瘴気を払ってみせた。

「おお、畑が……畑が蘇っただ……」

　畑作を得意とするドワーフがぺろりと土を一舐めすれば、それだけで土地が地ち味みを取り戻したことはすぐにわかった。

　ナージャ達はドワーフから感謝されながら各地へ赴き、瘴気を払いながらその原因を探し続けた。

　その原因を突き止めたのは、魔力に関して造詣の深いミラであった。

　彼女は本来であればよどみなく循環するはずの地脈が、ある箇所で詰まっていることを看破してみせた。

　その場所とは、最南端にあるドワーフの里よりも更に南へと向かった地。

　そこに何かがあることを理解した『仮初めの英雄』達は、ドワーフ達からの信頼を獲得しながら先へ進んでいく。

「まさかラックさんが鍛冶神としてあがめ奉たてまつられているとは……ふふっ、本人が聞いたらなんて言うんでしょうね」

「間違いなく柄じゃねえとは言うだろうな」

「でもラックの鍛冶の腕って間違いなく神域に至ってるから、あながち間違ってなさそうなのがすごいところよね……もしかしてだけど、将来死んだら亜神くらいにならなれるんじゃないかしら？」

　神が実在するこの世界では、生前の行いによって人間が神格を持つこともままあることだ。リアムなども既に神から直接啓示を受けているため、本人が望めば神として天上で永遠の命を謳歌することも可能であった。

　彼女達の見立てでは、ラックの鍛冶の腕は既にヘパイストスに迫るほどの領域に至っている。

　本人は頑なに認めないが、ここにいる四人はラックの鍛冶の腕を誰よりも認めているのだ。

　彼女達は誰かに尋ねられればノータイムで、ラック以上の鍛冶師などどこにもいないと言い切るのは間違いない。

　彼を守らなければと考えたら領地をほっぽって自分達で動いてしまうのだから、彼女達の思い入れも相当なものだろう。

　いくら領地の運営は雇っている文官や官僚任せとはいえ、それでも長期間自分の領地を空けることになるのは間違いないのだから。

　彼女達はそのまま進み続け――そしてドワーフ達の住まう領域全体の土地を汚染していた、その元凶と遭遇する。




　地脈の詰まりの原因となっているのは、ドワーフの領域を越えていった先にある湿原だった。

　特定したその場所へ向かうと……そこには、地平線を埋め尽くすほどに大量の魔物の姿が見えている。

　魔物の数は五千を優に超えている。恐らくは一万も超えているだろう。

　魔物達にはまったくといっていいほどに共通項がなかった。

　蜥蜴とかげのような鱗と頭を持つリザードマンから、捕食した魔物の特徴を手に入れることのできるキマイラ、更には骨だけのドラゴンであるスケルトンドラゴンなど……魔物達はグループを成すこともなく、なんの統一性もなく並んでいる。

「プシュウ……」

「フシュルルル……」

「ガルルル……」

　ただ全ての魔物に共通して言えるのは、彼らの瞳が濁っており――その頭に、赤と紫色をしたキノコが生えていることであった。

「これは……ミラ、知ってる？」

「恐らく生物を支配下に置く大型菌類でしょうね……差し詰めトードストゥール・コマンダーといったところかしら」

　ミラが使い魔を使って偵察させたところ、最奥にいる大型魔物の頭部、人間サイズの金色の交じったキノコが生えているらしい。

　恐らくその巨大なキノコが、全ての魔物達を胞子を使って操っているのだろう。

　眼前にいる、視界を埋め尽くすほどの大量の魔物達。

　けれどそれを見ても、誰一人臆してはいなかった。

「腕っ節でどうにもならないことじゃなくて助かったぜ！　要は――」

　ミラがグルグルと槍を回転させてから、その石突を地面に打ち付ける。

「こいつら全員ぶち殺せばいいってことだろ！」

「乱暴だけど……まぁ、その通りね」

「よし……戦闘準備」

　たった一言、リアムがそう呟くだけで、四人の纏う雰囲気が一変する。

　先ほどまでピクニック気分でニコニコとしていた時と比べると、その身体から発されるオーラが、桁違いに膨れ上がっていた。

　リアムの全身から噴き出す魔力を目の当たりにした魔物達が、後じさりをする。

　胞子に侵されまともな思考能力のないはずの魔物達が、そのわずかに残っている本能で彼女の危険性を感じ取ったのだろう。

「胞子の飛散は気にしなくても大丈夫です」

　ナージャの祝祷術によりリアム達の全身が光に包まれ、一切の状態異常が無効となる。

　リアムは腰に提げていた剣――ラックが手ずから作り上げた最強の一振り、聖魔剣カオティックレイを鞘から引き抜き、その愛らしい見た目からは想像のつかないほど凄絶な笑みを浮かべる。

「さぁ……やろうか」

　その圧倒的なまでの武威に、魔物達が一斉に後じさりする。

　フェイは聖槍を、ミラは聖盾を、ナージャはその手に聖杖を持つ。

『仮初めの英雄』はラックに鍛えられた武具を手に、トードストゥール・コマンダーへと突貫していく。

　弛ゆるまぬ修練の末本物の英雄へと至った彼女達が本気を出せば、操られた魔物など鎧袖一触。

　あらゆる魔物が一刀の下に切り伏せられ、貫かれ、そしてどんな攻撃も絶対の盾の前には意味をなさなかった。一時間にも満たぬわずかな間で、全ては終わり――ナージャによる地脈の正常化によって、ドワーフ達を襲っていた食料問題は無事解決を見せるのであった。










エピローグ




　全てのいざこざをあっという間に解決させて、リアム達はすぐに戻ってきた。

　聖魔剣カオティックレイの使用感を聞かせてもらったところ、まだまだ改善の余地はありそうだった。

　せっかく聖魔剣を弄れるくらいのポテンシャルのある炉を作ったんだ。後でもう少しチューンナップさせてもらおう。いざという時に万全の状態で戦えない剣なんて、何の意味もないからな。

　ただそれをするのは、明日でいいだろう。

　今日はこれからやらなければならないことがある。

　リアム達が帰ってきてまず最初にすること……そう、祝宴だ。

「それじゃあ再会とドワーフ達の問題解決を祝って……乾杯っ！」

「「「乾杯！」」」

　テーブルを囲む形で円形に並んだ俺達は、ジョッキを打ち合わせてから口に運ぶ。

　ゴッゴッゴッ。喉の奥へエールを流し込んでいく度に喉がすごむような音を鳴らした。

　味を楽しむことを放棄して、エールをのどごしだけで楽しんでいく。

　魔道具を使って冷やしてあるおかげで、するすると恐ろしいほどのペースでエールが減っていく。

　多分……というか間違いなく、今日俺は潰れることになるだろう。

　こいつらの酒を飲むペースは異常なのだ。

　さすが元冒険者だけのことはあり、彼女達に合わせていけばあっという間にへべれけになってしまう。

「じゃんじゃん作っているので、遠慮なく食べてくださいね」

「シュリ、ありがとっ！」

　ちなみに酒を飲むより面倒を見る方が好きなシュリは、俺達の酒宴には交じらずにせっせと料理を作ってくれている。

　相変わらずよくできた子だ、俺の面倒を見ているのがもったいないと感じてしまうほどに。

　というか、いつの間にか仲良くなったんだ、お前達。

　シュリって結構人見知りだったと思うんだが……さすがと言うかなんと言うか。

「リアムには誰とでも仲良くなれる才能があるからね」

「……思い返してみると俺も、気付いたら友達になってた気がするな」

　テーブルの上に並んでいる料理をつまみながら、会話に花を咲かせる。

　話題に上がるのは、何年も前にやった若き日の過ちばかりだ。

　今にして思うとなんであんな馬鹿なことをしたんだろうとはなはだ疑問なんだが、当時は真剣に考えた末にきちんとやってたんだよな。

　年を取って落ち着いたと考えるか、馬鹿をやらなくなったせいでつまらなくなったと考えるかは人によるだろう。

　ちなみに俺は、前者の方だ。

　年を重ねても人生はつまらなくなんかならない。むしろ厚みが増していって、日々を彩る微細な色調の変化を愛でることができるようになる。

　昔を懐かしみながら酒杯を重ねていく。

　アルコールを摂ると、不思議と塩っ辛いものが食べたくなってくる。

　それを見越して濃い味付けで料理を作ってくれているシュリには頭が上がらない。

「いつもありがとうな……シュリ」

「い、いえ……これが私の、仕事ですから……」

　お礼を口にすると、彼女はなぜかぷいっとそっぽを向いてしまった。

　よく見ると耳が少しだけ赤くなっているような気がする。

　……もしかしてこの場の酒気にあてられて、酔っ払ってしまったのだろうか？

「わふっ」

「おお、いい飲みっぷりだな！　それ、ぐいっと！」

　ちなみに足下にいるジルも、この酒盛りには参加している。

　ぶっちゃけジルは、俺より酒が強い。

　酒の強さだけなら、リアム達に匹敵するだろう。さすが守護獣……というか今更だけど、ジルって酒飲んでも平気なんだろうか？

　尻尾を使って器用に杯を傾けているジルに、フェイがなみなみと酒を注いでやる。

　それを挑戦と受け取ったのか、ジルはそれを一息に飲み干してみせた。

　にやりと笑う槍使いと狼。この飲んべえ達の心は今この瞬間、間違いなく通じ合っていた。

「そういえば言い忘れてたんですが……これから私達、定期的に遊びに来ることになりましたので」

「……は？　なんで？」

　思わず素直な疑問が口から飛び出してしまった。

　話を聞かせてもらうと、どうやらエルフやドワーフとの間で本格的に交易が始まるらしい。

　ちょうど王国と彼らの領域の間の辺りに俺の小屋があるから、逗とう留りゅうしたり大事な話し合いをしたりするのに都合がいいんだとか。

　ナージャがエルフの里に長いこといたり、リアム達が来たりしたのには、そういう理由があったのか……ようやく得心がいったよ。

　別にわざわざこの小屋を使わなくとも、アレルドゥリア山脈なんかどこからでも抜けられると思うんだが……口にはしないでおいた。

　それが今後とも俺と交友を持つつもりだという婉曲な表現であることがわかったからだ。

　あれ……でも待てよ？

「もしかしてそれだと、エルフやドワーフも来るのか？」

「ええ、ビビさんやアリーシャさんも定期的に来ると思いますよ。特にビビさんは、まだまだ包丁とフライパンの作成が追いついていないようでしたから」

「主婦二刀流、まだ流行ってるのか!?」

「ビビさん曰く、やはりラックさんの包丁とフライパンでないと駄目ということでした」

「そんなことある!?」

「まぁまぁそう言うなって、賑やかなのはいいことじゃんか！」

　そもそもの話、俺は賑やかなのが嫌で山に来たんだがな……。

　でもたしかにフェイの言う通り、賑やかなのはいいことかもしれない。

　都会の喧噪から離れたこの場所は、一人で集中して鍛冶をするのにはもってこいの環境だ。けれどやっぱり、ずっと一人でいるというのは寂しさも感じてしまう。

　シュリが来て、ビビが来て、ナージャやアリーシャだけでなくリアム達までやって来て……当初想定していたよりはるかに賑やかで忙しくはなってしまったが、不思議と俺の気持ちは店を構えていた頃よりも、ずっと落ち着いている。

　口下手な俺には上手く言葉では表せないが、その……こういうのも、なかなかどうして悪くない。

「これからもよろしくね、ラック！」

「何かあったらすぐに言いなさいよ――絶対に、助けるから」

「水くさいこととかすんなよな！」

「ラックさん、今後ともどうぞごひいきに」

　一度は終わるとも思っていた『仮初めの英雄』達との関係も、なんやかんやで今後も続いていきそうだ。どうやら人の縁というのは、そう簡単に切れるものではないらしい。

　忙しすぎず暇すぎない日々は、きっと今後も続いていくに違いない。

　俺がゆっくりと山で隠居ができるようになるのは、まだまだ先の話のようだ――。










あとがき




　はじめましての方ははじめまして、そうでない方はお久しぶりです。しんこせいと申す者でございます。

　突然ですが、僕はゲームを最後までやりきることがあまり多くありません。

　一番面白いと思ったタイミングで、それ以上話を進めたくなくなってしまうのです。

　たとえばＲＰＧゲームだと、戦闘システムを理解して自分の中にあるキャラ愛も増してきて、敵の強大さにビビって、でも倒すことができるように強くなっていって……というあたりで止めたりします。

　ゲームのバトルって、最終的には効率のいい最適解が出ちゃうじゃないですか。

　自分が好きなのはその最適な答えを出すまでに悪戦苦闘しながら試行錯誤する部分で、最適解を押しつけて敵を倒していくことにはあまり楽しさを感じないんですよね。

　あと、ボスキャラって倒される瞬間に主人公に超えられちゃうわけじゃないですか。

　自分が好きなのって絶対に倒せねぇっていう絶望感であったり、そこで発生する葛藤であって、強大なラスボスとのバトルでの長時間戦闘はあんまり求めてなかったり。

　そんな僕は、漫画の買い方も変わっていると知人からよく言われます。

　自分は作品を漫喫等で読破してから、面白いと思ったものを面白いと思ったところまで買うんですよね。

　僕の中の話を、一番面白いところで止めておきたい。

　誰に理解されることもないですが、僕はこの意味のないこだわりをきっと死ぬまで続けていくんだと思います。

　こんな性分なせいで全てが終わってからの世界に思いを馳せることはあまりありませんでしたので、今作は新鮮な気持ちで書くことができました。

　ラストバトル後の世界、魔王を倒しても続いていくラック達の生き様を、楽しんでいただけたら幸いです。

　最後に謝辞を。

　編集のＭ様、いつもありがとうございます。体調を崩してしまったせいでスケジュール調整をお願いしてしまい、申し訳ございませんでした。次は同じ間違いを繰り返さないよう、しっかりと体調管理に気を使おうと思います。

　そして、こうしてこの作品を手に取ってくれているあなたに何よりの感謝を。

　あなたの心に何かを残すことができたのであれば、作者としてそれに勝る喜びはございません。それでは、また。

しんこせい










ビビの花嫁修業




　エルフの若者衆達の中でリーダー的存在になっているらしいビビ。

　最近主婦二刀流の家元になり乗りに乗っている彼女が、我が家に遊びにやってきた。

　エルフの里での問題が一段落してから、彼女は定期的に我が家に遊びに来るようになっていた。

「お邪魔するぞ！」

「わふっ」

『歓迎するわ』という感じでジルが尾でビビの腰元あたりを軽く撫でる。

　ジルはわりと人なつっこいやつなので、こんな風に誰が来ても基本的に快く迎え入れることが多い。

　実際に受け入れる準備をするのは、俺とシュリなんだけどな。

　まったく気楽なものである。

「いつもフライパンと包丁を作ってくれて助かっているぞ！」

「注文をしてくれるのは素直にありがたいし、そんなに気にする必要はないぞ」

　ドワーフの食料問題も一段落したことで、俺の生活には大分余裕が出てきた。

　古代の魔力文字の解析もある程度は済んだし、わりと好きなように研究をすることができている。

　エルフの里では相変わらず永遠に主婦二刀流が流行っているので、俺は空いた時間を使って、ビビに納品するための魔鉄製のフライパンと包丁を作るようにしていた。

　そこまで気合いを入れずに作れるから、こいつが結構いい息抜きになっていたりする。

　鍛冶師というのは自分のために生きるのと同時に、誰かの役に立たなければ意味がない。

　作ったものを誰かに使ってもらうということを意識しなくなれば、独りよがりのものしか作れなくなってしまうからな。

「一泊していくのか？」

「ああ、お世話になるぞ！」

　ビビも里ではかなり大変らしいからな。

　せっかくだし、ゆっくりと休んでもらうことにしよう。




　ドワーフ達に食料生産をさせるための拠点であるいくつかのプレハブ小屋は、来客が増えたこともあってそのままにしている。

　俺と同じ家に泊まって噂が立ってもあれなので、ビビには小屋でゆっくりしてもらうようにしていた。

「私は別に気にならない……というかむしろ一緒の方が……ごにょごにょ」

　黙ってしまったビビに、食材とお皿を手渡す。

　ビビが来た時の夕食は、ワイルドにＢＢＱと決まっている。

「――たあっ!!」

　ビビは食材を天高く放り投げると同時に抜刀。

　食材が皿の上に落ちてきた時には、既に綺麗にカットされた状態になっている。

「包丁の扱いなら誰にも負けないんだ、ふふんっ」

　ビビがどや顔をしながら胸を張る。実際彼女の包丁さばきはやってくる度に向上しており、もう今では俺は彼女の斬撃を見切ることができない。

　一体ビビはどこへ向かおうとしているのだろうか……。

「わあっ、焦げたあっ！」

　ただし巧みなのは包丁さばきだけで、彼女は調理の方はてんで駄目だったりする。

「ほれ、こっちはちゃんと焼けてるぞ」

　いい感じの焼き加減になっていた肉串を渡してやると、ビビが所在なさげにこちらを見上げてくる。

「い、いいのか？」

「ああ、肉なんてまた焼けばいいからな。それに……足りなくなったら、また捌いてくれるだろ？」

「――ああっ、任せてくれ！」

　そう言って笑うビビと一緒に、俺はＢＢＱを楽しむのだった――。
















この物語はフィクションです。
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勇者の専属鍛冶師、引退して山を買う


～極めたスキルで理想のセカンドライフが始まりました～【電子限定ＳＳ付き】
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